
民具マンスリー
第 59 巻４・５号合併号

2026. ７

神奈川大学日本常民文化研究所

特集 博物館の収蔵庫問題について 	 （１）

◎�収蔵庫問題と「廃棄」の制度化 
　�―「博物館の望ましい基準」改正と奈良県立民俗博物館の方針を

問う― 	 金 山 喜 昭（２）

◎コレクションとしての民俗資料の価値付けを巡って
　	 内 田 幸 彦（６）

◎ネットワークで民具を守る 
　―宮城民俗コモンズの取り組み― 	  小 林 直 輝 今 井 雅 之（14）

◎捨てる紙あれば拾う紙あり 
　―文書資料をとりまく現状と課題― 	 新 井 浩 文（24）

◎自然史資料の収集と管理について
　―地学資料及び植物資料を例にして― 
　	 辻 野 泰 之 茨 木 　 靖（32）

◎「廃棄」とまなび
　―逡巡と矜持の遺物箱― 	 今 尾 文 昭（37）

◎「廃棄」から見えてきたもの
　―文化政策と博物館― 	 中 村 茂 生（41）

◎博物館の資料を守れ！ 	 栗 原 祐 司（48）



〈裏表紙の写真〉
アチック・ミューゼアム内部の民具　東京・三田　昭和11年3月1日　木川半之丞撮影
当研究所所蔵　目録番号：河岡1-6-14 



　人口減少と財政制約を伴う縮小社会の進行のもとで、地方公共団体等における博物館資料の保
存・管理は深刻な課題となっている。その背景には、公立博物館の約６割で収蔵庫が「入りきら
ない」あるいは「ほぼ満杯」の状態にあるという現状がある。とりわけ民俗資料（民具）は、同
種資料が多数存在し、大型資料も多いことから、この問題が最も顕著に現れる分野の一つである。
　収蔵庫問題への関心は近年急速に高まっている。2018年の鳥取県北栄町における「民具資料の
お別れ展示」を契機として、2019年の東京大学文化資源学フォーラムや2023年の『博物館研究』
特集、東京文化財研究所の研究協議会などを通じて議論が蓄積されてきた。
　こうした動向のなかで、奈良県知事による博物館資料廃棄をめぐる発言や、文化庁による「博
物館の設置及び運営上の望ましい基準」の改正は、収蔵庫問題をめぐる今日的状況を象徴する出
来事となった。その背景には、民俗資料が抱える構造的な周縁性がある。すなわち、個々の資料
の唯一性や希少性が評価されにくいこと、市場価値へ還元しにくいこと、資料価値が相互の関係
性や収集文脈に依拠して成立すること、制度的保護や専門職基盤が脆弱であること、さらに高度
経済成長期以降、消滅の危機にあった生活文化の記録・保存を目的として、各地で一種の「民具
レスキュー運動」ともいうべき網羅的収集が進められてきた歴史を有することである。
　近年の議論では、収蔵庫不足や財政制約への対応を重視する立場と、評価基準や責任体制、専
門職による統制を先行して整備すべきとする立場との違いが顕在化している。しかし、両者は問
いの水準が異なる。前者では、収蔵庫問題は縮小社会における財政制約を背景として、資料の再
評価や除籍・廃棄を要請する政策課題として構成されてきた。奈良県と文化庁は制度上の位置づ
けこそ異なるものの、その認識枠組みを共有している。問われるのは、資料の再評価や除籍をめ
ぐる判断について、権限と責任の所在をいかに定めるかという博物館資料のガバナンスである。
文化庁による望ましい基準改正は、評価基準や責任体制、専門職体制の整備を伴わないまま、資
料分野や制度の違いを踏まえず、一律に再評価・除籍の枠組みを示した点に問題があった。今後
は、評価概念の再検討、除籍と廃棄の明確化、手続的透明性と専門職体制の確保、資料情報のデ
ジタル化と共有、分散保存と社会的継承の仕組みづくりが求められる。
　2026年６月17日、金山喜昭氏（法政大学名誉教授）を会長とする博物館コレクション管理研究
会（会員約260名）は記者会見を開き、博物館資料の除籍・処分に関する「基本理念」と「民具編」
を公表した。この発表は、NHKをはじめ、全国紙・地方紙など約30の報道機関で取り上げられた。
　現代において、文化的コモンズは、資料の社会的共有や多様な主体の参加を促進する規範的理
念である。しかし、それが公的機関の保存責任や専門職の継続的管理の代替とされる場合には、
行政責任の縮減や資源投入の抑制を正当化する言説として機能する。とりわけNPM的文脈では、
その理念は資料価値を有用性や効率性へと収斂させる政策論理に組み込まれうる。問われるべき
は、資料の再評価や処分を要請する認識枠組みが、いかに構成・再生産されるのかという点であ
る。
　収蔵庫不足や財政制約は避けられない課題であるが、地域社会や他機関との連携を通じて資料
継承の可能性を広げることも、縮小社会における重要な選択肢である。資料の価値は固定的なも
のではなく、将来の再解釈や再評価の可能性を制度的に担保することこそが博物館の重要な役割
である。
　収蔵庫問題をめぐる議論は、単なる施設管理や財政制約への対応ではない。資料の価値評価や
公共性、文化資源をめぐる社会的意思決定のあり方を問い直す契機である。本特集が、博物館資
料を扱う各分野の制度的な隔たりを可視化し、縮小社会における資料継承と文化資源のガバナン
スを考える一助となれば幸いである。� 　民具マンスリー編集室
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収
蔵
庫
問
題
と
「
廃
棄
」
の
制
度
化

―
「
博
物
館
の
望
ま
し
い
基
準
」
改
正
と

�
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
の
方
針
を
問
う
―

�

金
山
喜
昭

�
（
法
政
大
学
名
誉
教
授
）

は
じ
め
に

　

２
０
２
６
年
３
月
31
日
、文
部
科
学
省
は「
博

物
館
の
設
置
及
び
運
営
上
の
望
ま
し
い
基
準
」

（
以
下
「
望
ま
し
い
基
準
」）
を
改
正
・
告
示
し

た
。
そ
の
第
６
条
第
２
項
に
「
廃
棄
」
と
い
う

文
言
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
は
、
民
具
を
は
じ
め

と
す
る
博
物
館
収
蔵
資
料
の
将
来
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
翌
日
、
奈
良
県
立
民

俗
博
物
館
（
以
下
「
民
俗
博
物
館
」）
は
「
民

俗
資
料
収
集
・
保
存
等
方
針
」
と
「
資
料
除
籍

マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
以
下
「
両
方
針
」）
を
公
表
し

た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
論
じ
、

民
具
資
料
の
保
護
の
観
点
か
ら
何
が
求
め
ら
れ

る
か
を
考
え
た
い
。

一　
「
廃
棄
」
文
言
の
何
が
問
題
か

　
「
望
ま
し
い
基
準
」
第
６
条
第
２
項
は
、
博

物
館
資
料
の
再
評
価
に
基
づ
く
処
分
と
し
て

「
交
換
、
譲
渡
、
貸
与
、
返
却
、
廃
棄
等
」
を

列
挙
し
、
特
に
廃
棄
に
つ
い
て
は
「
他
の
手
段

を
検
討
し
た
上
で
、
な
お
や
む
を
得
な
い
と
認

め
ら
れ
る
と
き
に
お
い
て
、
慎
重
に
行
う
も
の

と
す
る
」
と
規
定
し
た
。

　

作
業
部
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は

「
廃
棄
」
の
明
記
に
対
す
る
反
対
意
見
が
続
出

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
終
的
に
廃
棄
の
文

言
は
維
持
さ
れ
た
ま
ま
改
定
が
行
わ
れ
た
。
な

ぜ
そ
こ
ま
で
「
廃
棄
」
の
明
記
に
こ
だ
わ
っ
た

の
か
、
そ
の
理
由
は
公
式
に
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。

　

問
題
の
核
心
は
、「
廃
棄
」
が
他
の
処
分
方

法
と
同
列
に
列
挙
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
後
段

で
「
慎
重
に
」
と
限
定
し
て
は
い
る
が
、
条
文

の
前
段
に
お
い
て
廃
棄
は
す
で
に
「
通
常
の
管

理
手
段
の
一
つ
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
筆
者
ら
が
実
施
し
た
科
学
研
究

費
に
よ
る
公
立
博
物
館
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
２
０
２
４
年（

１
））

に
よ
れ
ば
、
設
置
者
な
ど
か

ら
処
分
を
意
見
さ
れ
た
館
が
15
・
７
％
（
回
答

館
３
０
６
館
中
48
館
）
存
在
し
、「
保
管
場
所

が
な
い
な
ら
資
料
の
処
分
を
検
討
で
き
な
い

か
」「
収
蔵
庫
が
い
っ
ぱ
い
な
ら
売
り
に
出
せ

な
い
か
」
と
い
っ
た
声
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
設
置
者
の
圧
力
が
現
実
に
存
在
す
る

中
で
、
告
示
へ
の
廃
棄
の
明
記
が
「
廃
棄
し
て

も
よ
い
」
と
い
う
大
義
名
分
と
し
て
作
用
す
る

恐
れ
が
強
い
。

　

廃
棄
が
他
の
処
分
方
法
と
根
本
的
に
異
な
る

の
は
、
そ
れ
が
不
可
逆
的
行
為
で
あ
る
と
い
う

点
で
あ
る
。
一
度
廃
棄
さ
れ
た
資
料
は
二
度
と

取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ず
、
将
来
に
お
け
る
学

術
的
再
評
価
の
可
能
性
も
永
久
に
失
わ
れ
る
。

民
具
資
料
は
こ
の
問
題
を
特
に
深
刻
に
受
け
止

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
見「
価
値
が
な
い
」

と
判
断
さ
れ
た
道
具
類
が
、
後
に
素
材
、
製
作

技
術
、
使
用
痕
等
の
分
析
に
よ
っ
て
地
域
性
、

時
代
性
、
技
術
の
変
遷
を
示
す
第
一
級
の
学
術

資
料
と
し
て
再
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま

で
の
民
具
研
究
が
繰
り
返
し
証
明
し
て
き
た
こ
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と
で
あ
る
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、「
望
ま
し
い
基
準
」に
は「
除

籍
・
処
分
」
と
の
み
規
定
し
、
廃
棄
の
概
念
・

位
置
づ
け
・
手
続
き
の
詳
細
は
通
知
文
や
解
説

に
よ
っ
て
明
示
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
こ
の
機
会
が
失
わ
れ
た
こ
と
は
、

博
物
館
学
の
観
点
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
文
化
財

保
護
の
観
点
か
ら
も
、
重
大
な
後
退
と
い
わ
ざ

る
を
え
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た

め
に
、
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
管
理
研
究
会
は

２
０
２
６
年
６
月
、「
博
物
館
資
料
の
除
籍
・

処
分
に
関
す
る
基
本
理
念
」
お
よ
び
「
有
形
の

民
俗
資
料
（
民
具
）
の
除
籍
・
処
分
に
関
す
る

基
本
的
考
え
方
」
を
策
定
・
公
表
し
た（

２
）。

本
稿

も
そ
の
問
題
意
識
を
共
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

二　

奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
両
方
針
の
問
題
点

　

民
俗
博
物
館
の
両
方
針
は
、「
望
ま
し
い
基

準
」
の
告
示
の
翌
日
に
あ
た
る
４
月
１
日
に
公

表
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
２
０
２
４
年
７

月
10
日
、
奈
良
県
知
事
が
収
蔵
品
保
管
施
設
の

問
題
に
関
し
て
「
明
確
な
ル
ー
ル
を
決
め
た
う

え
で
、
価
値
の
あ
る
も
の
だ
け
残
し
て
そ
れ
以

外
は
廃
棄
処
分
す
る
こ
と
も
含
め
検
討
せ
ざ
る

を
得
な
い
」
と
発
言
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

後
、
５
回
の
検
討
会
が
設
置
さ
れ
た
が
、
第
４

回
ま
で
非
公
開
、
議
事
録
も
大
半
が
概
要
の
み

の
公
開
に
と
ど
ま
る
な
ど
、
審
議
過
程
の
透
明

性
を
著
し
く
欠
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　

両
方
針
の
内
容
を
、
筆
者
が
提
唱
す
る
五
機

能
循
環
モ
デ
ル（

３
）―

―
収
集
・
整
理
保
管
・
調
査

研
究
・
教
育
普
及
・
除
籍
・
処
分
の
五
機
能
が

館
の
使
命
・
目
的
の
も
と
で
循
環
す
る
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
管
理
の
枠
組
み
―
―
の
観
点
か
ら
検
討

す
る
と
、
評
価
で
き
る
点
と
問
題
点
の
双
方
が

見
え
て
く
る
。

　

一
定
の
評
価
が
で
き
る
点
と
し
て
は
、「
廃

棄
は
最
小
限
と
す
る
」「
除
籍
後
の
活
用
及
び

他
の
施
設
等
へ
の
譲
渡
を
優
先
す
る
」
と
明
記

し
廃
棄
を
最
終
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
た
こ

と
、
除
籍
候
補
を
三
類
型
に
区
分
し
た
こ
と
、

運
営
協
議
会
へ
の
付
議
や
情
報
公
開
の
原
則
化

な
ど
多
段
階
の
手
続
き
を
規
定
し
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
し
か
し
問
題
点
は
多
く
、
か
つ
本

質
的
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
除
籍
基
準
が
「
使
命
・
目
的
」
で

は
な
く
「
活
用
・
譲
渡
先
の
存
在
」
に
置
か
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
除
籍
候
補
基
準
は
「
教

育
普
及
等
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
資
料
」「
他

の
施
設
等
に
譲
渡
す
る
こ
と
で
そ
の
資
料
価
値

が
向
上
し
、
適
切
な
保
存
、
活
用
、
研
究
環
境

が
期
待
さ
れ
る
資
料
」
と
す
る
。
こ
の
論
理
で

は
、
活
用
先
・
譲
渡
先
さ
え
あ
れ
ば
何
で
も
除

籍
対
象
に
な
り
か
ね
な
い
。
仮
に
あ
る
博
物
館

が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
全
体
を
引
き
取
る
と
い
う
申

し
出
を
し
た
な
ら
ば
、
理
論
上
は
す
べ
て
が
除

籍
対
象
と
な
っ
て
し
ま
う
。
除
籍
の
判
断
軸
は

「
外
部
条
件（
譲
渡
先
の
存
在
）」で
は
な
く「
内

部
論
理
（
館
の
使
命
・
目
的
へ
の
適
合
性
）」

に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
収
集
方
針
と
除
籍
方
針
が
断
絶
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
何
を
収
集
す
る
か
」

の
基
準
と
「
何
を
除
籍
す
る
か
」
の
基
準
は
、

同
一
の
館
の
使
命
・
目
的
か
ら
導
き
出
さ
れ
な

け
れ
ば
論
理
的
一
貫
性
を
持
た
な
い
。
し
か
し

両
方
針
を
通
読
し
て
も
、
収
集
基
準
と
除
籍
基

３　　（14995）



準
が
同
一
の
館
の
使
命
・
目
的
か
ら
導
か
れ
て

い
る
と
い
う
痕
跡
が
見
当
た
ら
な
い
。
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
全
体
を
主
体
的
に
管
理
す
る
思
想
が
見

え
な
い
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
館
長
が
除
籍
候
補
の
検
討
を
指
示

す
る
と
い
う
手
続
き
上
の
問
題
が
あ
る
。「
除

籍
ま
で
の
フ
ロ
ー
」
で
は
「
館
長
が
除
籍
候
補

の
検
討
指
示
」
が
起
点
と
な
っ
て
い
る
。
本
来

は
、
学
芸
員
が
所
蔵
資
料
の
評
価
・
再
整
理
の

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
館
の
使
命
・
目
的
お
よ

び
そ
の
収
集
方
針
に
照
ら
し
て
適
合
し
な
い
も

の
を
除
籍
候
補
と
し
て
特
定
す
る
。
そ
の
際
、

学
芸
員
は
専
門
的
判
断
と
し
て
候
補
を
特
定
す

る
役
割
を
担
う
が
、
最
終
的
な
除
籍
・
処
分
の

決
定
は
設
置
母
体
が
組
織
と
し
て
判
断
・
決
定

す
る
も
の
で
あ
り
、
学
芸
員
個
人
に
そ
の
責
任

が
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
。
館
長
が
除
籍
を
指
示

す
る
起
点
と
な
る
構
造
は
、
専
門
的
判
断
よ
り

も
収
蔵
庫
管
理
上
の
行
政
的
要
請
が
先
行
し
て

い
る
と
み
ざ
る
を
え
ず
、
学
芸
員
の
専
門
的
自

律
性
を
損
な
う
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

第
四
に
、
除
籍
・
処
分
の
判
断
に
お
い
て
最

も
重
要
な
論
点
へ
の
対
応
が
示
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
重
複
・
類
似
資
料
、
来

歴
・
情
報
が
不
備
の
資
料
、
長
期
に
わ
た
っ
て

利
用
・
参
照
さ
れ
て
い
な
い
資
料
︱︱

こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
収
蔵
庫
問
題
の
現
実
的
な
主
因
と

さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
民
俗
資
料
と
し
て
の
特

性
上
、
安
易
に
除
籍
・
処
分
の
対
象
と
し
て
は

な
ら
な
い
資
料
で
も
あ
る
。
両
方
針
に
は
こ
れ

ら
へ
の
判
断
が
示
さ
れ
お
ら
ず
、
学
芸
員
が
専

門
的
根
拠
を
も
っ
て
、
何
を
基
準
に
し
て
、
ど

の
よ
う
に
判
断
す
る
か
の
拠
り
所
を
欠
い
て
い

る
。

　

第
五
に
、
倫
理
的
配
慮
の
欠
如
で
あ
る
。
民

具
の
多
く
は
「
博
物
館
が
永
く
保
管
す
る
」
と

い
う
地
域
の
人
々
と
の
信
頼
関
係
の
も
と
に
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
永
続
的
な
保
管
と
い

う
社
会
的
契
約
が
存
在
す
る
。
除
籍
に
あ
た
っ

て
寄
贈
者
へ
の
通
知
・
説
明
の
プ
ロ
セ
ス
が
規

定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
こ
の
信
頼
を
一
方

的
に
踏
み
に
じ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
加

え
て
、
廃
棄
の
不
可
逆
性
︱︱

将
来
の
学
術
的

再
評
価
の
可
能
性
を
永
久
に
断
つ
と
い
う
事
実

︱︱

へ
の
認
識
が
両
方
針
に
は
不
十
分
で
あ
る
。

三　

民
具
資
料
を
守
る
た
め
に

―
研
究
者
・
関
係
団
体
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
―

　
「
望
ま
し
い
基
準
」へ
の「
廃
棄
」の
明
記
と
、

奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
の
両
方
針
の
公
表
は
、

民
具
資
料
の
保
護
に
と
っ
て
重
要
な
局
面
を
な

す
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
今
後
文
化
庁
が
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
成
す
る
と
の
情
報
も
あ
る
。仮
に
重
複
・
デ
ー

タ
不
備
・
県
外
資
料
等
が
廃
棄
基
準
と
し
て
盛

り
込
ま
れ
れ
ば
、「
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ

て
」
と
い
う
名
目
で
大
規
模
廃
棄
が
全
国
に
波

及
し
か
ね
な
い
。
民
具
は
全
国
の
公
立
博
物
館

の
収
蔵
庫
に
お
い
て
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め

る
資
料
で
あ
り
、
大
規
模
廃
棄
が
現
実
化
し
た

場
合
の
影
響
は
深
刻
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
民
具
研
究
者
や

そ
の
関
係
者
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
何
か
。

　

第
一
に
、
問
題
の
深
刻
さ
を
共
有
す
る
こ
と

で
あ
る
。「
廃
棄
」
が
告
示
に
明
記
さ
れ
た
と

い
う
事
実
、
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
の
両
方
針
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が
抱
え
る
問
題
、
そ
し
て
今
後
作
成
さ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
行
方
―
―
こ
れ

ら
は
民
具
研
究
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
博
物
館
関

係
者
、
そ
し
て
地
域
の
文
化
や
歴
史
に
関
わ
る

す
べ
て
の
人
が
自
分
事
と
し
て
受
け
止
め
る
べ

き
問
題
で
あ
る
。
専
門
家
だ
け
に
任
せ
て
お
け

ば
よ
い
と
い
う
傍
観
は
、
も
は
や
許
さ
れ
な
い

局
面
に
あ
る
。

　

第
二
に
、
民
具
資
料
の
学
術
的
価
値
を
改
め

て
明
確
に
発
信
す
る
こ
と
で
あ
る
。
収
蔵
庫
問

題
の
文
脈
で
「
廃
棄
し
て
も
よ
い
か
否
か
」
が

論
じ
ら
れ
る
時
、
そ
の
判
断
の
拠
り
所
と
な
る

の
は
民
具
資
料
の
学
術
的
価
値
へ
の
理
解
で
あ

る
。
民
俗
資
料
の
価
値
は
個
々
の
資
料
に
と
ど

ま
ら
ず
資
料
相
互
の
関
係
性
の
中
で
形
成
さ

れ
、
調
査
・
研
究
の
進
展
に
応
じ
て
新
た
な
価

値
が
見
出
さ
れ
る
性
質
を
持
つ
。
廃
棄
の
不
可

逆
性
と
民
具
資
料
の
将
来
的
な
再
評
価
の
可
能

性
に
つ
い
て
、
民
具
研
究
者
や
博
物
館
関
係
者

が
専
門
的
知
見
に
も
と
づ
い
て
行
政
・
設
置
者
・

地
域
社
会
に
向
け
て
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と

が
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
三
に
、
民
具
研
究
者
・
博
物
館
関
係
者
・

地
域
の
人
々
が
問
題
意
識
を
共
有
し
、
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
収
蔵
庫
問
題
と
廃

棄
の
問
題
は
、
歴
史
資
料
・
自
然
史
標
本
・
考

古
資
料
な
ど
資
料
の
種
別
を
超
え
た
す
べ
て
の

博
物
館
に
関
す
る
問
題
で
も
あ
る
。
し
か
し
民

具
は
収
蔵
庫
問
題
の
最
前
線
に
立
つ
資
料
と
し

て
、
こ
の
議
論
を
リ
ー
ド
す
る
立
場
に
あ
る
。

民
具
研
究
者
や
そ
の
関
係
者
が
他
分
野
の
専
門

家
と
連
携
し
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
管
理
の
専
門
的

基
盤
を
議
論
す
る
場
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
、

今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
民
具
関
係
者
の

積
極
的
な
参
画
を
期
待
し
た
い
。

註（
１
）�

金
山
喜
昭・石
川
貴
敏
編　

２
０
２
４『
博

物
館
収
蔵
資
料
の
保
管
と
活
用
に
向
け

た
調
査
研
究
（
公
立
博
物
館
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
）
報
告
書
』（
２
０
２
２
年

度
～
２
０
２
５
年
度
日
本
学
術
振
興
会

科
学
研
究
費
助
成
事
業　

基
盤
研
究

（
Ｃ
） 

２
２
Ｋ
０
１
０
１
９ 

研
究
代
表

者
：
金
山
喜
昭
）

　
　

 �https://shikaku.w
s.hosei.ac.jp/w

p/

w
p-content/uploads/2026/03/ 

202405kaken.pdf

（
２
）
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
管
理
研
究
会

　
　

 �https://note.com
/m

eiji_ishin1868

（
３
）�

金
山
喜
昭
「
博
物
館
機
能
論
の
再
構
築

―
―
持
続
可
能
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
管
理

の
た
め
の
五
機
能
循
環
モ
デ
ル
」『
体
系
・

新
博
物
館
学
Ⅱ 

博
物
館
学
の
機
能
・
方

法
』（
浜
田
弘
明
責
任
編
集
）
雄
山
閣
、

２
０
２
６
年
10
月
刊
行
予
定
。

　
　

 �

本
モ
デ
ル
は
、
鶴
田
総
一
郎
以
来
の
四

機
能
論
（
収
集
・
整
理
保
管
・
調
査
研
究
・

教
育
普
及
）
を
継
承
し
つ
つ
、
除
籍
・

処
分
を
第
五
の
機
能
と
し
て
加
え
、
出

口
を
備
え
た
持
続
可
能
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
管
理
の
理
論
的
枠
組
み
と
し
て
提
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
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コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の

�

民
俗
資
料
の
価
値
付
け
を
巡
っ
て

�

内
田
幸
彦

一　

博
物
館
資
料
の
「
廃
棄
」
を
巡
る
議
論

　

令
和
８
年
３
月
31
日
、
文
化
庁
が
「
博
物
館

の
設
置
及
び
運
営
上
の
望
ま
し
い
基
準
」
を
改

正
す
る
旨
の
告
示
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
令
和

４
年
の
博
物
館
法
改
正
を
受
け
た
も
の
で
、
改

正
法
に
お
い
て
博
物
館
に
、
新
た
に
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
の
整
備
や
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

や
産
業
活
性
化
等
に
か
か
る
新
た
な
役
割
が
加

え
ら
れ
た
こ
と
に
対
応
す
る
見
直
し
や
、
社
会

情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
見
直
し
が
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

基
準
改
定
を
め
ぐ
っ
て
は
、
改
正
前
年
と
な

る
令
和
７
年
末
の
改
正
案
へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
募
集
以
来
、
博
物
館
資
料
の
収
集
と

管
理
に
か
か
る
規
定
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に

「
廃
棄
」
の
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
対

し
、日
本
民
具
学
会
が
反
対
の
声
明
を
発
表
し
、

民
具
や
民
俗
等
に
関
係
す
る
全
国
の
多
く
の
団

体
が
こ
れ
に
賛
同
を
表
明
し
た
こ
と
は
、
記
憶

に
新
し
い
。

　
「
博
物
館
は
、
博
物
館
資
料
の
将
来
的
な
整

備
及
び
発
展
的
な
活
用
に
向
け
、
当
該
博
物
館

に
お
け
る
博
物
館
資
料
の
収
集
及
び
管
理
の
方

針
を
踏
ま
え
、
寄
贈
、
寄
託
、
借
用
、
購
入
等

に
よ
る
博
物
館
資
料
の
充
実
や
、
博
物
館
資
料

の
再
評
価
に
基
づ
く
交
換
、
譲
渡
、
貸
与
、
返

却
、
廃
棄
等
を
含
め
た
博
物
館
資
料
の
管
理
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。」（
基
準
よ
り
抜
粋
）

　
「
廃
棄
」
文
言
導
入
の
背
景
に
は
、
日
本
全

国
の
多
く
の
博
物
館
施
設
に
お
い
て
、
収
蔵
庫

の
容
量
が
不
足
し
て
い
る
現
状
と
、
特
に
多
く

の
地
域
博
物
館
に
お
い
て
、
か
つ
て
身
近
に
存

在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
比
較
的
収
集
が
容
易
で

あ
っ
た
民
俗
資
料
が
、
他
の
分
野
の
資
料
に
比
べ

て
数
多
く
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
収
蔵
容
量
逼
迫

の
原
因
と
し
て
槍
玉
に
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
な
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
の
は
、

た
く
さ
ん
の
民
俗
資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
一

方
で
、
展
示
等
で
活
用
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の

内
の
僅
か
で
あ
る
と
い
う
常
套
句
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
こ
う
し
た
民
俗
資
料
を
巡
る
課
題

に
つ
い
て
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
民
俗
文

化
財
の
価
値
付
け
と
の
関
連
か
ら
こ
れ
ま
で
に

何
度
か
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
〔
内
田 

２
０
１
７
・

２
０
２
２（

１
）〕。

本
稿
で
は
、
昨
今
の
資
料
廃
棄

を
巡
る
動
向
が
、
民
俗
資
料
に
対
し
て
持
つ
意

味
を
考
え
て
み
た
い
。

二　

�

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
民
俗
資
料
の
実�

態
と
そ
の
価
値

文
化
財
と
し
て
の
民
俗
資
料

　

現
在
の
文
化
財
行
政
の
文
脈
で
、
１
点
の
民

俗
資
料
が
単
体
で
文
化
財
指
定
に
値
す
る
も
の

と
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
、
余
程
の
こ
と
が
な
け

れ
ば
、
考
え
に
く
い（

２
）。

　

ほ
と
ん
ど
全
て
の
場
合
に
お
い
て
、
あ
る
民

俗
資
料
は
、
あ
る
地
域
、
あ
る
分
野
の
他
の
多

く
の
民
俗
資
料
と
関
連
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
一

群
が
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
価
値
を
総
合
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的
に
評
価
さ
れ
、
文
化
財
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
埼
玉
県
在
住
の
筆
者
に
と
っ
て
身

近
な
国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
（
以
下 

「
重
民
」）
で
あ
る
、「
北
武
蔵
の
農
具
」（
１
６

４
０
点
）
や
「
行
田
の
足
袋
製
造
用
具
及
び
関

係
資
料
」（
５
４
８
４
点
）
は
、
い
ず
れ
も
北

武
蔵
（
埼
玉
県
全
域
）、
行
田
（
行
田
市
）
と

い
う
地
理
的
に
限
定
さ
れ
た
収
集
・
使
用
地
と
、

農
耕
と
足
袋
製
造
と
い
う
使
用
場
面
（
用
途
）

と
い
う
二
つ
の
基
準
か
ら
二
重
に
限
定
さ
れ

た
、
群
と
し
て
の
資
料
、
す
な
わ
ち
コ
レ
ク 

シ
ョ
ン
で
あ
る
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
は
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

　

と
こ
ろ
で
、
文
化
財
と
し
て
そ
の
価
値
を
評

価
さ
れ
る
民
俗
資
料
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形

作
っ
た
主
体
は
誰
か
、
と
い
う
問
い
へ
の
答
え

は
、
そ
う
単
純
で
は
な
い
。

　

博
物
館
が
所
蔵
す
る
資
料
を
例
に
考
え
る

と
、コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
る
過
程
で
は
、

①
所
有
物
の
中
か
ら
何
を
手
元
に
残
し
、
何
を

寄
贈
す
る
か
を
選
択
・
決
定
す
る
寄
贈
者
、
②

何
を
収
集
し
、
ま
た
そ
れ
を
ど
の
よ
う
な
基
準

で
分
類
・
整
理
し
、
他
か
ら
収
集
し
た
ど
の
よ

う
な
資
料
と
一
括
し
て
保
存
・
管
理
す
る
か
を

選
択
・
決
定
す
る
、
収
集
・
整
理
・
保
存
を
担

う
博
物
館
学
芸
員
、
③
文
化
財
指
定
が
行
わ
れ

る
場
合
に
は
、
収
集
・
整
理
・
保
存
さ
れ
た
資

料
の
中
か
ら
指
定
文
化
財
に
含
め
る
べ
き
も
の

を
一
括
し
た
り
、
取
捨
選
択
し
た
り
、
時
に
は

資
料
の
不
足
を
指
摘
し
て
さ
ら
な
る
収
集
を
求

め
る
文
化
財
行
政
の
担
当
者
や
、
諮
問
機
関
で

審
議
に
携
わ
る
専
門
家
な
ど
、
立
場
の
異
な
る

様
々
な
人
々
が
、
異
な
る
時
期
に
行
っ
た
そ
れ

ぞ
れ
の
判
断
が
幾
重
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
こ
れ
ら
の
判
断
は
、
数
十
年
と
い
う
長

期
間
に
わ
た
っ
て
積
み
重
ね
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
各
地
の
博
物
館
や
資
料
館
等

に
所
在
す
る
文
化
財
指
定
を
受
け
た
民
俗
資
料

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、

そ
の
範
囲
と
点
数
が
確
定
さ
れ
た
、
安
定
的
・

静
態
的
な
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
が
、
そ
こ
に
至
る
道
の
り
は
決
し
て
平
坦
な

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
民
俗
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
多
く
は
、
決
し
て
純
粋
無
垢
な
状
態
で
地

域
に
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
て
い
た
一
切
合
切
で

は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る〔
内
田 

２
０
２
２
〕。

同
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
多
数
の
類
似
資�

料
の
存
在

　

こ
こ
で
も
う
一
つ
注
目
し
て
お
き
た
い
の

は
、
重
民
に
お
け
る
同
種
の
資
料
の
多
数
性
で

あ
る
。

　

筆
者
は
重
民
を
所
蔵
す
る
博
物
館
勤
務
の
経

験
を
持
ち
、
か
つ
県
の
民
俗
文
化
財
行
政
担
当

者
と
し
て
新
た
に
重
民
に
指
定
さ
れ
る
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
整
理・分
類
に
関
わ
っ
た
経
験
も
持
つ
。

　

そ
こ
で
は
、
昨
今
の
民
具
の
廃
棄
や
博
物
館

資
料
の
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
に
関
す
る
議
論
に
お

い
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
、
同
一
種
類

の
資
料
が
多
数
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
数

を
絞
ろ
う
と
す
る
よ
う
な
こ
と
は
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
。

　

例
え
ば
重
民
「
上
尾
の
摘
田
・
畑
作
用
具
」

（
全
７
５
０
点
）
を
例
に
と
る
と
、大
分
類
「
摘

田
用
具
」（
全
４
０
５
点
）
の
内
の
小
分
類
「
耕

起
・
整
地
用
具
」
に
は
、
ウ
ナ
イ
マ
ン
ノ
ウ
が
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30
点
、タ
コ
ス
リ
マ
ン
ガ
が
20
点
、小
分
類
「
選

別
調
整
用
具
」
に
は
マ
ン
ゴ
ク
ト
オ
シ
が
47
点

と
い
っ
た
資
料
構
成
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
同

一
種
類
の
類
似
資
料
が
排
除
さ
れ
な
か
っ
た
結

果
で
あ
り
、
証
拠
で
も
あ
る
。

　

そ
の
他
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
似
た
よ
う
な
状

況
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
あ
え
て
述
べ
て
お
き
た

い
の
は
、
数
多
い
類
似
資
料
の
中
に
は
、
完
形

で
保
存
状
態
が
良
い
資
料
ば
か
り
で
な
く
、
一

部
欠
損
し
て
い
る
な
ど
保
存
状
態
が
決
し
て
良

い
と
は
言
え
な
い
資
料
や
、
用
具
の
使
用
状
況

か
ら
見
る
と
部
品
と
言
え
る
も
の
も
、
排
除
さ

れ
る
こ
と
な
く
、含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
重
民
に
関
し
て
は
、
①
作
ら
れ

た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
価
値
の
評
価
、
②

同
一
地
域
か
ら
収
集
さ
れ
た
多
数
の
類
似
資
料

の
包
含
、③
完
形
資
料
以
外
も
含
ま
れ
る
こ
と
、

と
い
う
三
つ
の
特
徴
が
（
も
ち
ろ
ん
全
て
の
指

定
物
件
に
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う

が
）
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

指
定
と
展
示
公
開
の
ギ
ャ
ッ
プ
と
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
母
体

　

先
に
見
た
よ
う
に
、重
民
を
は
じ
め
と
す
る
、

有
形
民
俗
文
化
財
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
１
件

あ
た
り
の
点
数
が
多
い
こ
と
が
特
徴
の
一
つ
で

あ
る
。

　

近
年
の
国
指
定
物
件
を
見
て
も
、「
志
摩
半

島
の
生
産
用
具
」
は
、
２
８
９
２
点
（
こ
の
他

に「
附
」の
真
珠
養
殖
関
連
資
料
が
１
２
７
点
）、

「
長
崎
の
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
用
具
」
が

２
２
１
８
点
、「
佐
野
の
天
明
鋳
物
生
産
用
具

及
び
製
品
」
が
１
５
５
６
点
と
、
い
ず
れ
も
１

０
０
０
点
を
超
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
民
俗
資
料
は
あ
る
地
域
、
あ

る
分
野
に
関
す
る
用
具
が
体
系
的
・
網
羅
的
に

多
数
収
集
さ
れ
て
こ
そ
、
高
い
価
値
を
持
つ
も

の
と
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
１
０
０
０
点
を
超
え
る
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
場
合
、
大
型
の
収
蔵
展
示
施
設
を
持

つ
ご
く
一
部
の
博
物
館
施
設
以
外
で
は
、
一
度

に
全
点
を
展
示
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
文
化
財

の
価
値
の
全
体
を
展
示
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
が

難
し
い
。
頻
繁
な
展
示
替
え
を
行
う
こ
と
で
、

一
定
期
間
内
に
全
点
の
展
示
を
行
う
こ
と
は
原

理
的
に
は
可
能
だ
が
、
展
示
す
る
側
に
も
、
観

覧
者
側
に
も
負
担
は
大
き
い
。

　

こ
こ
で
さ
ら
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
た
だ
き

た
い
の
は
、
取
捨
選
択
さ
れ
た
結
果
と
し
て
指

定
文
化
財
と
な
っ
た
、
１
０
０
０
点
超
え
は
当

た
り
前
で
あ
る
有
形
民
俗
文
化
財
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
た
め
に
、
そ
の
母
体
と
な

る
民
俗
資
料
が
ど
れ
だ
け
の
点
数
存
在
し
て
い

る
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。

三　

資
料
廃
棄
論
に
お
け
る
民
俗
資
料
の
扱
い

民
俗
資
料
の
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」

　

一
方
、
資
料
の
廃
棄
を
念
頭
に
、
対
象
と
な

る
資
料
を
選
別
す
る
行
為
、
い
わ
ゆ
る
ト
リ

ア
ー
ジ
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
行
わ
れ
る
の

は
、
大
抵
の
場
合
、
形
態
・
用
途
等
の
観
点
か

ら
同
一
種
類
の
資
料
と
判
断
さ
れ
た
、
複
数
の

資
料
の
比
較
に
よ
る
、
廃
棄
資
料
の
選
別
で
あ

る
。

　

所
有
者
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
民
具
廃
棄
の

前
提
と
な
る
資
料
の
ト
リ
ア
ー
ジ
を
請
け
負
っ

た
経
験
の
あ
る
外
立
ま
す
み
氏
に
よ
る
と
、
比
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較
の
基
準
は
、「
モ
ノ
情
報
」
と
し
て
の
劣
化
損

傷
の
進
行
程
度
等
の
資
料
の
状
態
と
、「
コ
ト
情

報
」
と
し
て
の
地
方
名
・
使
用
地
・
所
有
者
・

使
用
方
法
等
の
情
報
が
ど
の
程
度
収
集
さ
れ
て

い
る
か
の
２
点
で
あ
る
と
い
う
〔
外
立 

２
０

２
４
〕。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
特
定
種
類
の
民
具

は
、
何
ら
か
の
文
脈
に
お
い
て
相
互
に
関
連
し

た
資
料
群
の
内
の
１
点
で
は
な
く
、
単
体
で
同

一
種
類
の
民
具
と
の
み
比
較
さ
れ
、
そ
の
価
値

を
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

あ
る
矛
盾

　

し
か
し
、
少
し
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
み
る

と
、
こ
こ
に
は
あ
る
矛
盾
が
あ
る
こ
と
に
気
付

く
。

　

本
来
、他
の
多
く
の
民
具
と
関
連
づ
け
ら
れ
、

ひ
と
ま
と
め
に
さ
れ
た
上
で
そ
の
価
値
を
評
価

さ
れ
る
べ
き
特
定
の
民
具
が
、
そ
う
し
た
過
程

を
経
る
こ
と
な
く
、
単
体
の
ま
ま
で
価
値
を
低

く
評
価
さ
れ
た
結
果
、
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
例
え
る
な
ら
、
団
体
競
技
の
中
で

初
め
て
そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
の
で
き
る

選
手
を
、
団
体
競
技
へ
の
適
性
を
考
慮
せ
ず
、

個
人
と
し
て
の
能
力
だ
け
を
見
て
、
選
手
選
抜

か
ら
排
除
し
て
い
る
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
事
態
の
背
景
に
は
、
対
象
を
横
並

び
に
し
て
個
別
に
評
価
し
、
優
先
順
位
を
付
け

る
、「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
と
い
う
行
為
の
本
質
へ

の
無
理
解
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

平
時
の
博
物
館
資
料
の
ト
リ
ア
ー
ジ
は
適
切
か

　

そ
も
そ
も
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
、
災
害
医
療
や

救
急
医
療
に
お
い
て
、
傷
病
者
の
緊
急
度
や
重

症
度
に
応
じ
た
適
切
な
処
置
や
搬
送
を
行
う
た

め
に
優
先
順
位
を
決
定
す
る
こ
と
で
、
限
ら
れ

た
時
間
の
中
、
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
最
大
限

有
効
活
用
し
よ
う
と
す
る
行
為
で
あ
る
。

　

そ
の
大
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
時
間
と

い
う
リ
ソ
ー
ス
が
限
ら
れ
切
迫
し
た
状
況
で
あ

る
こ
と
と
、
す
べ
て
の
属
性
に
関
わ
ら
ず
、
ト

リ
ア
ー
ジ
の
対
象
で
あ
る
人
間
一
人
一
人
の
命

の
価
値
が
等
し
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　

災
害
時
の
資
料
レ
ス
キ
ュ
ー
と
い
う
状
況
な

ら
と
も
か
く
、
平
時
に
収
蔵
庫
の
容
量
不
足
や

博
物
館
の
人
員
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
ト
リ

ア
ー
ジ
を
行
お
う
と
す
る
こ
と
は
、
本
来
こ
の

言
葉
が
持
つ
、
時
間
的
リ
ソ
ー
ス
に
関
す
る

誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
喚
起
、
す
な
わ
ち
緊
急
事

態
で
あ
る
か
ら
急
い
で
優
先
順
位
を
決
め
、
資

料
廃
棄
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
無

用
な
不
安
を
煽
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

同
時
に
、
文
化
財
の
種
別
や
博
物
館
の
地
域

性
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
使
命
）
の
違
い
に
よ
っ
て
、

あ
る
い
は
、
１
点
ず
つ
だ
け
で
な
く
、
組
や
揃

い
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
等
、
評
価
す
べ
き
単
位
の

違
い
に
よ
っ
て
、
本
来
な
ら
ば
多
様
に
異
な
る

価
値
基
準
が
そ
れ
ぞ
れ
適
用
さ
れ
る
べ
き
博
物

館
資
料
を
、
す
べ
て
一
律
に
、
１
点
ず
つ
横
並

び
に
し
て
比
較
で
き
る
か
の
よ
う
な
誤
解
を
生

む
可
能
性
が
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
、
博
物
館
資
料

に
関
し
て
平
時
に
ト
リ
ア
ー
ジ
の
語
を
用
い
る

こ
と
に
は
反
対
の
立
場
で
あ
る（

３
）。
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四　
�

文
化
庁
に
お
け
る
二
つ
の
方
向
性
と
そ
の�

統
合
の
可
能
性

　

こ
こ
ま
で
論
じ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今

回
の
「
基
準
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
廃
棄
」
の

文
言
を
民
俗
資
料
か
ら
見
た
時
の
問
題
点
を
指

摘
し
て
お
き
た
い
。

文
化
財
指
定
の
文
脈

　

前
述
の
重
民
の
指
定
状
況
か
ら
明
ら
か
な
よ

う
に
、
民
俗
資
料
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
付

け
で
は
、
他
の
多
く
の
資
料
と
一
括
さ
れ
た
上

で
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
価
値
が
評
価
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
規
模
は
、
１
０
０
０
点
を
超

え
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
体
系
性
・
網
羅
性
と
い
う
要
請
に
基
づ
く
。

　

前
述
の
通
り
、
こ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
博
物

館
に
お
い
て
一
度
に
展
示
可
能
な
資
料
点
数
を

遥
か
に
超
え
て
お
り
、
重
民
に
関
し
て
は
、
展

示
公
開
へ
の
活
用
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
、
文
化

財
と
し
て
の
価
値
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

望
ま
し
い
基
準
の
文
脈

　

一
方
、「
博
物
館
資
料
の
再
評
価
に
基
づ
く

交
換
、
譲
渡
、
貸
与
、
返
却
、
廃
棄
等
を
含
め

た
博
物
館
資
料
の
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
す
る
よ
う
努
め
る
」
と
す
る
基
準
は
、
お
そ

ら
く
民
俗
文
化
財
が
指
定
に
至
る
こ
う
し
た
経

緯
を
視
野
に
入
れ
て
い
な
い
。

　

先
述
の
通
り
、
民
俗
資
料
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
、
時
に
は
数
十
年
に
及
ぶ
資
料
収
集
・
整
理

を
通
じ
て
、
作
り
出
さ
れ
る
性
格
を
持
っ
て
い

る
。
１
点
の
民
具
の
ど
の
よ
う
な
属
性
に
注
目

す
る
か
、
他
の
ど
の
よ
う
な
資
料
と
一
緒
に
す

る
か
に
よ
っ
て
、
当
該
の
１
点
が
潜
在
的
に
加

わ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
、
あ
る
意
味
無
限
と
言
え
る
〔
内
田 

２
０
２

２　

91
〜
92
頁
〕。

　

こ
う
し
た
可
能
性
を
考
え
る
な
ら
ば
、
あ
る

一
時
点
の
再
評
価
に
基
づ
い
て
資
料
廃
棄
を
決

定
す
る
こ
と
は
、
限
り
な
く
困
難
で
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

考
え
得
る
一
つ
の
可
能
性

　

こ
こ
ま
で
論
じ
て
き
た
文
化
財
指
定
、
博
物

館
に
お
け
る
展
示
活
用
、
そ
し
て
資
料
廃
棄
を

相
互
に
矛
盾
な
く
進
め
る
た
め
の
一
つ
の
可
能

性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
有
形
民
俗
文
化

財
の
指
定
方
法
を
大
き
く
見
直
す
こ
と
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
指
定
す
る
文
化
財
１
件
あ
た

り
の
点
数
を
、
例
え
ば
１
０
０
点
程
度
ま
で
絞

り
込
む
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

１
件
の
指
定
文
化
財
に
含
ま
れ
る
資
料
点
数

が
１
０
０
点
に
留
ま
る
の
で
あ
れ
ば
、
取
捨
選

択
し
て
指
定
範
囲
を
絞
り
込
む
前
の
母
体
と
な

る
資
料
点
数
も
相
対
的
に
小
さ
く
な
る
だ
ろ

う
。
そ
う
な
れ
ば
、
一
度
に
展
示
公
開
さ
れ
る

資
料
点
数
が
、
指
定
総
点
数
に
占
め
る
割
合
も

増
え
る
し
、
あ
る
程
度
の
展
示
面
積
が
確
保
で

き
れ
ば
、
そ
の
全
点
を
展
示
公
開
す
る
こ
と
も

可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

実
は
、
四
半
世
紀
前
に
文
化
庁
が
刊
行
し
た

『
文
化
財
保
護
法
五
十
年
史
』
に
は
、
有
形
の

民
俗
文
化
財
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
、
次
の
よ

う
な
注
目
す
べ
き
一
文
が
あ
る
〔
文
化
庁　

２

０
０
１ 

３
２
４
頁 

傍
線
は
筆
者
〕。

　
「
有
形
の
民
俗
文
化
財
の
多
く
は
ま
だ
研
究

の
蓄
積
も
少
な
く
、
特
定
地
域
を
対
象
に
体
系

的
に
収
集
さ
れ
て
初
め
て
そ
の
価
値
が
明
ら
か
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に
な
る
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
現
在
は
そ
の

よ
う
な
収
集
品
全
体
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

指
定
す
る
方
法
が
主
と
な
っ
て
い
る
。」

　
「
ま
だ
研
究
の
蓄
積
も
少
な
く
」「
現
在
は
」

と
い
う
文
言
に
注
目
す
る
と
、
体
系
的
な
収
集

品
全
体
を
指
定
す
る
現
在
の
よ
う
な
指
定
方
法

は
、
将
来
、
研
究
の
蓄
積
が
十
分
に
な
さ
れ
た

と
判
断
さ
れ
た
暁
に
は
、
変
更
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

文
化
庁
の
判
断
次
第
で
は
、
今
後
、
新
規
指

定
文
化
財
と
な
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
点
数
削
減

や
、
こ
と
に
よ
る
と
既
に
指
定
さ
れ
て
い
る
文

化
財
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
直
し
、
点
数
を
削

減
す
る
「
追
加
指
定
」
な
ら
ぬ
「
削
減
指
定
解

除
」（
指
定
点
数
の
変
更
）
が
行
わ
れ
る
可
能

性
も
ゼ
ロ
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
な

れ
ば
、
地
方
公
共
団
体
も
こ
れ
に
追
随
す
る
で

あ
ろ
う
。

五　

�

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
新
た
な
指
定
方
法
へ
の�

戸
惑
い

新
し
い
指
定
方
法
の
登
場

　

２
０
２
５
年
３
月
に
新
た
に
重
民
と
な
っ
た

「
長
崎
の
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
用
具
」（
２

２
１
８
点
）
は
、
長
崎
県
内
各
地
の
か
く
れ
キ

リ
シ
タ
ン
の
集
落
で
使
用
さ
れ
て
い
た
信
仰
用

具
を
体
系
的
・
網
羅
的
に
分
類
・
整
理
し
た
資

料
群
で
あ
る（

４
）。

　

あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
、
筆
者
に

と
っ
て
本
件
は
、
こ
れ
ま
で
の
指
定
方
法
の
常

識
を
超
え
た
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　

画
期
的
だ
っ
た
の
は
、
そ
の
所
有
者
の
あ
り

方
で
、
長
崎
県
、
長
崎
市
、
平
戸
市
、
新
上
五

島
町
、宗
教
法
人
カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区
、

宗
教
法
人
お
告
げ
の
マ
リ
ア
修
道
会
と
６
者
に

分
か
れ
て
い
る
。
本
件
は
７
箇
所
に
分
散
し
て

保
管
さ
れ
る
、
６
者
が
所
有
す
る
物
品
を
総
合

し
て
、
そ
の
価
値
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ

る（
５
）。

　

従
来
、
重
民
の
所
有
者
は
単
一
で
あ
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
例
外
は
、
民
俗
芸
能

舞
台
等
、
不
動
産
で
あ
る
指
定
物
件
が
複
数
の

所
有
者
に
共
有
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
複
数
の

町
会
が
保
有
す
る
複
数
の
山
・
鉾
・
屋
台
が
ま

と
め
て
１
件
と
し
て
指
定
さ
れ
る
場
合
な
ど
に

限
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
民
俗

資
料
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
指
定
で
は
、前
例
が
な
い
。

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
る

と
、
本
事
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
は
国
指
定

に
値
し
な
い
規
模
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
、（
言

葉
は
悪
い
が
）
複
数
寄
せ
集
め
て
重
民
と
し
た

と
い
う
点
で
、
画
期
的
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
の
主
体
は
誰
か

　

従
来
の
重
民
指
定
で
は
、コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

所
有
者
（
あ
る
い
は
そ
の
意
を
受
け
た
学
芸
員

等
）
の
意
図
に
基
づ
い
て
収
集
・
整
理
さ
れ
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
体
系
化
さ
れ
た
全
体
で

あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
当
然
、
所
有
者
の
意
思
が

強
く
反
映
さ
れ
て
い
た
。

　

で
は
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
体
系
化
し
た
主

体
は
誰
か
。
６
者
が
協
力
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
所

有
す
る
資
料
を
持
ち
寄
っ
て
、
６
者
の
意
思
に

よ
っ
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
体
を
形
作
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。お
そ
ら
く
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。

　

筆
者
の
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
文
化
財
と

し
て
の
価
値
を
評
価
す
る
側
の
国
（
文
化
庁
）、

　　（15003）11



あ
る
い
は
県
等
の
外
部
機
関
が
、
こ
の
ま
と
ま

り
で
あ
れ
ば
国
指
定
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
と
判

断
し
て
、
６
者
か
ら
合
意
を
取
り
付
け
、
資
料

体
系
化
の
主
体
と
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然

で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
指
定
方
法
が
意
味
す
る
こ
と
は

何
か
。
こ
こ
か
ら
は
思
考
実
験
的
に
考
え
て
み

た
い
。

　

所
有
者
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
の
意
図
と
は

切
り
離
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
複
数
者
が
所
有
す

る
民
俗
資
料
を
組
み
合
わ
せ
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
評
価
・
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
れ
ば
、
極
端
な
話
、
文
化
財
指
定
を
行
お
う

と
す
る
国
や
地
方
公
共
団
体
が
、
全
国
の
、
ま

た
自
治
体
全
域
の
、
様
々
な
博
物
館
や
資
料
館

が
所
蔵
す
る
様
々
な
資
料
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
ど
の
よ
う
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
も
自
在

に
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

民
俗
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
が
進
め

ば
、
Ｐ
Ｃ
を
操
作
し
な
が
ら
、
様
々
な
民
俗
資

料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
を
試
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
所
有
者
か
ら
の
合

意
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
新
た
な
指
定
文
化
財

が
出
来
上
が
る
。
そ
の
所
有
者
は
10
者
か
も
、

あ
る
い
は
１
０
０
者
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
、
有
形
民
俗
文
化
財
に

と
っ
て
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も

デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
で
あ
ろ
う
か
。

所
有
者
に
と
っ
て
持
つ
意
味

　

こ
れ
を
本
稿
の
テ
ー
マ
に
引
き
寄
せ
る
と
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
思
考

実
験
を
続
け
よ
う
。

　

一
方
で
、
も
は
や
個
々
の
所
有
者
は
、
所
有

す
る
資
料
を
自
己
完
結
し
た
体
系
的
な
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
す
べ
く
、
収
集
を
継
続
・
拡
大
す
る

必
要
は
な
く
な
る
。
さ
ら
に
、
資
料
廃
棄
を
進

め
る
過
程
で
、
未
来
に
形
成
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
体
系
的
・
網
羅
的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
重
要
資
料
を
廃
棄
し
て

し
ま
う
危
険
性
は
低
減
さ
れ
る
。
欠
け
た
部
分

は
他
の
所
有
者
に
補
っ
て
も
ら
え
ば
済
む
か
ら

だ
。
論
理
的
可
能
性
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事

態
は
、「
基
準
」
の
「
再
評
価
に
基
づ
く
交
換
、

譲
渡
、
貸
与
、
返
却
、
廃
棄
等
」
を
後
押
し
し
、

収
蔵
庫
容
量
の
逼
迫
問
題
を
解
決
に
向
か
わ
せ

る
可
能
性
が
あ
る
。

　

他
方
で
、
各
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
た
体
系
化

さ
れ
て
い
な
い
断
片
的
な
民
俗
資
料
や
、
情
報

が
少
な
く
ど
ん
な
も
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
資

料
の
取
り
扱
い
に
は
、
よ
り
慎
重
さ
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
寄
せ
集
め

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
、
も
し
か
し
た
ら

そ
の
１
点
が
体
系
化
に
欠
か
せ
な
い
「
欠
け
た

ピ
ー
ス
」
で
あ
る
可
能
性
が
な
い
と
は
言
い
切

れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

六　

今
、
何
を
す
べ
き
か

　

こ
う
し
た
不
透
明
な
状
況
の
中
、
我
々
は
何

を
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
我
な
が
ら
進
歩
が
な
く

恐
縮
で
あ
る
が
、
10
年
前
と
同
じ
主
張
を
繰
り

返
し
て
お
き
た
い
。

　

そ
れ
は
、
各
博
物
館
・
資
料
館
は
所
蔵
す
る

民
俗
資
料
の
整
理
作
業
を
進
め
、目
録
化
、デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
、
こ
れ
を
積
極
的
に
公
開

す
べ
き
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

目
録
や
実
測
図
、
写
真
な
ど
の
民
俗
資
料
に
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関
す
る
デ
ー
タ
が
広
く
共
有
さ
れ
る
こ
と
で
、

各
所
有
者
は
、
自
ら
の
所
有
す
る
民
俗
資
料
の

位
置
付
け
や
価
値
を
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
結
果
、
複
数
の
所
有
者
が
協
力
・
役
割

分
担
し
て
主
体
的
に
一
つ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

形
成
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。

　

文
化
庁
等
、
文
化
財
の
指
定
主
体
に
よ
る
上

か
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
で
は
な
く
、
下
か

ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
が
一
所
有
者
を
超
え

て
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
民
俗
資
料
の
未
来
を
切

り
拓
き
つ
つ
、
現
在
の
収
蔵
庫
問
題
を
解
決
す

る
一
つ
の
可
能
性
と
な
る
か
も
し
れ
な
い（

６
）。

註（
１
）�

筆
者
は
こ
の
問
題
を
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
の
民
俗
文
化
財
は
、
こ
の
世
に
実

在
す
る
有
限
個
数
の
モ
ノ
で
あ
り
な
が

ら
、
そ
の
全
体
に
一
度
に
ア
ク
セ
ス
す
る

こ
と
は
、
所
蔵
施
設
関
係
者
以
外
に
は

ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
、
ア
ポ
リ

ア
」
と
捉
え
、
資
料
へ
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
を
高
め
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
の

必
要
性
を
訴
え
た
〔
内
田 

２
０
１
７
〕。

（
２
）�

例
え
ば
２
２
９
件
の
国
指
定
重
要
有
形

民
俗
文
化
財
の
中
で
、
単
体
で
指
定
さ

れ
て
い
る
も
の
は
、
芸
能
舞
台
や
富
士

塚
等
の
不
動
産
の
他
に
は
、
丸
木
舟
く

ら
い
し
か
な
い
。

（
３
）�

博
物
館
資
料
に
関
し
て
ト
リ
ア
ー
ジ
と

い
う
用
語
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
、

ど
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、〔
内
田 

２
０

２
６
〕
で
詳
し
く
検
討
し
た
。

（
４
）�

本
件
は
、
長
崎
県
で
は
初
め
て
の
重
要

有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
で
あ
る
。

（
５
）�
本
件
に
つ
い
て
は
、
単
一
の
管
理
団
体

や
管
理
責
任
者
も
存
在
し
な
い
。

（
６
）�

こ
の
よ
う
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
の
方
法

は
、
従
来
か
ら
提
案
の
あ
る
、
近
隣
の

複
数
の
地
域
博
物
館
が
収
集
分
野
を
分

担
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
あ
る
民

具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
よ
う
と
す
る

手
法
と
は
ま
た
別
の
、
複
数
の
博
物
館

が
互
い
の
資
料
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ

と
に
よ
る
連
携
の
可
能
性
の
一
つ
で
あ
る
。
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０
１
７
「
民
俗
文
化
財
と
博
物

館
、
民
具
研
究
―
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ど
う
活

か
す
か
」『
民
具
研
究
』
１
５
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０
２
２
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歴
史
と
民

俗
の
博
物
館
紀
要
』
20　

埼
玉
県
立
歴
史
と

民
俗
の
博
物
館

外�

立
ま
す
み　

２
０
２
４
「
民
具
の
調
査
と
収

集
―
今
お
か
れ
て
い
る
現
状
」『
民
具
を
継

承
す
る
―
安
易
な
廃
棄
を
防
ぐ
た
め
に
』
第

18
回
無
形
民
俗
文
化
財
研
究
協
議
会
報
告
書

東
京
文
化
財
研
究
所
無
形
文
化
遺
産
部

文�

化
庁　

２
０
０
１
『
文
化
財
保
護
法
五
十
年

史
』　

ぎ
ょ
う
せ
い

　　（15005）13



ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
民
具
を
守
る

　

―
宮
城
民
俗
コ
モ
ン
ズ
の
取
り
組
み
―

�

小
林
直
輝

�

今
井
雅
之

�
（
東
北
歴
史
博
物
館
）

は
じ
め
に

　

民
具
を
守
る
―
こ
の
こ
と
が
民
具
を
所
蔵
す

る
自
治
体
や
博
物
館
施
設
等
（
以
下
、
自
治
体

等
）
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

宮
城
県
で
は
、
民
具
の
保
存
・
活
用
の
た
め
、

各
自
治
体
等
の
民
俗
専
門
職
員
を
中
核
に
、
宮

城
県
民
俗
担
当
職
員
協
議
会
、
通
称
「
宮
城
民

俗
コ
モ
ン
ズ
」
を
組
織
し
、
諸
課
題
の
解
決
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
稿
は
、
宮
城
民

俗
コ
モ
ン
ズ
事
務
局
の
立
場
か
ら
、
令
和
６
年

度
の
取
り
組
み
を
中
心
に
紹
介
す
る
も
の
で
あ

る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
民
具
を
守
る
取
り
組
み

の
具
体
と
可
能
性
を
、
わ
ず
か
で
も
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。

宮
城
県
に
お
け
る
民
具
を
取
り
巻
く
課
題

　
「
民
具
に
は
価
値
が
あ
り
、
守
ら
れ
る
べ
き

で
あ
る
」。
こ
の
こ
と
は
、
民
具
研
究
者
や
民

具
を
所
蔵
す
る
自
治
体
・
博
物
館
施
設
の
職
員

等
に
と
っ
て
、
半
ば
自
明
の
も
の
と
し
て
受
け

止
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
必
ず
し
も
社
会

の
共
通
認
識
で
は
な
く
、
現
に
収
蔵
さ
れ
た
民

具
の
廃
棄
が
現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て
持
ち
上

が
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
民
具
は
現
代
社
会

に
お
い
て
、
ま
た
未
来
の
社
会
に
お
い
て
も
価

値
を
有
し
、
守
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い

う
主
張
が
、
市
民
か
ら
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い

こ
と
に
は
、
声
高
に
保
存
を
叫
ん
で
も
徒
労
に

終
わ
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。「
民
具
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
民
具
の
価
値
を
広
く

社
会
と
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
」。
こ
の
考
え

方
が
、
宮
城
民
俗
コ
モ
ン
ズ
の
発
足
か
ら
、
個

別
の
取
り
組
み
に
至
る
ま
で
の
根
底
を
な
し
て

い
る（

１
）。

　

し
か
し
、
宮
城
県
内
の
自
治
体
等
が
所
蔵
す

る
民
具
に
つ
い
て
は
、価
値
の
発
信
は
お
ろ
か
、

価
値
の
発
見
自
体
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い

現
状
が
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
膨
大

な
量
の
民
具
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ

ら
の
価
値
を
見
出
す
た
め
の
人
手
や
知
識
が
不

足
し
て
い
る
」
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

令
和
元
年
度
に
宮
城
県
文
化
財
課
が
県
内
各

自
治
体
を
対
象
に
お
こ
な
っ
た
調
査
か
ら
、
宮

城
県
に
は
１
０
０
近
い
収
蔵
施
設
に
21
万
点
以

上
の
民
具
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
膨
大
な
量
の
民
具
が
所
在
す
る
一

方
で
、民
俗
専
門
職
員
を
擁
す
る
自
治
体
等
は
、

県
内
35
市
町
村
の
う
ち
９
市
町
に
限
ら
れ
て
い

る
。
民
具
を
所
蔵
し
て
い
る
も
の
の
、
専
門
的

な
知
見
か
ら
そ
の
価
値
づ
け
を
十
分
で
き
る
職

員
が
い
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。加
え
て
、

民
俗
を
専
門
と
す
る
職
員
で
あ
っ
て
も
、
当
然

民
俗
に
関
す
る
業
務
に
の
み
従
事
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
民
具
の
整
理
・
調
査
研
究
を
お

こ
な
う
時
間
が
十
分
確
保
さ
れ
て
い
る
と
は
限

ら
な
い
。

　

加
え
て
、民
俗
専
門
職
員
で
あ
っ
て
も
、個
々

人
の
専
門
性
は
様
々
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

（15006）　　14



あ
ら
ゆ
る
時
代
、
あ
ら
ゆ
る
用
途
の
民
具
に
つ

い
て
、
一
人
の
職
員
が
専
門
的
な
知
見
か
ら
価

値
づ
け
す
る
こ
と
は
現
実
的
に
困
難
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
民
具
の
価
値
を
見
出
し
、
ま

た
発
信
す
る
た
め
の
人
手
と
知
識
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

宮
城
民
俗
コ
モ
ン
ズ
の
立
ち
上
げ

　

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
策

と
し
て
、
民
具
に
関
す
る
情
報
や
、
民
俗
担
当

職
員
の
知
識
を
共
有
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
職
員
同
士
が
互
い
の
知
見
を
補
い
合
う
こ

と
で
、
各
自
治
体
等
が
所
蔵
す
る
民
具
の
情
報

を
充
実
さ
せ
、
価
値
の
発
見
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
他
の
自

治
体
等
が
所
蔵
す
る
民
具
と
比
較
す
る
こ
と

で
、
自
身
が
所
属
す
る
自
治
体
等
の
民
具
の
価

値
を
再
発
見
す
る
こ
と
や
、
広
域
な
比
較
研
究

が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な

期
待
の
も
と
に
生
ま
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織

が
、宮
城
県
民
俗
担
当
職
員
協
議
会
、通
称
「
宮

城
民
俗
コ
モ
ン
ズ
」
で
あ
る
。

図
１　

宮
城
民
俗
コ
モ
ン
ズ
組
織
図
（
令
和
６
年
度
）

　　（15007）15



　

宮
城
民
俗
コ
モ
ン
ズ
は
、
令
和
５
年
度
に
県

内
の
民
俗
専
門
職
員
に
参
画
を
打
診
し
、
令
和

６
年
度
に
発
足
し
た
。
設
置
要
綱
に
お
い
て
、

「
宮
城
県
内
に
存
す
る
民
俗
資
料
に
つ
い
て
、

所
属
の
枠
を
超
え
て
調
査
研
究
す
る
こ
と
で
新

た
な
価
値
を
発
見
し
、
そ
の
成
果
を
広
く
社
会

に
還
元
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
謳
っ
て
い
る
よ

う
に
、
民
具
の
価
値
を
社
会
に
発
信
す
る
こ
と

を
組
織
理
念
の
根
幹
に
据
え
て
い
る
。

　

組
織
に
つ
い
て
は
【
図
１
】
の
通
り
で
あ
る

が
、
宮
城
民
俗
コ
モ
ン
ズ
の
事
業
の
中
核
を
な

す
の
は
、「
実
務
担
当
者
」、
す
な
わ
ち
各
自
治

体
等
の
民
俗
専
門
職
員
で
あ
る
。
事
務
局
は
東

北
歴
史
博
物
館
に
置
き
、
事
業
実
施
に
必
要
な

事
務
を
担
う
。
ま
た
、
宮
城
県
の
民
俗
に
造
詣

の
深
い
学
識
経
験
者
が
顧
問
を
務
め
、
協
議
会

の
活
動
に
対
す
る
指
導
助
言
を
お
こ
な
う（

２
）。

　

令
和
６
年
度
、
宮
城
民
俗
コ
モ
ン
ズ
は
構
成

員
を
、
民
俗
専
門
職
員
を
擁
す
る
13
組
織
に
限

定
し
て
発
足
し
た
。
活
動
を
軌
道
に
乗
せ
た
う

え
で
、
民
俗
専
門
職
員
不
在
の
自
治
体
等
を
巻

き
込
み
な
が
ら
事
業
規
模
を
拡
大
す
る
こ
と
を

企
図
し
た
た
め
で
あ
る
。

デ�

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ「
宮
城
の
民
具
」の
構
築

　

―
令
和
６
年
度
の
取
り
組
み
―

　

宮
城
民
俗
コ
モ
ン
ズ
の
基
本
的
な
活
動
は
、

年
１
回
の
協
議
会
会
議
と
、
年
２
、３
回
の
共

同
調
査
会
で
あ
る
。
協
議
会
会
議
で
は
委
員
を

招
集
し
、
会
の
方
向
性
や
事
業
内
容
に
つ
い
て

協
議
す
る
。
共
同
調
査
会
は
、
加
入
組
織
が
持

ち
回
り
で
ホ
ス
ト
と
な
り
、
所
蔵
民
具
の
実
見

や
、
展
示
の
観
覧
を
踏
ま
え
て
、
情
報
交
換
を

お
こ
な
う
【
写
真
１
】。
共
同
調
査
会
で
民
具

を
実
見
し
、
意
見
交
換
す
る
こ
と
で
、
民
具
に

関
す
る
情
報
や
、
各
職
員
の
専
門
的
な
知
見
が

共
有
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
対
面
で
の
会

議
、
調
査
会
に
加
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
民

俗
担
当
職
員
同
士
の
日
常
的
な
情
報
交
換
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
基
本
的
な
活
動
に
加
え
、
令
和
６

年
度
に
は
文
化
庁
国
庫
補
助
金Innovate 

M
U

SEU
M

事
業
に
、「
博
物
館
を
中
心
と
し

た
広
域
連
携
に
基
づ
く
民
俗
資
料
の
魅
力
発
信

事
業
」
と
し
て
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
り
充

写
真
１　

共
同
調
査
会
収
蔵
民
具
実
見

（15008）　　16



実
し
た
取
り
組
み
が
可
能
と
な
っ
た
。
特
に
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
雇
用
が
取
り
組
み
を
充

実
さ
せ
た
。
宮
城
県
が
雇
用
し
た
会
計
年
度
任

用
職
員
を
自
治
体
等
に
派
遣
、
収
蔵
民
具
の
整

理
や
写
真
撮
影
等
を
担
当
し
て
も
ら
っ
た
。
こ

の
職
員
派
遣
に
よ
り
、
民
具
の
価
値
発
信
に
か

か
る
課
題
で
あ
っ
た
人
手
不
足
を
一
定
程
度
解

消
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

令
和
６
年
度
の
国
庫
補
助
事
業
の
中
心
と

な
っ
た
の
が
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
宮
城

の
民
具
」
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
の
ね
ら
い
は
、
民

具
の
画
像
と
基
礎
情
報
の
集
積
で
あ
っ
た
。
宮

城
県
内
の
民
具
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
に
、

ま
ず
は
ど
の
自
治
体
や
博
物
館
施
設
等
に
、
ど

の
よ
う
な
民
具
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ

れ
を
組
織
の
枠
を
超
え
て
縦
覧
す
る
た
め
の
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
が
求
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に

ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
さ
れ
る
こ
と
で
、
民
具
の
画

像
と
基
礎
情
報
は
、
県
内
の
民
俗
担
当
職
員
に

限
ら
ず
、
全
国
の
民
具
研
究
者
や
民
具
に
関
心

を
持
つ
一
般
市
民
に
開
か
れ
る
。
実
物
を
熟
覧

す
る
こ
と
で
し
か
得
ら
れ
な
い
情
報
は
数
多
く

あ
る
が
、
一
覧
性
と
公
共
性
の
観
点
か
ら
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

本
ア
ー
カ
イ
ブ
を
構
築
す
る
に
あ
た
り
、
民

具
研
究
の
素
材
と
な
り
う
る
質
の
高
い
写
真

を
、
で
き
る
だ
け
多
く
撮
影
す
る
こ
と
が
課
題

で
あ
っ
た
。
課
題
解
決
に
向
け
、
撮
影
主
体
の

異
な
る
二
つ
の
方
法
で
撮
影
を
お
こ
な
っ
た
。

一
つ
が
プ
ロ
の
撮
影
業
者
が
県
内
各
地
の
自
治

体
等
を
巡
回
し
て
お
こ
な
う
撮
影
で
あ
る
。
１

箇
所
あ
た
り
の
撮
影
点
数
は
多
く
な
い
も
の

の
、
質
が
高
く
、
同
型
の
民
具
を
撮
影
す
る
う

え
で
の
「
お
手
本
」
と
な
る
よ
う
な
写
真
が
蓄

積
さ
れ
た
。

　

撮
影
方
法
の
二
つ
目
が
、
宮
城
県
か
ら
派
遣

し
た
会
計
年
度
任
用
職
員
に
よ
る
撮
影
で
あ

る
。
業
者
の
撮
影
を
お
手
本
と
し
な
が
ら
撮
影

枚
数
を
積
み
重
ね
た
。
た
だ
当
然
、
プ
ロ
の
撮

影
業
者
に
よ
る
撮
影
を
そ
の
ま
ま
真
似
す
る
こ

と
は
到
底
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
業
者
に
よ
る

撮
影
方
法
を
概
念
図
化
し
た
「
撮
影
基
準
表
」

を
資
料
ご
と
に
作
成
し
た
。
こ
れ
は
、
写
場
を

俯
瞰
し
た
時
、
資
料
を
中
心
と
し
た
各
撮
影
機

材
の
位
置
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
撮
影
基

準
表
に
よ
り
、
例
え
ば
風
呂
鍬
を
撮
影
す
る
際

の
、
風
呂
鍬
の
向
き
、
カ
メ
ラ
の
画
角
、
ラ
イ

ト
の
当
て
方
、
レ
フ
板
の
置
き
方
な
ど
を
、
誰

が
、
ど
こ
で
撮
影
す
る
場
合
で
も
再
現
可
能
と

し
た
【
図
２
】。
加
え
て
、
カ
メ
ラ
や
ラ
イ
ト
、

背
景
紙
な
ど
の
撮
影
機
材
は
同
一
の
も
の
を
使

用
し
た
。
こ
れ
ら
の
工
夫
に
よ
り
、
高
度
な
撮

影
技
術
を
習
熟
し
て
い
な
い
職
員
で
も
、
質
の

高
い
写
真
を
数
多
く
撮
影
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
、
質
と
量
を
両
立
さ
せ
る
方

法
の
採
用
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
末
ま
で
に
県

内
13
の
自
治
体
等
の
民
具
１
０
６
７
件
に
つ
い

て
、
３
５
０
０
カ
ッ
ト
以
上
の
写
真
を
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
宮
城
の
民
具
」
上
で
公
開
す

る
こ
と
が
で
き
た
【
図
３
】。

　

本
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
、
自

治
体
検
索
、
所
蔵
検
索
、
用
途
分
類
（
文
化
庁

分
類
）
検
索
に
加
え
、
形
態
分
類
検
索
と
機
能
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分
類
検
索
を
追
加
し
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ

れ
ら
は
民
具
の
名
称
や
、
民
具
の
背
後
に
あ
る

生
活
で
は
な
く
、モ
ノ
そ
の
も
の
が
も
つ
形
や
、

モ
ノ
そ
の
も
の
が
生
み
出
す
は
た
ら
き
に
着
目

し
た
分
類
方
法
で
あ
る（

３
）。

　

自
治
体
等
の
収
蔵
庫
に
は
、
名
称
も
用
途
も

不
明
の
資
料
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
価
値
を
発
見
し
て

ゆ
く
た
め
に
も
、
モ
ノ
そ
の
も
の
へ
着
目
し
た

分
類
は
今
後
さ
ら
に
重
要
性
を
増
し
て
く
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
加
え
て
利
用
者
目
線
に
立
て

ば
、
蔵
か
ら
出
て
き
た
謎
の
古
道
具
を
自
分
自

身
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
ア
ー
カ
イ
ブ
利
用
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る

こ
と
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

　

続
い
て
、
数
あ
る
民
具
の
中
か
ら
、
撮
影
す

る
民
具
を
ど
の
よ
う
に
選
定
し
た
の
か
、
そ
の

方
針
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
に
先
立
っ
て
、
民
俗
専
門
職

員
間
で
協
議
し
、
次
の
よ
う
な
選
定
方
針
を
設

け
た
。
①
当
該
自
治
体
の
特
徴
を
表
す
民
具
、

②
県
内
統
一
的
に
比
較
検
討
す
べ
き
民
具
、
そ

図２　撮影基準表と撮影された風呂鍬

図３　「宮城の民具」トップページ
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し
て
③
民
俗
専
門
職
員
の
専
門
性
が
活
か
せ
る

民
具
で
あ
る
。
特
に
③
に
つ
い
て
は
、
各
民
俗

専
門
職
員
の
研
究
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
民
具
が

何
で
あ
る
か
、
事
前
に
共
有
し
、
当
該
民
具
の

撮
影
を
優
先
的
に
進
め
る
こ
と
で
、
調
査
研
究

の
対
象
と
な
る
民
具
の
写
真
と
基
礎
情
報
を
多

数
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。加
え
て
、

撮
影
基
準
を
設
け
て
お
く
こ
と
で
、
同
一
の
ア

ン
グ
ル
で
撮
影
さ
れ
た
質
の
高
い
写
真
が
蓄
積

さ
れ
、
比
較
研
究
の
素
材
と
な
っ
た
。

　

本
ア
ー
カ
イ
ブ
を
端
緒
と
す
る
比
較
研
究
の

可
能
性
に
つ
い
て
、「
カ
テ
キ
リ
」
を
例
に
紹

介
し
た
い
。
カ
テ
キ
リ
は
東
北
地
方
を
中
心
に

分
布
す
る
大
根
細
断
器
具
で
あ
る
が
、
管
見
の

限
り
広
域
的
な
比
較
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
構
造
上
、
ハ
ン
ド
ル
を
持
ち
上
げ
た

状
態
で
撮
影
・
記
録
し
な
い
限
り
、
肝
心
の
歯

の
部
分
が
隠
れ
て
し
ま
い
、
作
用
部
の
詳
細
が

わ
か
ら
な
い
民
具
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
特
徴
を
踏
ま
え
、
本
事
業
で
は
、

同
一
ア
ン
グ
ル
か
つ
刃
の
様
子
が
わ
か
る
状
態

で
撮
影
す
る
基
準
を
設
け
た
。
県
内
６
自
治
体

図４　カテキリ比較

　　（15011）19



等
で
撮
影
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
カ
テ
キ
リ
は
、
一

見
し
た
だ
け
で
も
違
い
が
あ
る
こ
と
は
明
白
で

あ
る
【
図
４
】。
当
然
民
具
研
究
と
し
て
は
何

か
を
言
え
る
段
階
に
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
写

真
を
比
較
す
る
だ
け
で
も
、
以
下
の
よ
う
な
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。

・
賽
の
目
切
り
用
（
①
④
⑤
⑥
）
と
千
切
り
用

（
②
③
）
が
あ
る
。

・
板
状
の
歯（
①
②
④
⑤
⑥
）と
釘
状
の
歯（
③
）

が
あ
り
、
歯
の
間
隔
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。

・
ハ
ン
ド
ル
の
先
端
が
細
く
な
っ
て
い
る
も
の

（
①
⑤
⑥
）と
平
行
な
も
の（
②
③
④
）が
あ
る
。

・
製
造
地
や
商
標
を
示
す
焼
印
（
①
⑥
）
や
刻

印
（
⑤
）
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
違
い
に
対
す
る
気
づ
き
が
、
実
物

を
熟
覧
す
る
際
の
動
機
と
視
点
を
与
え
、
ひ
い

て
は
食
生
活
の
差
異
や
民
具
の
流
通
を
解
明
す

る
こ
と
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。

　

な
お
、
本
ア
ー
カ
イ
ブ
上
で
公
開
し
た
写
真

は
、
公
共
性
と
利
用
促
進
の
観
点
か
ら
、
す
べ

て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン
ズ
・
ラ
イ
セ
ン

ス
（
Ｃ
Ｃ
ラ
イ
セ
ン
ス
）
を
付
与
し
て
い
る
。

な
お
か
つ
、
大
半
の
画
像
に
つ
い
て
は
最
も
自

由
度
の
高
い
Ｃ
Ｃ
０
（
い
か
な
る
権
利
も
保
有

し
な
い
）
で
公
開
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｃ
０
で
公
開

す
る
こ
と
に
よ
り
、
著
作
権
表
示
は
不
要
、
改

変
可
能
、
商
用
・
非
商
用
を
問
わ
ず
二
次
利
用

が
可
能
と
な
る（

４
）。

自
由
度
の
高
い
二
次
利
用
条

件
で
公
開
す
る
こ
と
の
目
的
は
、
民
具
研
究
者

等
に
よ
る
研
究
利
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
だ
け

で
は
な
い
。
研
究
的
な
観
点
、
文
化
財
的
な
観

点
か
ら
離
れ
た
、
い
わ
ば
我
々
が
想
定
し
な
い

新
た
な
価
値
づ
け
を
し
た
う
え
で
第
三
者
が
発

信
す
る
可
能
性
を
内
包
さ
せ
る
こ
と
も
大
き
な

目
的
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
民
具
の
写
真
は
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
以
外
の
形
で
も
公
開
し
た
。
そ
れ
が
「
宮

城
の
民
具
」
の
パ
ネ
ル
展
で
あ
る
。
撮
影
し
た

民
具
の
写
真
を
Ｂ
２
サ
イ
ズ
の
パ
ネ
ル
に
し
て

県
内
各
地
で
展
示
し
た
【
写
真
２
】。
細
部
に

迫
る
こ
と
が
で
き
る
、
高
精
細
で
質
の
高
い
民

具
の
写
真
は
、
そ
れ
自
体
で
民
具
の
魅
力
を
発

信
す
る
素
材
と
な
り
う
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が

で
き
た
と
言
え
よ
う
。

写
真
２　

パ
ネ
ル
展
実
施
風
景
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成
果
の
還
元

　

―
令
和
７
年
度
の
取
り
組
み
―

　

令
和
６
年
度
の
宮
城
民
俗
コ
モ
ン
ズ
は
、
国

庫
補
助
の
後
押
し
も
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
構
築
を
は
じ
め
と
し
た
事
業
に
取
り
組

み
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

次
な
る
課
題
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
成
果

を
部
分
的
に
で
あ
れ
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
伝
え
き
れ

な
い
民
具
の
魅
力
を
、
実
物
を
通
し
て
発
信
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

　

上
記
の
課
題
を
念
頭
に
令
和
７
年
度
に
開
催

し
た
の
が
「
宮
城
に
生
き
る
民
俗
」
展
で
あ
る
。

宮
城
民
俗
コ
モ
ン
ズ
に
加
入
す
る
７
組
織
で
、

「
宮
城
に
生
き
る
民
俗
」
を
主
題
と
し
た
特
別

展
・
企
画
展
を
同
時
期
開
催
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た（

５
）。

令
和
６
年
度
の
成
果
は
各
組
織
の

展
示
の
随
所
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
東
北

歴
史
博
物
館
で
実
施
し
た
「
宮
城
に
生
き
る
民

俗　

暮
ら
し
を
伝
え
る
モ
ノ
語
り
」
を
例
に
、

成
果
還
元
の
過
程
を
取
り
上
げ
た
い
。

　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
成
果
還
元
と
し
て

は
、
展
示
室
内
の
空
間
を
仕
切
る
バ
ナ
ー
に
、

撮
影
し
た
写
真
を
多
用
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
一
例
と
し
て
、
展
示
を
区
切
る
大
型
の
バ

ナ
ー
に
は
、
東
北
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
カ

マ
神
と
、
八
つ
の
市
町
が
所
蔵
す
る
カ
マ
神
を

そ
れ
ぞ
れ
レ
イ
ア
ウ
ト
し
、
構
成
の
区
切
り
を

象
徴
的
に
示
し
た
【
写
真
３
】。
特
に
、
八
つ

の
カ
マ
神
を
配
置
し
た
バ
ナ
ー
が
デ
ザ
イ
ン
上

成
立
し
て
い
る
の
は
、
同
様
の
条
件
で
撮
影
し

た
均
質
な
写
真
で
あ
る
こ
と
が
要
因
と
し
て
挙

げ
ら
れ
よ
う
。

　

展
示
資
料
に
も
、
取
り
組
み
の
成
果
が
反
映

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
栗
原
市
教
育

委
員
会
が
所
蔵
す
る
民
具
の
出
陳
が
挙
げ
ら
れ

る
。
宮
城
民
俗
コ
モ
ン
ズ
で
は
、
令
和
６
年
７

月
に
、
栗
原
市
の
旧
富
野
小
学
校
で
共
同
調
査

会
を
実
施
し
、
収
蔵
さ
れ
て
い
る
民
具
を
実
見

し
た
。
参
加
し
た
民
俗
担
当
職
員
や
顧
問
の
所

感
と
し
て
、
大
型
の
農
具
の
収
蔵
数
が
多
い
こ

と
、
淡
水
漁
撈
用
具
に
も
地
域
的
な
特
徴
が
見

ら
れ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
所

感
は
、
栗
原
市
教
育
委
員
会
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
に
向
け
た
民
具
の
整
理
、

撮
影
資
料
選
定
の
指
針
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

整
理
、
撮
影
さ
れ
た
民
具
の
う
ち
、
大
型
の
農

具
で
あ
る
畜
力
除
草
機
、
淡
水
漁
撈
用
具
で
あ

る
「
ぶ
っ
た
い
」
が
、
栗
原
市
の
地
域
性
を
表

す
資
料
と
し
て
特
別
展
に
出
陳
さ
れ
た
【
写
真

写
真
３　

特
別
展
示
室
内
バ
ナ
ー
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４
】。
加
え
て
、
栗
原
市
教
育
委
員
会
で
撮
影

さ
れ
た
田
植
用
具
の
写
真
が
、
参
考
資
料
と
し

て
バ
ナ
ー
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

共
同
調
査
会
か
ら
特
別
展
出
陳
に
至
る
一
連

の
流
れ
は
、
民
俗
担
当
職
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
民
具
の
価
値
を
再
発
見
し
、
そ
の
価

値
を
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
や
実
物
資
料
の
展

示
を
通
し
て
発
信
す
る
と
い
う
、
宮
城
民
俗
コ

モ
ン
ズ
が
目
指
す
形
の
一
事
例
で
あ
っ
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
民
具
を
守
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
宮
城
民
俗
コ
モ
ン
ズ
の
例
を

紹
介
し
て
き
た
。
繰
り
返
し
に
は
な
る
が
、
宮

城
民
俗
コ
モ
ン
ズ
は
、「
民
具
を
守
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
ま
ず
民
具
の
価
値
を
広
く
社
会
と

共
有
す
る
必
要
が
あ
る
」
こ
と
を
前
提
に
、
諸

課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

最
後
に
、
宮
城
民
俗
コ
モ
ン
ズ
の
課
題
を
、

価
値
の
発
見
、
発
信
の
両
面
か
ら
取
り
上
げ
た

い
。
発
見
に
向
け
た
課
題
と
し
て
は
、
ア
ー
カ

イ
ブ
さ
れ
た
民
具
の
写
真
や
基
礎
情
報
を
素
材

と
し
た
、
比
較
研
究
の
展
開
や
、
学
校
教
育
向

け
の
学
習
教
材
へ
の
展
開
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
発
信
に
向
け
た
課
題
と
し
て
、

発
見
し
た
価
値
を
よ
り
効
果
的
に
社
会
へ
還
元

す
る
た
め
の
場
の
設
定
、
他
機
関
と
の
連
携
が

挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

そ
し
て
、
価
値
の
発
見
、
発
信
を
お
こ
な
う

主
体
に
つ
い
て
も
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
民
俗
専
門
職
員
不
在
の
自
治
体
等
を

巻
き
込
ん
だ
事
業
の
実
施
で
あ
る
。
宮
城
民
俗

コ
モ
ン
ズ
は
、
ま
ず
は
民
俗
専
門
職
員
を
擁
す

る
自
治
体
等
に
限
定
し
て
発
足
し
た
。し
か
し
、

真
に
価
値
の
発
見
と
発
信
を
待
つ
民
具
た
ち
が

眠
っ
て
い
る
の
は
、
民
俗
専
門
職
員
不
在
の
自

治
体
等
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
自
治
体
等
と
と
も
に
お
こ
な
う
事

業
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
着
手
し
て
い
る
。
令

和
７
年
度
に
は
、
民
俗
専
門
職
員
不
在
の
17
自

治
体
等
が
新
た
に
加
入
し
た
。
共
同
調
査
会
に

は
の
べ
32
人
が
参
加
し
、
専
門
職
員
を
含
む
民

俗
担
当
職
員
同
士
で
交
流
を
深
め
た
。
ま
た
、

８
つ
の
自
治
体
等
を
対
象
に
、
事
務
局
に
よ
る

民
具
の
撮
影
を
お
こ
な
っ
た
。
機
材
一
式
を

持
っ
て
事
務
局
職
員
が
現
地
に
赴
き
、
１
組
織

あ
た
り
20
件
程
度
の
民
具
を
撮
影
し
た
も
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
民
俗
専
門
職
員
不
在
の
２
つ

の
自
治
体
等
を
含
む
６
組
織
で
申
請
し
た

Innovate M
U

SEU
M

事
業
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

写
真
４　

畜
力
除
草
機
（
手
前
）
と
ぶ
っ
た
い
（
奥
）
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カ
イ
ブ
「
宮
城
の
民
具
」
拡
充
事
業
」
が
採
択

さ
れ
、
民
具
の
整
理
や
撮
影
に
集
中
的
に
取
り

組
ん
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
民
俗
専
門
職
員
不
在
の
自
治

体
等
も
巻
き
込
み
な
が
ら
事
業
に
取
り
組
み
つ

つ
あ
る
が
、
民
具
の
価
値
を
広
く
社
会
と
共
有

す
る
ま
で
の
道
の
り
を
思
え
ば
、
ま
だ
そ
の
緒

に
就
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
加
入
組
織
の
民
俗
担

当
職
員
同
士
が
水
平
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
、
人
手
や
知
識
を
共
有
で
き
る
か
。「
コ

モ
ン
ズ
」
を
銘
打
つ
組
織
と
し
て
の
真
価
は
今

後
問
わ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

註（
１
）�

民
具
の
何
に
価
値
を
見
出
す
の
か
、
そ

の
視
点
は
個
々
の
民
具
研
究
者
、
民
俗

担
当
職
員
に
応
じ
て
微
妙
な
ず
れ
を
持

つ
と
想
定
さ
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、

民
具
の
廃
棄
問
題
に
対
す
る
民
具
学
会

の
声
明
で
は
、「
過
去
の
解
明
」
に
加
え
、

「
現
在
の
、
そ
し
て
未
来
の
地
域
住
民
に

と
っ
て
も
大
き
な
意
義
」
が
あ
る
と
し

て
、
機
能
性
を
備
え
て
い
る
こ
と
や
、

多
様
性
の
理
念
へ
の
合
致
に
つ
い
て
も

言
及
さ
れ
て
い
る
〔「
民
具
（
有
形
民
俗

文
化
財
）
の
廃
棄
問
題
に
対
す
る
声
明
」

https://m
ingu-gakkai.com

/seim
ei 

_20240718.php　

２
０
２
６
年
２
月
１

日
閲
覧
〕。

　
　

 �

後
述
す
る
東
北
歴
史
博
物
館
特
別
展
で

は
現
代
に
お
け
る
「
自
分
ら
し
さ
」
を

相
対
化
し
、
捉
え
直
す
素
材
と
し
て
の

「
価
値
」
に
注
目
す
る
（
東
北
歴
史
博
物

館
編　

２
０
２
５
『［
特
別
展
］
宮
城
に

生
き
る
民
俗　

暮
ら
し
を
伝
え
る
モ
ノ

語
り
』）。
宮
城
民
俗
コ
モ
ン
ズ
に
お
い

て
、
価
値
観
の
共
有
は
あ
れ
ど
、
統
一

を
強
い
る
こ
と
は
な
い
。
共
通
す
る
の

は
保
存
と
活
用
の
必
要
性
に
対
す
る
立

ち
位
置
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

（
２
）�

令
和
６
、７
年
度
は
川
島
秀
一
氏
に
顧
問

を
務
め
て
い
た
だ
き
、
各
種
事
業
へ
の

指
導
助
言
を
賜
っ
た
。

（
３
）�

こ
れ
ら
分
類
検
索
の
実
装
に
あ
た
っ
て

は
、
神
野
善
治
氏
よ
り
多
大
な
る
指
導

と
助
言
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深

く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

（
４
）�

画
像
の
二
次
利
用
に
際
し
て
は
、
著
作

権
の
表
示
は
不
要
で
あ
る
一
方
、
可
能

な
限
り
「
所
蔵
」
を
表
示
す
る
よ
う
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
上
で
依
頼
し
て
い
る
。

（
５
）�

展
示
の
企
画
・
準
備
は
令
和
６
年
度
か

ら
進
行
し
、
各
館
の
主
体
性
を
前
提
と

し
な
が
ら
、
根
幹
と
な
る
テ
ー
マ
の
協

議
、
展
示
資
料
に
関
す
る
情
報
交
換
を

重
ね
て
き
た
。
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捨
て
る
紙
あ
れ
ば
拾
う
紙
あ
り

　

―
文
書
資
料
を
と
り
ま
く
現
状
と
課
題
―

�

新
井
浩
文

�

（
埼
玉
県
立
文
書
館
）

は
じ
め
に

　

教
科
書
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
文
化
財
と
し

て
も
広
く
一
般
に
も
知
ら
れ
て
い
る
古
文
書
と

し
て
「
東
寺
百
合
文
書（

１
）」

や
「
上
杉
家
文
書（

２
）」、

「
金
沢
文
庫
文
書（

３
）」

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
古
文

書
は
、
群
を
成
す
も
の
で
か
つ
１
９
９
０
年
代

以
降
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
１
点

ご
と
の
有
形
文
化
財
古
文
書
指
定
と
は
異
な

り
、
中
世
以
降
の
組
織
に
お
け
る
文
書
管
理
の

歴
史
を
現
在
に
伝
え
て
い
る
点
に
大
き
な
特
徴

が
あ
る
。
ま
た
、
近
年
は
「
山
口
県
行
政
文

書（
４
）」

や
「
京
都
府
行
政
文
書（

５
）」、「

埼
玉
県
行
政

文
書（

６
）」〔

い
ず
れ
も
重
要
文
化
財
〕
と
い
っ
た

地
方
自
治
体
が
作
成
し
た
近
代
以
降
の
行
政
文

書
も
文
化
財
の
指
定
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
近

代
以
降
の
公
文
書
管
理
の
歴
史
に
つ
い
て
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

古
文
書
や
行
政
文
書
は
こ
れ
か
ら
先
未
来
永
劫

ま
で
保
存
・
利
用
さ
れ
る
保
証
が
あ
る
も
の
の
、

い
ま
全
国
各
地
で
現
存
し
て
い
る
古
文
書
や
行

政
文
書
の
中
に
は
、
残
念
な
が
ら
そ
う
し
た
運

命
を
持
ち
合
わ
す
こ
と
な
く
廃
棄
さ
れ
て
し
ま

う
憂
き
目
に
あ
う
も
の
も
あ
る
。
以
下
、
本
稿

で
は
、
そ
う
し
た
捨
て
ら
れ
る
運
命
に
あ
る
文

書
を
い
か
に
し
て
救
済
し
て
将
来
に
残
す
べ
き

か
に
取
り
組
ん
で
き
た
史
料
保
存
活
動
の
歴
史

と
現
在
、
そ
し
て
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ

て
み
た
い
。

一　

捨
て
ら
れ
る
文
書
と
拾
わ
れ
る
文
書　

（
１
）
再
利
用
さ
れ
る
古
文
書

　

紙
が
貴
重
で
あ
っ
た
中
世
以
前
の
文
書
は
、

漉
き
返
し
文
書
や
紙
背
文
書
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
再
利
用
し
て
、
別
の
文
書
と
し
て
の
使
用

が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
近
世
以
降
に
製

紙
業
が
発
達
し
、
大
量
の
紙
が
普
及
す
る
よ
う

に
な
る
と
、
反
古
紙
と
し
て
別
の
形
で
利
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

民
俗
分
野
と
の
関
係
で
は
、
古
文
書
は
籠
や

箱
な
ど
の
民
具
の
補
強
材
や
製
茶
道
具
に
も
使

用
さ
れ
て
い
る
。
代
表
的
な
も
の
に
茶
葉
を
揉

む
と
き
に
利
用
す
る
「
ホ
イ
ロ
（
焙
炉
）」
が

あ
る
。
ま
た
、
ダ
ル
マ
製
作
に
も
反
古
紙
と
し

て
古
文
書
が
利
用
さ
れ
た
。
木
型
に
古
文
書
を

張
り
、
張
り
子
と
し
て
成
型
す
る
際
に
用
い
ら

れ
た
。
以
前
、
あ
る
博
物
館
で
ダ
ル
マ
製
作
資

料
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
た
デ
ー
タ
中
に
「
和

紙
」
の
資
料
名
が
あ
っ
た
の
で
、
調
べ
て
み
る

と
未
確
認
の
近
世
の
村
方
文
書
だ
っ
た
こ
と
も

あ
る
。

　

し
か
し
、
最
も
身
近
な
事
例
は
、
襖
の
下
張

り
で
あ
ろ
う
。
襖
の
下
張
り
に
古
文
書
が
使
用

さ
れ
る
こ
と
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、

俄
か
に
注
目
を
浴
び
た
の
は
、
１
９
９
５
年
の

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
る
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（

７
）の

活
動
が
契
機
と
な
っ
た
。
震
災
後
に

廃
棄
さ
れ
た
大
量
の
古
文
書
だ
け
で
な
く
、
襖

の
下
張
り
に
新
た
な
文
書
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

は
記
憶
に
新
し
い
。
そ
の
後
、
下
張
り
文
書
を
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救
済
す
る
た
め
に
、
全
国
各
地
で
襖
か
ら
古
文

書
を
取
り
出
す
た
め
の
講
習
会
が
開
か
れ
、
そ

の
活
動
は
市
民
活
動
に
ま
で
広
が
り
を
見
せ
て

い
る（

８
）。

（
２
）�

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
売
ら
れ
る
古�

文
書

　

近
年
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
ネ
ッ
ト

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
売
ら
れ
る
古
文
書
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
も
古
書
店
等
で
売
買
さ
れ
る
古
文
書

は
見
ら
れ
た
が
、
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
だ

れ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
今

で
は
、
古
書
店
等
に
持
ち
込
ま
れ
る
古
文
書
よ

り
も
、
個
人
が
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
自
ら

出
品
し
、
競
売
に
か
け
る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら

れ
る
。
個
人
に
し
て
み
れ
ば
、
価
値
が
不
明
な

古
文
書
で
あ
っ
て
も
、
と
り
あ
え
ず
換
金
で
き

れ
ば
と
い
っ
た
軽
い
気
持
ち
か
ら
出
品
す
る
の

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
中
に
は
掘
り
出
し
物
も

あ
る
よ
う
で
、
最
近
は
東
大
史
料
編
纂
所
が

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
新
発
見
の
豊
臣
秀
吉

の
文
書
を
落
札
し
て
い
る（

９
）。

　

し
か
し
、
書
店
を
経
由
し
な
い
売
買
は
時
に

社
会
的
な
反
響
を
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
明
治
時

代
に
作
成
さ
れ
、
当
時
の
身
分
や
犯
罪
歴
な
ど

差
別
的
な
表
現
を
含
む
こ
と
か
ら
閲
覧
禁
止
と

な
っ
て
い
る
「
壬
申
戸
籍
」
と
み
ら
れ
る
文
書

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
出
品
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
、
法
務
省
な
ど
へ
の
取
材
で
分
か
り
、
同

局
が
出
品
者
に
依
頼
し
回
収
し
て
い
た
こ
と
が

報
道
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
件
は
、
出
品
者
が
そ

の
内
容
を
知
ら
ず
に
出
品
し
た
こ
と
に
起
因
す

る
が
、
古
文
書
こ
と
旧
名
主
や
戸
長
の
個
人
宅

で
保
存
さ
れ
て
き
た
村
方
文
書
の
中
に
は
、
こ

う
し
た
個
人
情
報
を
多
く
含
む
現
代
の
公
文
書

に
も
繋
が
る
文
書
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
そ
の
公
開
に
あ
た
っ
て
は
慎
重
さ
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。「
知

ら
な
か
っ
た
」
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
案
件
が
そ

こ
に
は
内
包
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
状
況
が
い
ま
起

こ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
、
こ
れ

ま
で
大
切
に
保
存
さ
れ
て
き
た
古
文
書
に
対
す

る
関
心
が
所
蔵
者
の
世
代
交
代
に
よ
り
、
低
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。ま
た
、

そ
こ
に
は
平
成
の
市
町
村
合
併
後
に
都
市
部
に

集
住
化
す
る
近
年
の
社
会
的
事
情
も
影
響
し
て

い
よ
う
。

　

保
管
場
所
と
い
っ
た
側
面
か
ら
み
れ
ば
、
地

域
の
文
書
館
や
博
物
館
・
資
料
館
・
図
書
館
等

に
寄
贈
や
寄
託
す
れ
ば
済
む
と
考
え
ら
れ
が
ち

だ
が
、
受
け
入
れ
先
と
な
る
そ
れ
ら
の
機
関
に

お
い
て
も
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
一
つ

襖の下張り解体作業
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に
は
、
民
具
資
料
と
同
様
に
収
蔵
庫
が
狭
隘
化

し
て
お
り
、
新
た
な
文
書
群
を
収
集
す
る
余
裕

が
無
い
機
関
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
古
文

書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
「
現
地
保
存
の
原

則
」
が
提
唱
さ
れ
、
古
文
書
が
保
管
さ
れ
て
き

た
所
蔵
者
宅
の
土
蔵
や
物
置
で
現
地
保
存
し
て

も
ら
う
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
き
た（

（1
（

。
そ
う
し
た

原
則
が
叶
わ
な
い
古
文
書
を
各
機
関
が
優
先
し

て
受
け
入
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
１
９
７
０
～
80
年
代

に
実
施
さ
れ
た
自
治
体
史
編
さ
ん
事
業
も
大
き

く
関
係
し
て
い
る
。
編
さ
ん
期
間
中
に
調
査
さ

れ
た
古
文
書
は
、
原
則
と
し
て
調
査
終
了
後
は

元
の
と
お
り
に
所
蔵
者
宅
に
戻
さ
れ
、
保
存
の

継
続
を
お
願
い
し
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
の

世
代
交
代
や
住
宅
事
情
に
よ
り
所
蔵
者
宅
で
は

保
存
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
後
を
絶

た
ず
、
編
さ
ん
終
了
か
ら
現
在
ま
で
の
間
に
、

当
該
機
関
の
収
蔵
庫
は
満
杯
に
な
り
、
受
け
入

れ
ら
れ
な
く
な
っ
た
古
文
書
が
市
場
に
流
出
す

る
と
い
う
状
況
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
市
場
に
流
出
し
た
古
文
書
の
中
に
は
、
編

さ
ん
過
程
で
整
理
さ
れ
、
封
筒
に
入
れ
ら
れ
た

古
文
書
が
そ
の
ま
ま
目
録
付
き
で
売
ら
れ
て
い

る
事
例
も
あ
り
、
当
該
市
町
村
が
買
い
戻
し
た

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

実
際
、
埼
玉
県
地
域
史
料
保
存
活
用
連
絡
協

議
会
（
以
下
「
埼
史
協
」）
が
自
治
体
史
編
さ

ん
終
了
後
の
自
治
体
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
結
果
、
約
３
割
の
自
治
体
で
現
在
の
所

有
者
不
明
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
自
治
体
史
編
さ
ん
で
新
た
な
古

文
書
が
発
掘
さ
れ
た
一
方
で
、
そ
の
後
の
引
継

ぎ
体
制
が
整
わ
な
か
っ
た
た
め
に
所
蔵
者
と
の

連
絡
が
疎
遠
と
な
り
、
現
在
の
よ
う
な
結
果
を

招
い
た
と
も
言
え
よ
う
。

二　

�

古
文
書
や
行
政
文
書
を
守
る
た
め
の
史
料�

保
存
活
動

（
１
）戦
後
の
史
料
保
存
運
動
と「
公
文
書
館
法
」

　

全
国
各
地
に
所
在
す
る
古
文
書
等
の
散
逸
を

危
惧
し
た
戦
後
の
歴
史
学
界
は
、
戦
争
に
よ
り

荒
廃
し
た
全
国
の
村
方
文
書
の
調
査
を
行
う
と

と
も
に
、
保
存
年
限
を
過
ぎ
た
有
期
限
の
行
政

文
書
を
歴
史
資
料
と
し
て
保
存
・
利
用
す
る
た

め
の
法
整
備
を
国
に
対
し
て
求
め
る
史
料
保
存

運
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
中
核
を
担
っ
た
の
が

現
在
の
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協

議
会
（
略
称
「
全
史
料
協
」）
で
あ
り
、
当
初

国
に
対
し
て
請
願
し
た
「
歴
史
資
料
保
存
法
」

か
ら
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
も
の
の
、
最
終
的
に

１
９
８
７
年
に
「
公
文
書
館
法
」
が
成
立
し
た
。

同
法
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
保
管
す
る
公

文
書
等
を
歴
史
資
料
と
し
て
保
存
し
、
利
用
に

供
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
、
公
文
書
館
に

関
す
る
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
、「
公
文
書
等
」
と
は
、現
用
の
も
の
を
除
く
、

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
保
管
す
る
公
文
書

や
古
文
書
を
含
む
そ
の
他
の
記
録
を
指
し
て
い

る（
（1
（

。
同
法
は
、
全
国
に
自
治
体
文
書
館
や
公
文

書
館
が
設
立
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
。
な
お
、

行
政
文
書
は
「
公
文
書
館
法
」
成
立
に
よ
り
、

保
存
年
限
が
満
了
し
た
有
期
限
文
書
（
こ
れ
ま

で
廃
棄
さ
れ
て
い
た
文
書
）
＝
非
現
用
文
書
を

対
象
に
歴
史
資
料
と
し
て
評
価
・
選
別
し
て
公

文
書
館
に
移
管
し
、
保
存
公
開
す
る
流
れ
が
生
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ま
れ
た
。

（
２
）�

現
用
文
書
を
視
野
に
入
れ
た
「
公
文
書�

管
理
法
」

　

と
こ
ろ
が
、
２
０
０
７
年
の
「
消
え
た
年
金

問
題
」
報
道
か
ら
、
ず
さ
ん
な
国
の
公
文
書
管

理
が
問
題
と
な
り
、
現
用
段
階
の
文
書
を
管
理

す
る
「
公
文
書
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」（
以

下
「
公
文
書
管
理
法
」）
が
制
定
さ
れ
、
国
の

公
文
書
廃
棄
に
関
す
る
規
定
が
厳
し
く
な
っ

た
。
こ
の
法
律
に
お
い
て
は
、
各
省
庁
・
機
関

に
お
い
て
文
書
を
作
成
し
た
際
に
歴
史
公
文
書

等
と
類
別
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
国
立
公
文
書

館
に
移
管
さ
れ
た
も
の
が
「
特
定
歴
史
公
文
書

等
」
と
し
て
永
年
保
存
さ
れ
る
ほ
か
、
法
人
そ

の
他
の
団
体
〔
国
及
び
独
立
行
政
法
人
等
を
除

く
（
以
下
「
法
人
等
」〕
又
は
個
人
か
ら
国
立

公
文
書
館
等
に
寄
贈
、
又
は
寄
託
さ
れ
た
も
の

が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
に

対
し
て
は
、
同
法
第
三
十
四
条
で
「
地
方
公
共

団
体
は
、
こ
の
法
律
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
そ

の
保
有
す
る
文
書
の
適
正
な
管
理
に
関
し
て
必

要
な
施
策
を
策
定
し
、
及
び
こ
れ
を
実
施
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
し
て
努

力
義
務
が
課
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
こ
の

動
き
の
中
で
、全
国
的
に
「
公
文
書
管
理
条
例
」

を
制
定
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る（

（1
（

。

　

な
お
、「
同
法
」
が
「
公
文
書
館
法
」
に
与

え
た
影
響
は
大
き
く
、「
歴
史
資
料
」
と
は
何

か
？
が
作
成
段
階
で
各
部
署
に
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
あ
る
意
味
現
場
は
混
乱
を
極
め
て
い

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
状
況
も
生
ま
れ

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
永
年
保
存
文
書
に
つ
い
て
は
、「
公

文
書
管
理
法
」
の
施
行
後
30
年
経
過
の
段
階
で

見
直
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、
既
に
一
部
の
文
書

に
つ
い
て
は
廃
棄
が
行
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、「
公
文
書
管
理
法
」
以
降
、
永
年
保
存
文

書
は
「
特
定
歴
史
公
文
書
」
と
な
っ
て
国
立
公

文
書
館
に
移
管
さ
れ
な
い
限
り
、
廃
棄
に
至
る

ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
い
る
。
そ
の
判
断
を
担
う

べ
き
公
文
書
館
専
門
職
が
次
章
で
述
べ
る

「
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
」
な
の
だ
が
、
そ
の
未
来
は

決
し
て
明
る
い
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

こ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
歴
史
的
に
重
要
な
公
文

書
を
判
断
す
る
立
場
の
専
門
職
が
適
切
に
各
部

署
に
配
置
さ
れ
て
い
な
い
事
由
に
ほ
か
な
ら
な

い（
（1
（

。
三　

�

い
ま
問
わ
れ
る
専
門
職
の
配
置
と
そ
の
能�

力

　
「
公
文
書
館
法
」
第
四
条
第
二
項
に
は
、「
２

公
文
書
館
に
は
、
館
長
、
歴
史
資
料
と
し
て
重

埼玉県立文書館外観
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要
な
公
文
書
等
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
行
う

専
門
職
員
そ
の
他
必
要
な
職
員
を
置
く
も
の
と

す
る
。」
と
あ
る
も
の
の
、
専
門
職
員
を
ア
ー

キ
ビ
ス
ト
と
し
て
発
令
し
て
い
る
自
治
体
は
ほ

と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、「
同
法
」
附

則
に
「
２　

当
分
の
間
、
地
方
公
共
団
体
が
設

置
す
る
公
文
書
館
に
は
、
第
四
条
第
二
項
の
専

門
職
員
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。」
と
あ

る
こ
と
が
主
な
理
由
と
さ
れ
て
き
た
。し
か
し
、

同
法
施
行
か
ら
40
年
近
く
が
経
過
し
た
現
在
、

国
立
公
文
書
館
に
よ
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
認
証
制

度
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
既
に
４
０
０
名
近
い

認
証
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
誕
生
し
て
い
る
。ま
た
、

各
大
学
院
等
で
も
准
認
証
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
資
格

の
養
成
課
程
が
始
ま
っ
て
お
り
、
時
機
は
熟
し

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
配
置
は
必
至
で

は
あ
る
が
、
受
け
入
れ
現
場
で
は
そ
の
環
境
に

至
っ
て
い
な
い
の
が
実
態
で
あ
る（

（1
（

。
ま
た
、
地

方
自
治
体
に
お
い
て
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
一
般
行

政
職
枠
で
採
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
短
期
間
で
異
動
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
う
し
た
環
境

は
、
学
芸
員
に
も
言
え
る
こ
と
で
専
門
職
が
根

付
か
な
い
一
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
勤
務
実
態
に
つ
い
て
は
、

国
立
公
文
書
館
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

に
よ
れ
ば
、
地
方
自
治
体
の
場
合
、
正
規
職
員

が
49
・
４
％
、
会
計
年
度
任
用
職
員
が
48
・
３
％

と
拮
抗
し
て
い
る
が
、
実
態
は
、
非
常
勤
職
員

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
勤
務

年
数
か
ら
言
え
ば
、
異
動
が
な
い
非
常
勤
職
員

の
方
が
、
数
年
で
移
動
し
て
し
ま
う
正
規
職
員

よ
り
、
長
期
間
実
働
し
て
い
る
と
い
う
実
態
が

一
方
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

お
わ
り
に

―
民
具
廃
棄
と
文
書
廃
棄

�

そ
の
問
題
の
関
連
性
と
課
題
―

　

現
在
、
博
物
館
法
改
正
に
際
し
て
、
文
化
庁

か
ら
は
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
化
が
全
国
の

博
物
館
に
対
し
て
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
民
具
資

料
も
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
文

書
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
化
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
歴
史
が
あ

り
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
生
産
が
終
了
し
た

現
在
で
は
、
速
や
か
な
デ
ジ
タ
ル
へ
の
移
行
が

推
奨
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
そ
の
真
正
性
等
に

問
題
が
あ
る
な
ど
課
題
も
多
い（

（1
（

。
や
は
り
、
現

物
が
あ
っ
て
の
古
文
書
や
行
政
文
書
で
あ
り
、

綴
じ
方
や
紙
質
、
使
用
さ
れ
て
い
る
イ
ン
キ
や

カ
ー
ボ
ン
紙
な
ど
モ
ノ
と
し
て
の
部
分
か
ら
得

国立公文書館WEBページより

認
証
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
流
れ
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ら
れ
る
情
報
が
多
い
の
も
事
実
で
あ
る（

（1
（

。

　

民
具
資
料
も
文
書
資
料
も
「
廃
棄
」
に
つ
い

て
の
共
通
点
は
、
収
集
す
べ
き
資
料
の
増
大
と

そ
の
保
管
場
所
不
足
に
尽
き
て
い
る
。
こ
の
課

題
に
つ
い
て
は
本
誌
の
特
集
で
触
れ
ら
れ
て
い

る
と
お
り
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
現

場
で
は
廃
棄
を
念
頭
に
置
く
の
で
は
な
く
、
何

と
か
残
す
た
め
の
努
力
を
続
け
て
き
た
経
緯
が

あ
る
。
一
例
と
し
て
は
別
に
保
管
場
所
を
設
け

た
り
、
古
文
書
で
い
え
ば
地
域
ぐ
る
み
で
保
存

を
目
指
す
取
り
組
み
も
み
ら
れ
る（

（1
（

。す
な
わ
ち
、

保
管
場
所
不
足
＝
廃
棄
と
い
っ
た
方
程
式
は
必

ず
し
も
当
て
は
ま
ら
な
い
。
民
具
資
料
や
文
書

資
料
を
必
要
と
す
る
人
々
が
い
る
限
り
、
資
料

は
残
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
基
盤
と
な
る

の
は
何
だ
ろ
う
。
一
つ
は
先
述
し
た
よ
う
に
資

料
に
関
わ
る
学
芸
員
や
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
い
っ

た
専
門
職
の
配
置
と
彼
ら
に
よ
る
研
究
成
果
に

よ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
え
る
。
資
料

は
一
般
市
民
に
理
解
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
こ
そ

で
あ
り
、
そ
の
橋
渡
し
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る

の
が
専
門
職
た
る
学
芸
員
や
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
で

あ
ろ
う
。
こ
と
古
文
書
や
行
政
文
書
に
限
っ
て

言
え
ば
現
代
社
会
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
こ
と

で
更
な
る
活
路
を
見
出
す
可
能
性
も
秘
め
て
い

る（
（2
（

。

　

現
在
は
、
誰
の
た
め
に
な
ぜ
残
す
の
か
と

い
っ
た
説
明
責
任
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
果
た
す

の
か
？
と
い
っ
た
こ
と
が
国
や
地
方
自
治
体
に

求
め
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。
も
ち
ろ
ん
、
行
政
の
ト
ッ

プ
と
い
う
回
答
も
あ
ろ
う
が
、
文
書
や
民
具
資

料
は
人
々
の
暮
ら
し
と
密
接
に
関
係
し
て
き
た

歴
史
が
あ
る
だ
け
に
、そ
の
中
心
と
な
る
の
は
、

当
該
資
料
が
所
在
し
て
い
る
地
域
の
人
々
に
も

あ
る
よ
う
に
思
う
。　

　

民
具
資
料
も
古
文
書
や
行
政
文
書
と
い
っ
た

文
書
資
料
も
残
そ
う
と
い
う
動
き
と
関
心
が

人
々
に
あ
る
限
り
、残
す
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、

未
来
の
人
々
か
ら
そ
の
責
を
問
わ
れ
な
い
た
め

に
も
短
絡
的
な
選
択
は
禍
根
を
残
す
結
果
と
な

る
。こ
の
点
を
自
戒
し
つ
つ
本
稿
を
閉
じ
た
い
。

註（
１
）�

８
世
紀
か
ら
18
世
紀
ま
で
の
約
１
０
０

０
年
間
に
わ
た
る
膨
大
な
量
の
古
文
書

群
で
、
そ
の
数
は
お
よ
そ
２
万
５
０
０

０
通
に
及
ぶ
。
１
９
６
７
年
に
京
都
府

が
東
寺
か
ら
購
入
し
、
現
在
は
、
京
都

府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
（
旧
京
都
府
立

総
合
資
料
館
）
の
収
蔵
庫
で
保
管
さ
れ

て
い
る
。
１
９
９
７
年
に
国
宝
指
定
。

（
２
）�

鎌
倉
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
至
る
２
０

１
８
通
、
４
帖
、
26
冊
お
よ
び
附
、
歴

代
年
譜
３
２
５
冊
、
両
掛
入
文
書
箱
等

並
赤
箪
笥
３
合
、
２
棹
が
２
０
０
１
年

６
月
22
日
、
武
家
文
書
と
し
て
初
め
て

国
宝
と
な
る
。

（
３
）�

鎌
倉
幕
府
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
し
た
金

沢
北
条
氏
創
設
の
「
金
沢
文
庫
」
所
蔵

の
「
金
沢
文
庫
文
書
」
４
１
４
９
点
は
、

２
０
１
６
年
に
隣
接
す
る
「
称
名
寺
聖

教
文
書
」（
１
万
６
６
９
２
点
）
と
と
も

に
国
宝
に
指
定
。「
金
沢
文
庫
文
書
」
に

は
、
不
要
に
な
っ
た
手
紙
を
再
利
用
し
、
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僧
侶
が
裏
面
に
仏
典
を
写
し
た
も
の
が

多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

（
４
）�
山
口
県
が
設
置
さ
れ
た
明
治
４
年
（
１

８
７
１
）
か
ら
地
方
自
治
法
が
施
行
さ

れ
る
以
前
の
昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）

３
月
ま
で
の
間
、
山
口
県
庁
で
作
成
・

取
得
さ
れ
た
県
行
政
文
書
群
で
、
県
庁

文
書
１
万
２
５
９
７
点
と
郡
役
所
文
書

９
５
２
点
で
構
成
。
２
０
０
５
年
６
月

９
日
指
定
。

（
５
）�

京
都
府
行
政
文
書
は
、
京
都
府
お
よ
び

管
内
郡
役
所
等
行
政
機
関
で
慶
応
３
年

か
ら
昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）
ま
で
に

作
成
さ
れ
た
行
政
文
書
１
万
５
４
０
７

点
。
内
容
は
伝
来
・
保
管
に
従
い
、
京

都
府
本
庁
作
成
文
書
、
旧
郡
役
所
か
ら

の
引
継
文
書
に
大
別
で
き
る
。
２
０
０

２
年
６
月
26
日
指
定
。

（
６
）�

埼
玉
県
が
明
治
28
（
１
８
９
５
）
年
に

制
定
し
た「
文
書
保
存
規
則
」に
基
づ
き
、

永
年
保
存
と
さ
れ
た
明
治
初
年
か
ら
戦

前
期
の
行
政
文
書
１
万
１
０
３
６
点
を

中
心
に
、
戦
後
期
の
昭
和
21
年
度
ま
で

の
寺
社
明
細
帳
52
点
及
び
県
報
１
７
１

点
を
加
え
た
１
万
１
２
５
９
点
が
２
０

０
９
年
に
指
定
さ
れ
た
。
本
件
の
指
定

理
由
は
埼
玉
県
の
行
政
組
織
の
変
遷
や

基
本
政
策
、
政
治
・
社
会
・
経
済
・
文
化
・

教
育
等
の
歩
み
を
解
明
す
る
上
で
基
本

的
内
容
を
網
羅
す
る
貴
重
な
歴
史
資
料

と
さ
れ
る
。

（
７
）�

歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
歴
史
と
活

動
状
況
に
つ
い
て
は
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
天
野
真
志
・

後
藤
真　

２
０
２
２
『
地
域
歴
史
文
化

継
承
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
文
学
通
信 

参
照

（
８
）�
松
下
正
和　

２
０
１
４
「
襖
下
張
り
文

書
の
保
全
と
活
用
―
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
と
も
に
」『
地
域
史
研
究
』
１
１
４

尼
崎
市
立
歴
史
博
物
館

　
　

 �

松
下
正
和　

２
０
２
０
「
小
特
集 

襖
・

屏
風
下
張
り
文
書
の
保
全
と
活
用
―
住

民
参
加
型
事
例
を
中
心
に
」
神
戸
大
学

大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン

タ
ー
年
報
『
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
』
12　

 

（
９
）�

天
正
一
〇
（
一
五
八
二
）
年
六
月
三
日 

「
豊
臣
秀
吉
起
請
文
」

　
　

 �「
本
能
寺
の
変
の
翌
日
、
秀
吉
が
出
し
た

起
請
文
を
発
見 

事
件
知
ら
ず
に
書
い
た

か
」
２
０
２
５
年
11
月
21
日 

朝
日
新
聞

デ
ジ
タ
ル
版

（
10
）�「
明
治
の
戸
籍
か
、
ネ
ッ
ト
で
出
品　

法

務
局
回
収
」
２
０
２
１
年
４
月
４
日 

日

本
経
済
新
聞
デ
ジ
タ
ル
版

（
11
）�

国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
編　

１
９

８
８
『
史
料
の
整
理
と
管
理
』
岩
波
書

店

（
12
）�

埼
史
協
第
８
次
専
門
研
究
委
員
会
編　

２
０
１
８
『
自
治
体
史
編
さ
ん
以
降
の

地
域
史
料
管
理 

第
８
次
専
門
研
究
委
員

会
報
告
書
』
埼
史
協

　
　

 �

な
お
、
同
様
な
調
査
を
大
分
県
で
も
実

施
し
て
お
り
、
所
在
不
明
が
最
低
で

33
％
、
最
大
で
49
％
と
い
う
結
果
が
報

告
さ
れ
て
い
る
（
松
尾
大
輝　

２
０
２

６
「
大
分
県
に
お
け
る
地
域
資
料
調
査
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の
課
題
と
自
治
体
史
収
録
文
書
の
行
方
」

『
記
録
と
史
料
』
36　

全
史
料
協
）

（
13
）�
戦
後
の
史
料
保
存
運
動
と
そ
の
後
の「
公

文
書
館
法
」
成
立
ま
で
の
動
向
に
つ
い

て
は
、
拙
著 
２
０
２
４
『
文
書
館
の
し

ご
と
―
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
史
料
保
存
』

吉
川
弘
文
館 

参
照

（
14
）�

地
方
自
治
研
究
機
構
が
各
自
治
体
の
例

規
集
等
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
２
０
２
５

年
11
月
１
日
時
点
で
、
都
道
府
県
で
21

団
体
、
指
定
都
市
で
８
団
体
、
市
区
町

村
（
指
定
都
市
を
除
く
）
で
43
団
体
の

制
定
が
確
認
で
き
る
。
全
体
と
し
て
み

る
と
、
公
文
書
管
理
条
例
を
制
定
し
て

い
る
自
治
体
は
少
な
い
と
し
て
い
る
。

　
　

 �

地
方
自
治
研
究
機
構
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

　
　

 �https://w
w

w
.rilg.or.jp/htdocs/im

 

g/reiki/019_officialdocum
entm

a 

nagem
ent.htm

　
　

 �（
２
０
２
６
年
５
月
18
日
閲
覧
）

（
15
）�

拙
稿　

２
０
２
４
「
文
書
館
と
ア
ー
キ

ビ
ス
ト
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
」『
本

郷
』
１
７
２　

吉
川
弘
文
館

（
16
）�

独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
で
は
、

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
研
修
と
し
て「
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
研
修
Ⅰ
～
Ⅲ
」
を
毎
年
開
催

し
て
お
り
、
各
省
庁
か
ら
の
受
講
者
も

多
い
。
し
か
し
、
そ
の
後
各
部
署
に
受

講
修
了
者
が
配
置
さ
れ
、
国
立
公
文
書

館
と
の
連
携
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
は

定
か
で
な
い
。
こ
の
点
は
、
全
国
の
自

治
体
も
同
様
な
状
況
に
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

（
17
）�「
貴
重
な
資
料
を
未
来
へ
ど
う
残
す
？
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
生
産
終
了
へ
、
県
立

文
書
館
な
ど
方
法
模
索
」
２
０
２
５
年

11
月
６
日 

新
潟
日
報
デ
ジ
タ
ル
版　

（
18
）�

拙
著 
２
０
２
４
『
文
書
館
の
し
ご
と
―

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
史
料
保
存
』
吉
川
弘

文
館 

参
照

（
19
）�

註
（
７
）
参
照

（
20
）�

新
井
浩
文　

２
０
２
６
「
令
和
七
年
度

市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用

推
進
会
議 

基
調
講
演
（
十
一
月
二
十
一

日
）
文
書
館
の
仕
事 

―
地
域
お
こ
し
と

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
よ
せ
て
」『
秋
田
県
公

文
書
館
研
究
紀
要
』
32　

秋
田
県
公
文

書
館

（
21
）�

２
０
２
５
年
12
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た

「
公
文
書
館
議
連
総
会
」
に
お
い
て
「
古

文
書
を
公
文
書
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ

と
、
地
方
公
文
書
館
の
設
置
促
進
、
ア
ー

キ
ビ
ス
ト
配
置
な
ど
公
文
書
館
法
の
改

正
を
議
連
の
取
り
組
み
と
す
る
こ
と
」

を
塩
川
鉄
也
衆
議
院
議
員
が
提
案
。
こ

れ
に
対
し
、上
川
陽
子
会
長
か
ら
は
「
地

方
公
文
書
館
へ
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
配
置

や
近
代
国
家
以
前
の
資
料
が
散
逸
し
な

い
取
り
組
み
な
ど
、
法
改
正
が
必
要
と

い
う
問
題
意
識
は
重
要
」
と
の
発
言
が

あ
っ
た
旨
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 �

塩
川
鉄
也
議
員
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

　
　

 �https://w
w

w
.shiokaw

a-tetsuya.jp/

w
p/?p=15194

　
　

 �（
２
０
２
６
年
５
月
18
日
閲
覧
）
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自
然
史
資
料
の
収
集
と
管
理
に
つ
い
て

　
―
地
学
資
料
及
び
植
物
資
料
を
例
に
し
て
―

辻
野
泰
之

（
徳
島
県
立
博
物
館 

地
学
担
当
）

茨
木　

靖

（
徳
島
県
立
博
物
館 

植
物
担
当
）

は
じ
め
に

　

総
合
博
物
館
が
収
集
・
保
存
す
る
資
料
に
は
、

人
文
資
料
に
加
え
自
然
史
資
料
が
あ
る
。
自
然

史
資
料
に
は
、
動
物
・
植
物
・
菌
類
・
化
石
・

岩
石
・
鉱
物
な
ど
多
様
な
対
象
が
含
ま
れ
、
こ

れ
ら
は
一
般
に
「
標
本
」
と
呼
ば
れ
る
。
標
本

は
展
示
や
教
育
普
及
の
た
め
の
資
料
と
し
て
活

用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
研
究
に
用
い
ら
れ
た

学
術
的
知
見
を
裏
付
け
る
証
拠
資
料
と
し
て
の

重
要
な
性
格
を
有
し
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
新
種
記
載
に
お
い
て
は
、
国
際
的

な
命
名
規
約
に
基
づ
き
基
準
と
な
る
標
本
（
タ

イ
プ
標
本
）
の
指
定
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
中

で
も
、
種
の
特
徴
を
最
も
よ
く
示
す
代
表
標
本

で
あ
る
ホ
ロ
タ
イ
プ
は
、
種
の
定
義
を
担
う
極

め
て
重
要
な
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
タ
イ
プ

標
本
（
お
も
に
ホ
ロ
タ
イ
プ
）
は
、
新
種
を
定

義
す
る
証
拠
資
料
と
し
て
、
公
的
研
究
機
関
に

お
い
て
永
続
的
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
タ
イ
プ
標
本
に
限
ら
ず
、

学
術
論
文
に
掲
載
さ
れ
た
標
本
に
つ
い
て
も
、

公
的
機
関
で
の
保
管
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
博
物
館
は
科
学
的
知
見
の
証

拠
資
料
を
将
来
に
わ
た
っ
て
保
存
・
継
承
す
る

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
自

然
史
資
料
と
人
文
資
料
は
、
い
ず
れ
も
資
料
を

守
り
未
来
へ
伝
え
る
と
い
う
基
本
理
念
を
共
有

し
て
い
る
。
一
方
で
、
資
料
に
対
す
る
考
え
方

に
は
相
違
も
見
ら
れ
る
。

　

博
物
館
に
お
け
る
資
料
収
集
の
方
法
と
し
て

は
、
購
入
・
寄
贈
・
寄
託
な
ど
が
一
般
的
で
あ

る
が
、
自
然
史
分
野
に
特
徴
的
な
の
は
、
学
芸

員
自
ら
が
フ
ィ
ー
ル
ド
に
赴
い
て
行
う
採
集
活

動
が
大
き
な
位
置
を
占
め
る
点
で
あ
る
。
実
際

に
、
自
然
史
分
野
を
有
す
る
博
物
館
の
所
蔵
資

料
の
多
く
は
、
こ
の
よ
う
な
採
集
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
標
本
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、標
本
は
個
々
に
固
有
性
を
有
す
る
一
方
で
、

自
然
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
一
種
が
多
数
採
集

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
資
料
群
と
し
て
の
性
格

も
あ
わ
せ
持
つ
。

　

す
な
わ
ち
、
人
文
資
料
が
個
別
性
や
唯
一
性

を
重
視
す
る
傾
向
を
有
す
る
の
に
対
し
、
自
然

史
資
料
は
研
究
材
料
（
サ
ン
プ
ル
）
と
し
て
扱

わ
れ
る
側
面
を
持
つ
。
ま
た
、
分
析
の
過
程
に

お
い
て
標
本
の
一
部
が
消
費
・
変
質
す
る
場
合

が
あ
る
点
も
特
徴
的
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
徳
島
県
立
博
物
館
に
お
け
る
自

然
史
資
料
（
主
と
し
て
地
学
標
本
お
よ
び
植
物

標
本
）
の
収
集
活
動
を
一
例
と
し
て
、
そ
の
収

集
と
管
理
の
実
態
を
整
理
す
る
。そ
の
う
え
で
、

近
年
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
資
料
廃
棄
の

可
能
性
に
つ
い
て
、
自
然
史
資
料
と
人
文
資
料

に
お
け
る
資
料
観
の
違
い
に
も
留
意
し
つ
つ
議

論
す
る
。

地
学
資
料
に
つ
い
て

　

徳
島
県
立
博
物
館
が
収
集
す
る
地
学
資
料

は
、
主
に
化
石
標
本
お
よ
び
岩
石
・
鉱
物
標
本
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か
ら
構
成
さ
れ
る【
写
真
１
】。地
学
資
料
に
は
、

地
層
の
剥
ぎ
取
り
標
本
や
ボ
ー
リ
ン
グ
コ
ア
な

ど
も
含
ま
れ
る
が
、
当
館
で
は
こ
れ
ら
を
収
集

対
象
と
し
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合

上
、
主
と
し
て
化
石
標
本
に
焦
点
を
当
て
る
。

　

化
石
標
本
の
収
集
方
法
と
し
て
は
、
主
に
購

入
・
採
集
・
寄
贈
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
近
年
は

予
算
上
の
制
約
か
ら
購
入
に
よ
る
収
集
は
限
定

的
で
あ
り
、
新
規
受
け
入
れ
資
料
の
多
く
は
採

集
お
よ
び
寄
贈
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

近
年
、
徳
島
県
勝
浦
町
に
お
い
て
恐
竜
化
石
を

含
む
地
層
が
発
見
さ
れ
、
恐
竜
を
は
じ
め
と
す

る
脊
椎
動
物
化
石
や
、
淡
水
・
汽
水
生
の
貝
類

化
石
、
植
物
化
石
が
多
数
産
出
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
当
館
で
は
こ
れ
ら
の
採
集
活
動
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
産
出
す
る
化
石
の
量
は
膨

大
で
あ
り
、
そ
の
す
べ
て
を
博
物
館
に
持
ち
帰

り
収
蔵
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
採
集
の
段
階
に
お
い
て
、
持
ち
帰
る
標
本

と
そ
う
で
な
い
標
本
と
の
取
捨
選
択
が
行
わ
れ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
産
出
量
が
少
な
く
希

少
性
の
高
い
恐
竜
化
石
や
ワ
ニ
・
カ
メ
な
ど
の

脊
椎
動
物
化
石
は
優
先
的
に
収
集
さ
れ
る
。
一

方
、
産
出
量
の
多
い
貝
類
化
石
や
植
物
化
石
に

つ
い
て
は
、
種
類
の
希
少
性
や
保
存
状
態
、
形

態
的
特
徴
の
明
瞭
さ
な
ど
を
基
準
と
し
て
選
別

が
行
わ
れ
る
。

　

採
集
さ
れ
た
化
石
の
多
く
は
岩
石
中
に
含
ま

れ
て
い
る
た
め
、
博
物
館
に
持
ち
帰
っ
た
後
、

専
用
の
器
具
を
用
い
て
化
石
を
岩
石
か
ら
取
り

出
す
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
が
必
要
と
な
る
【
写

真
２
】。
こ
の
工
程
に
お
い
て
も
、
収
蔵
対
象

と
す
る
標
本
の
選
別
が
行
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

化
石
が
密
集
し
て
含
ま
れ
る
岩
石
で
は
、
目
的

と
す
る
化
石
を
取
り
出
す
過
程
で
、
周
囲
の
別

の
化
石
を
破
壊
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ

る
。
ま
た
、
岩
石
か
ら
の
取
り
出
し
が
困
難
な

化
石
に
つ
い
て
は
、
周
囲
の
岩
石
を
ト
リ
ミ
ン

グ
し
て
体
積
を
減
ら
し
、
収
蔵
効
率
を
高
め
る

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
持
ち
帰
っ

た
化
石
の
中
に
は
、
最
終
的
に
収
蔵
資
料
と
し

写真１　�徳島県立博物館の地学収蔵庫に保管し
ている化石標本

写真２　�発掘現場で採集された化石を専用器具
（エアーチゼル）で岩石から取り出し
ている様子
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て
適
さ
な
い
と
判
断
さ
れ
、
登
録
に
至
ら
な
い

も
の
も
存
在
す
る
。

　

登
録
に
適
さ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
化
石
に
つ

い
て
は
、
単
純
に
廃
棄
す
る
の
で
は
な
く
、
博

物
館
が
実
施
す
る
化
石
発
掘
体
験
な
ど
の
教
育

普
及
活
動
に
活
用
し
、
参
加
者
に
持
ち
帰
っ
て

も
ら
う
な
ど
の
有
効
利
用
を
図
っ
て
い
る
【
写

真
３
】。

　

近
年
、
化
石
愛
好
家
の
高
齢
化
に
伴
い
、
彼

ら
が
生
涯
を
か
け
て
収
集
し
て
き
た
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
寄
贈
の
申
し
出
も
増
加
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
数
千
点
か
ら
数
万

点
に
及
ぶ
場
合
も
あ
り
、
そ
の
中
に
は
学
術
的

に
重
要
な
標
本
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
。
こ
の
た
め
、
博
物
館
と
し
て
は
寄
贈

の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
が
、
収

蔵
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が
あ
る
た
め
、
無
選
別

に
す
べ
て
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
受
け
入
れ
の
際
に
は
可
能
な
範

囲
で
選
別
を
行
う
と
と
も
に
、
十
分
な
精
査
が

困
難
な
場
合
に
は
、
寄
贈
者
の
同
意
を
得
た
上

で
、
登
録
資
料
と
し
て
不
適
当
と
判
断
さ
れ
る

標
本
に
つ
い
て
は
将
来
的
に
廃
棄
を
行
う
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
受
け
入
れ
る
場

合
も
あ
る
。
特
に
、
採
集
地
点
が
不
明
な
標
本

は
学
術
研
究
に
利
用
す
る
こ
と
が
難
し
い
た

め
、
廃
棄
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

　

ま
た
、
採
集
や
寄
贈
に
よ
っ
て
同
一
種
の
標

本
が
多
数
収
蔵
さ
れ
た
場
合
に
は
、
他
館
と
の

資
料
交
換
を
通
じ
て
有
効
活
用
を
図
る
こ
と
も

行
わ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
当
館
に
お
け
る

地
学
標
本
の
収
集
・
管
理
に
お
い
て
は
、
採
集

か
ら
登
録
に
至
る
ま
で
複
数
段
階
で
取
捨
選
択

が
行
わ
れ
て
お
り
、
登
録
に
至
ら
な
い
資
料
に

つ
い
て
も
普
及
教
育
や
資
料
交
換
な
ど
を
通
じ

て
活
用
が
図
ら
れ
て
い
る
。

植
物
資
料
に
つ
い
て

　

博
物
館
に
お
い
て
収
集
さ
れ
る
植
物
資
料

は
、
主
と
し
て
腊
葉
標
本
（
い
わ
ゆ
る
押
し
花

標
本
）
と
、
少
量
の
種
実
標
本
や
レ
プ
リ
カ
か

ら
構
成
さ
れ
る【
写
真
４
】。腊
葉
標
本
の
場
合
、

野
外
集
団
か
ら
一
部
の
個
体
を
抜
き
取
り
採
集

す
る
が
、
樹
木
な
ど
大
き
な
も
の
で
は
個
体
全

体
を
そ
の
ま
ま
保
存
す
る
の
で
は
な
く
花
序
な

ど
研
究
上
重
要
な
部
分
を
つ
け
た
枝
先
や
茎
な

写真３　�徳島県立博物館で開催している化石発
掘体験イベントの様子

写
真
４　

植
物
標
本
の
配
架
の
様
子
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ど
植
物
体
の
一
部
を
抽
出
し
、
そ
れ
を
も
っ
て

当
該
個
体
の
代
表
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
自
然

物
の
一
部
を
切
り
出
し
、
持
ち
帰
り
保
存
さ
れ

た
も
の
が
標
本
で
あ
り
、
現
地
に
残
さ
れ
た
も

の
は
標
本
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。

　

植
物
標
本
の
作
成
は
、
野
外
に
お
け
る
採
集

に
始
ま
り
、
押
圧
、
乾
燥
、
デ
ー
タ
登
録
、
ラ

ベ
ル
作
成
、
台
紙
へ
の
貼
付
と
い
っ
た
複
数
の

工
程
を
経
て
完
成
す
る
。
そ
の
過
程
で
は
、
対

象
と
す
る
部
位
以
外
の
多
く
が
除
去
さ
れ
る
た

め
、
標
本
作
成
と
は
本
質
的
に
「
抽
出
」
の
作

業
で
あ
る
。
完
成
し
た
標
本
は
一
見
す
る
と
一

枝
の
断
片
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
背
後
に
は
膨

大
な
作
業
時
間
と
情
報
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

　

資
料
の
収
集
方
法
と
し
て
は
、
採
集
・
寄
贈
・

交
換
が
主
要
で
あ
り
、
こ
の
点
は
地
学
分
野
と

共
通
す
る
。
た
だ
し
、
植
物
分
野
に
お
い
て
は

標
本
の
商
業
的
取
引
は
極
め
て
限
定
的
で
あ

り
、
購
入
に
よ
る
収
集
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な

い
。
一
方
、
交
換
は
植
物
分
野
で
の
重
要
な
収

集
手
段
で
あ
り
、
通
常
の
野
外
採
集
に
あ
た
っ

て
は
、同
一
個
体
か
ら
複
数
の
標
本
を
作
製
し
、

そ
れ
ら
を
世
界
各
地
の
標
本
庫
と
交
換
す
る
こ

と
で
、
比
較
研
究
に
必
要
な
多
様
な
資
料
を
効

率
的
に
収
集
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

ま
た
、
近
年
、
寄
贈
に
よ
る
標
本
受
け
入
れ

数
は
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
長
年

に
わ
た
り
地
域
の
植
物
相
調
査
を
担
っ
て
き
た

世
代
が
、
自
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
公
的
機
関

に
託
そ
う
と
す
る
時
期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る

こ
と
に
よ
る
。
一
方
で
、
若
年
層
で
は
大
規
模

な
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
傾
向
が
弱

く
、
寄
贈
は
現
在
一
つ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
寄
贈
資
料
の
受
け
入
れ
に

あ
た
っ
て
は
、
ラ
ベ
ル
情
報
の
有
無
や
採
集

デ
ー
タ
の
精
度
な
ど
を
基
準
と
し
て
、
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
の
価
値
を
慎
重
に
判
断
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

寄
贈
標
本
の
中
に
は
、
公
共
事
業
に
伴
う
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
で
得
ら
れ
た
も
の
も
含

ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
断
片
的
で
標
本
と
し

て
の
体
裁
を
十
分
に
備
え
な
い
も
の
も
少
な
く

な
い
。
こ
の
よ
う
な
資
料
に
つ
い
て
は
、
受
け

入
れ
時
に
一
部
廃
棄
の
可
能
性
を
説
明
し
た
上

で
受
け
入
れ
、
そ
の
後
の
整
理
過
程
で
選
別
を

行
う
。

　

一
方
で
、
明
治
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
旧

制
高
等
学
校
等
で
収
集
さ
れ
た
標
本
群
は
、
た

と
え
ラ
ベ
ル
情
報
が
不
十
分
で
あ
っ
て
も
、
収

集
の
歴
史
的
背
景
や
教
育
史
的
文
脈
に
お
い
て

重
要
な
価
値
を
有
す
る
場
合
が
あ
る
。
近
年
、

こ
の
よ
う
な
資
料
の
再
評
価
が
進
ん
で
お
り
、

安
易
な
廃
棄
は
慎
む
べ
き
で
あ
る
。

　

植
物
標
本
の
学
術
的
意
義
は
、
比
較
研
究
の

基
盤
と
な
る
点
に
あ
る
。
異
な
る
地
域
の
個
体

や
近
縁
種
を
同
時
に
比
較
す
る
こ
と
で
、
種
の

多
様
性
や
変
異
の
幅
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
標
本
は
時
間
を
超
え
て
再
観

察
が
可
能
で
あ
り
、
開
花
期
の
異
な
る
種
で

あ
っ
て
も
同
一
条
件
下
で
比
較
検
討
す
る
こ
と

を
可
能
に
す
る
。
さ
ら
に
、
標
本
は
そ
の
植
物

が
特
定
の
場
所
に
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
客
観

的
証
拠
で
も
あ
り
、
記
録
の
信
頼
性
を
担
保
す

る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
加
え
て
、
近
年
の

自
然
環
境
の
急
速
な
変
化
に
伴
い
、
植
物
標
本

の
価
値
は
一
層
高
ま
っ
て
い
る
。
地
域
に
よ
っ
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て
は
、
こ
の
数
十
年
の
間
に
消
失
し
た
種
も
確

認
さ
れ
て
お
り
、
標
本
は
過
去
の
植
生
を
復
元

す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
る
。
さ
ら
に
、
分

子
生
物
学
的
手
法
の
進
展
に
よ
り
、
標
本
か
ら

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
抽
出
し
て
解
析
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
過
去
の
個
体
群
の
遺
伝
的
構
造
や
系
統

関
係
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
も
大
き
く
発
展
し

て
い
る
。
標
本
に
残
さ
れ
た
種
子
を
用
い
た
絶

滅
種
再
生
の
試
み
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
植
物

標
本
の
持
つ
情
報
価
値
は
従
来
か
ら
の
利
用
範

囲
を
大
き
く
超
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
標
本
の
廃
棄

を
め
ぐ
る
問
題
は
重
要
な
社
会
的
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
や
管
理
コ
ス
ト
を
理

由
と
し
て
資
料
の
削
減
を
求
め
る
動
き
が
あ
る

一
方
で
、
標
本
は
不
可
逆
的
な
学
術
資
産
で
あ

り
、
一
度
失
わ
れ
れ
ば
再
取
得
は
不
可
能
で
あ

る
。
特
に
、
過
去
に
採
集
さ
れ
た
標
本
は
、
そ

の
時
代
の
自
然
環
境
を
直
接
伝
え
る
唯
一
の
記

録
で
あ
り
、
将
来
の
研
究
に
お
い
て
新
た
な
価

値
を
生
み
出
す
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
博
物
館
に
お
け
る
標
本
管
理

は
、
単
な
る
保
存
で
は
な
く
、
将
来
に
向
け
た

知
的
基
盤
の
維
持
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
必
要

が
あ
る
。
限
ら
れ
た
資
源
の
中
で
適
切
な
選
別

と
活
用
を
行
い
つ
つ
も
、
資
料
の
持
つ
潜
在
的

価
値
を
見
据
え
、
安
易
な
廃
棄
を
避
け
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
植
物
標
本
は
、
小
さ
な
断
片

で
あ
り
な
が
ら
、
地
域
の
自
然
史
と
人
間
の
知

的
営
為
を
結
び
つ
け
る
重
要
な
媒
体
で
あ
り
、

そ
の
保
存
は
社
会
全
体
の
責
務
で
あ
る
と
い
え

る
。

お
わ
り
に

　

当
館
の
自
然
史
資
料
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
は
登
録
さ
れ
た
標
本
の
廃
棄
は
行
っ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
登
録
に
至
る
ま
で
の
過
程
に
お

い
て
は
、
複
数
回
に
わ
た
る
取
捨
選
択
が
行
わ

れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
で
収
蔵
す
べ
き

標
本
の
選
別
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
学

芸
員
に
よ
る
採
集
行
為
自
体
が
、
自
然
界
に
存

在
す
る
多
様
な
対
象
の
中
か
ら
一
部
を
抽
出
す

る
行
為
で
あ
り
、
そ
の
時
点
で
す
で
に
選
択
が

介
在
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

一
方
で
、
自
然
史
資
料
は
再
び
採
集
可
能
で

あ
る
と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
実
際
に
は

産
地
の
消
滅
や
環
境
変
化
、
さ
ら
に
は
種
の
絶

滅
な
ど
に
よ
り
、
将
来
的
に
再
取
得
が
不
可
能

と
な
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
と
り
わ
け
過
去

に
採
集
さ
れ
た
標
本
は
、
学
術
的
価
値
に
加
え

て
歴
史
的
価
値
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
重
要
性

は
一
層
高
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
博
物
館
の
収
蔵
ス
ペ
ー
ス

に
は
限
り
が
あ
り
、
膨
大
な
資
料
を
永
続
的
に

保
存
し
続
け
る
こ
と
は
現
実
的
に
は
困
難
で
あ

る
。
限
ら
れ
た
収
蔵
空
間
の
中
で
何
を
残
す
か

を
判
断
す
る
こ
と
は
、
学
芸
員
に
課
せ
ら
れ
た

重
要
か
つ
困
難
な
責
務
で
あ
る
。

　

今
後
、
収
蔵
資
料
の
増
加
に
伴
い
、
採
集
か

ら
登
録
に
至
る
過
程
で
の
選
別
に
加
え
、
収
蔵

庫
内
に
お
い
て
も
登
録
資
料
の
取
捨
選
択
を
迫

ら
れ
る
局
面
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
状
況
に
備
え
る
た
め
に
も
、
標
本
そ
の

も
の
の
保
存
に
加
え
、
文
字
記
録
、
写
真
、
映

像
、
さ
ら
に
は
三
次
元
デ
ー
タ
と
い
っ
た
多
様

な
情
報
を
あ
わ
せ
て
蓄
積
し
、
資
料
の
価
値
を

将
来
に
伝
え
る
方
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
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「
廃
棄
」
と
ま
な
び

　
―
逡
巡
と
矜
持
の
遺
物
箱
―

今
尾
文
昭

　
（
古
代
学
研
究
会
代
表
）

　

知
人
か
ら
博
物
館
に
保
管
、
収
蔵
さ
れ
て
き

た
資
料
に
つ
い
て
「
廃
棄
処
分
す
る
こ
と
が
選

択
肢
に
あ
が
る
」
と
い
う
検
討
が
、
文
化
庁
の

博
物
館
振
興
室
で
進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
き
、

先
例
が
１
９
９
０
年
代
後
半
の
埋
蔵
文
化
財
行

政
に
対
す
る
文
化
庁
の
「
報
告
」
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
投
げ
か
け
ら
れ
た
時
は
、
少
な
か

ら
ず
衝
撃
だ
っ
た
。

　

発
掘
調
査
が
終
わ
る
と
、
調
査
終
了
届
を
作

成
す
る
と
共
に
遺
失
物
法
第
四
条
第
一
項
の
規

定
に
も
と
づ
き
、
埋
蔵
物
の
発
見
届
（
埋
蔵
文

化
財
発
見
通
知
書
ほ
か
）
を
所
轄
警
察
署
長
に

提
出
す
る
。
警
察
署
長
は
文
化
財
保
護
法
第
百

一
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
の
都
道
府
県
の
教
育

委
員
会
等
に
物
件
を
提
出
し
、
次
い
で
第
百
二

条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
等

は
鑑
査
を
行
い
、
文
化
財
と
し
て
の
認
定
を
行

う
。
通
知
書
の
も
と
に
な
る
出
土
文
化
財
保
管

証
に
は
遺
物
の
数
量
（
遺
物
箱
の
数
で
表
記
）

と
保
管
場
所
の
記
入
欄
が
あ
る
。

　

体
験
を
も
と
に
す
る
一
文
を
寄
せ
る
に
あ
た

り
、恐
縮
だ
が
自
身
の
関
わ
り
を
示
し
て
お
く
。

私
は
１
９
７
９
年
に
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研

究
所
に
嘱
託
で
採
用
さ
れ
て
、
数
年
後
に
正
規

職
員
と
な
る
。
38
年
間
の
勤
務
の
う
ち
通
算
７

年
間
は
附
属
博
物
館
学
芸
員
、
大
半
は
調
査
課

で
発
掘
調
査
に
従
事
し
た
。
な
の
で
、
数
知
れ

ず
発
見
届
の
起
案
と
な
る
稟
議
書
を
作
成
し

た
。
保
管
場
所
の
欄
に
は
迷
わ
ず
「
奈
良
県
立

橿
原
考
古
学
研
究
所
収
蔵
庫
」
と
記
し
た
。

　

バ
ブ
ル
経
済
に
よ
る
開
発
が
奈
良
に
も
及
ん

で
い
た
１
９
８
５
～
88
年
の
２
年
半
に
限
っ
て

は
、県
教
育
委
員
会
の
文
化
財
保
存
課
（
当
時
）

に
勤
務
し
て
出
土
品
の
文
化
財
認
定
を
業
務
の

ひ
と
つ
と
し
た
。
も
っ
と
も
、
一
覧
と
な
る
書

類
に
目
通
し
を
し
て
自
身
の
職
位
の
枠
に
押
印

す
る
だ
け
で
、
保
管
場
所
に
出
向
い
て
遺
物
箱

に
入
る
土
器
や
瓦
な
ど
を
実
際
に
精
査
す
る
わ

け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
書
類
の
内
容
に
信
頼

を
お
い
た
の
は
、
調
査
終
了
届
、
発
見
届
を
作

成
し
た
自
治
体
等
の
職
員
も
、
多
く
が
考
古
学

を
専
門
に
学
ん
だ
人
材
で
あ
り
、
記
入
内
容
に

科
学
上
の
根
拠
が
担
保
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し

て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

　

そ
の
頃
、
遺
物
箱
は
橿
原
考
古
学
研
究
所
の

整
理
棟
で
も
、
う
ず
た
か
く
積
ま
れ
て
い
て
、

若
輩
が
多
量
の
遺
物
箱
を
発
掘
現
場
か
ら
搬
入

し
た
際
に
は
「
持
っ
て
帰
っ
て
く
る
か
ら
、
置

き
場
に
困
る
」
と
冗
談
と
も
、
苦
言
と
も
、
ま

た
指
導
と
も
判
断
が
つ
か
な
い
言
葉
を
上
司
か

ら
投
げ
ら
れ
な
が
ら
、
保
管
場
所
の
隙
間
を
な

ん
と
か
空
け
て
貰
っ
て
い
た
。
要
は
、
組
織
の

上
か
ら
下
ま
で
、
研
究
職
も
事
務
職
も
遺
物
収

蔵
庫
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
た
。
現
場
か
ら
持

ち
帰
り
、
保
管
場
所
を
明
記
し
て
警
察
と
県
庁

に
提
出
し
た
書
類
に
記
さ
れ
た
出
土
品
は
所
有

者
が
判
明
し
な
い
の
が
ふ
つ
う
、
法
定
期
間
が

過
ぎ
て
文
化
財
認
定
さ
れ
た
後
の
所
有
権
は
ま

ず
国
庫
に
帰
属
し
、
廃
棄
さ
れ
な
い
こ
と
が
前

提
の
１
９
９
０
年
代
前
半
で
あ
っ
た
。
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認
定
作
業
に
関
わ
っ
て
い
た
文
化
財
保
存
課

勤
務
の
頃
、
文
化
庁
が
各
都
道
府
県
の
埋
蔵
文

化
財
行
政
の
担
当
者
を
東
京
に
集
め
て
、
現
状

の
課
題
や
将
来
の
方
針
を
説
く
会
議
が
あ
っ

た
。
文
化
庁
記
念
物
課
の
主
任
調
査
官
が
、
全

国
の
遺
物
箱
を
集
計
し
て
積
む
と
東
京
タ
ワ
ー

の
展
望
台
（
メ
イ
ン
デ
ッ
キ
が
高
さ
約
１
５
０

ｍ
、
ト
ッ
プ
デ
ッ
キ
が
高
さ
約
２
５
０
ｍ
）
に

到
達
す
る
と
説
明
し
た
。
こ
こ
か
ら
先
は
自
身

の
理
解
な
の
で
誤
っ
た
認
識
か
も
し
れ
な
い

が
、
遺
物
箱
の
数
量
は
膨
大
で
保
管
場
所
の
確

保
に
対
す
る
課
題
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
比
喩
と

し
て
可
視
的
な
表
現
が
可
能
な
範
囲
だ
か
ら
各

自
治
体
で
は
、
公
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
を

国
庫
補
助
金
な
ど
用
い
て
建
設
す
る
よ
う
に
と

促
す
講
話
で
あ
っ
た
と
理
解
し
た
。
公
立
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
は
、収
蔵
施
設
が
備
わ
る
。

１
９
８
８
年
度
ま
で
で
全
国
40
館
の
建
設
が

あ
っ
た
と
い
う
。
文
化
庁
の
担
当
官
は
文
化
財

認
定
に
即
し
て
、「
廃
棄
」
処
分
な
ど
が
起
き

な
い
よ
う
保
護
へ
の
矜
持
を
保
つ
よ
う
に
と
、

全
国
の
埋
蔵
文
化
財
担
当
者
を
あ
る
意
味
で
鼓

舞
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
の
10
年
後
、
各
自
治
体
の
遺
物
箱
（
長
さ

60
㎝
、
幅
40
㎝
、
深
さ
15
㎝
の
コ
ン
テ
ナ
に
換

算
）
は
４
５
９
万
個
に
達
す
る
。
そ
の
う
ち
整

理
棚
に
収
納
さ
れ
た
も
の
は
１
９
１
万
個
で
、

そ
れ
以
外
は
暫
定
的
な
保
管
施
設
か
、
屋
外
に

積
ま
れ
て
い
る
か
と
な
る
。
１
９
９
７
年
２
月

に
文
化
庁
は
、
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
体
制
等

の
整
備
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究
委
員
会
（
１

９
９
４
年
10
月
設
置
）
の
第
２
次
報
告
と
な
る

「
出
土
品
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
報
告
）」
を
示

し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
同
年
８
月
13
日
に
「
出

土
品
の
取
扱
い
に
関
す
る
指
針
」
を
長
官
が
裁

定
、同
日
付
で
「
出
土
品
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」

（
庁
保
記
第
１
８
２
号
）
を
次
長
名
に
よ
り
都

道
府
県
教
育
長
あ
て
に
通
知
し
た
。

　

調
査
研
究
委
員
会
に
よ
る
１
９
９
７
年
「
報

告
」
の
第
２
章
「
将
来
に
わ
た
り
保
存
・
活
用

す
べ
き
出
土
品
の
選
択
」
に
は
、
冒
頭
に
地
方

公
共
団
体
に
お
い
て
出
土
品
の
保
管
・
管
理
を

含
む
取
り
扱
い
に
苦
慮
す
る
現
状
が
示
さ
れ
、

課
題
の
克
服
の
た
め
に
は
、出
土
品
を
「
選
択
」

す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
必
要
が
あ
る
と

し
た
。
す
な
わ
ち
、
記
録
を
と
る
の
み
で
保
管

は
行
わ
な
い
具
体
例
と
し
て
、
近
世
以
降
の
瓦

や
井
戸
枠
、
木
樋
、
さ
ら
に
は
古
墳
の
葺
石
、

石
室
の
石
材
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、「
選
択
」
の

基
準
を
「
将
来
に
わ
た
り
文
化
財
と
し
て
保
存

を
要
し
、
活
用
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
基
準
と
し
て
選
択
を

行
い
」
と
す
る
。
次
い
で
「
選
択
」
を
行
う
時

期
と
対
象
に
も
言
及
す
る
。
①
発
掘
調
査
現
場

で
「
選
択
」
し
て
、
持
ち
帰
ら
な
い
。
先
に
上

司
の
言
葉
に
あ
っ
た
選
択
は
発
掘
担
当
者
が
現

地
判
断
し
て
い
る
と
い
う
事
情
に
通
底
す
る
。

②
問
題
は
「
選
択
」
が
、
整
理
作
業
段
階
で
保

存
さ
れ
た
出
土
品
に
も
必
要
に
応
じ
て
可
能
と

な
る
こ
と
に
言
及
し
た
こ
と
だ
っ
た
。「
選
択
」

の
結
果
、「
保
管
・
管
理
を
要
し
な
い
も
の
と

さ
れ
た
出
土
品
に
つ
い
て
は
廃
棄
そ
の
他
の
処

分
を
行
う
こ
と
と
な
る
」
と
明
記
し
た（

１
）。

　

当
時
、
職
場
内
で
こ
の
報
告
、
指
針
、
通
知

が
話
題
に
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
も
実
際
は
近
世
の
遺
物
や
そ
の
構
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成
材
を
選
別
す
る
も
の
で
、
古
代
や
中
世
遺
跡

か
ら
の
出
土
品
が
対
象
に
あ
る
わ
け
で
も
な

い
。
近
世
の
遺
跡
の
解
明
を
主
目
的
に
し
た
発

掘
調
査
が
起
き
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

の
で
、
奈
良
県
の
埋
蔵
文
化
財
行
政
に
は
直
接

的
影
響
は
な
い
だ
ろ
う
と
説
明
が
あ
り
、
自
身

も
今
回
の
博
物
館
資
料
の
廃
棄
を
可
能
と
す
る

国
の
方
針
が
提
示
さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
件
は
ほ

ぼ
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
今
回
、
改
正
さ
れ
た
「
博
物
館
の
設

置
及
び
運
営
上
の
望
ま
し
い
基
準
」（
資
料
の

収
集
、
保
管
等
）
第
六
条
に
は
第
二
項
が
加
え

ら
れ
た
。
博
物
館
資
料
の
再
評
価
の
結
果
に
交

換
、
譲
渡
、
貸
与
、
返
却
、
そ
し
て
「
廃
棄
」

等
が
あ
が
る
。
そ
の
要
因
の
ひ
と
つ
に
収
蔵
庫

問
題
が
あ
り
、
課
題
の
克
服
と
し
て
博
物
館
資

料
の
「
選
択
」
が
持
ち
出
さ
れ
、
選
択
は
「
将

来
的
な
整
備
及
び
発
展
的
な
活
用
」
に
向
け
た

も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
現
状
に
対
し
て
「
選

択
」
を
行
い
、
そ
の
基
準
は
将
来
に
「
活
用
」

さ
れ
る
も
の
か
を
問
う
。「
廃
棄
そ
の
他
の
処

分
」
と
す
る
図
式
に
１
９
９
７
年
「
報
告
」
と

の
共
通
性
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　

ひ
と
つ
、
前
述
①
に
か
か
る
「
選
択
」
の
判

断
を
発
掘
調
査
担
当
者
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と

が
あ
る
。
２
０
１
４
年
11
月
に
新
た
に
見
つ

か
っ
た
明
日
香
村
小こ

山や
ま

田だ

古
墳
は
、
県
立
養
護

学
校
の
校
舎
建
て
替
え
を
原
因
と
す
る
緊
急
調

査
で
あ
っ
た
。
検
出
遺
構
を
め
ぐ
り
、
多
彩
な

見
解
が
提
出
さ
れ
た
が
南
辺
１
０
０
ｍ
に
及
ぶ

飛
鳥
時
代
最
大
の
方
墳
で
あ
る
と
数
度
の
調
査

を
経
て
判
明
し
た
。
墳
丘
を
構
成
す
る
石
材
が

多
量
に
掘
り
割
り
底
に
落
下
し
て
お
り
、
現
場

で
は
原
位
置
を
遊
離
し
た
石
材
が
ト
レ
ン
チ
脇

に
丁
寧
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
調
査
が
終

わ
り
撤
収
と
な
っ
た
時
に
研
究
所
へ
持
ち
帰
る

か
、ど
う
か
、判
断
が
要
る
。
適
正
な
問
い
だ
っ

た
。
組
織
の
保
存
施
設
や
保
管
体
制
は
１
９
８

０
年
代
か
ら
は
、
は
る
か
に
改
善
さ
れ
て
い
た

が
、
遺
構
か
ら
遊
離
の
石
材
と
な
れ
ば
、
一
、

二
点
を
選
ん
で
他
は
現
地
の
地
中
に
戻
す
判
断

も
「
選
択
肢
」
の
ひ
と
つ
だ
し
、
遺
物
箱
に
入

れ
て
持
っ
て
帰
る
「
選
択
肢
」
も
あ
る
。
現
地

で
の
「
選
別
」
に
逡
巡
が
あ
っ
た
が
、
研
究
所

写真２　�小山田古墳調査撤収前�
（落下石材の現地整理・集積）

写真１　�小山田古墳調査中�
（墳丘構築石材の落下状態）
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に
保
管
す
る
選
択
を
指
示
し
た
。
遺
物
箱
は
４

５
５
箱
と
な
り
、
う
ち
土
器
類
は
数
箱
で
大
半

が
石
材
で
あ
る
。
附
属
博
物
館
で
壇
状
積
み
の

墳
丘
を
も
つ
小
山
田
古
墳
の
復
元
展
示
が
行
わ

れ
る
「
活
用
」
機
会
が
な
い
も
の
か
と
願
っ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
逡
巡
の
時
点
で
そ
の
よ
う

な
気
の
利
い
た
持
ち
帰
り
の
理
由
な
ど
思
い
つ

か
な
い
。
た
だ
、
モ
ノ
に
備
わ
る
将
来
の
研
究

や
展
示
の
可
能
性
を
ご
く
少
数
の
者
が
即
時
に

判
断
し
な
い
。
そ
も
そ
も
出
来
な
い
と
い
う
思

い
を
矜
持
と
し
て
い
た
。

　

さ
て
、
２
０
０
６
年
に
観
光
立
国
推
進
基
本

法
が
制
定
さ
れ
た
。
官
邸
主
導
に
よ
る
と
仄
聞

す
る
が
、
第
一
三
条
に
「
国
は
、
観
光
資
源
の

活
用
に
よ
る
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
魅
力
あ

る
観
光
地
の
形
成
を
図
る
た
め
、
史
跡
、
名
勝
、

天
然
記
念
物
等
の
文
化
財
、
歴
史
的
風
土
、
優

れ
た
自
然
の
風
景
地
、
良
好
な
景
観
、
温
泉
そ

の
他
文
化
、
産
業
等
に
関
す
る
観
光
資
源
の
保

護
、
育
成
及
び
開
発
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る

も
の
と
す
る
」
と
あ
る
。
文
化
財
を
観
光
資
源

と
す
る
政
治
や
経
済
分
野
の
国
家
戦
略
を
法
律

と
し
て
明
文
化
し
た
も
の
だ
と
い
う（

２
）。

　

波
及
効
果
と
し
て
博
物
館
の
収
蔵
資
料
を
活

用
す
る
こ
と
で
観
光
施
策
を
造
成
し
、
集
客
を

図
る
こ
と
へ
の
期
待
が
あ
る
こ
と
を
私
は
否
定

し
な
い
。
予
算
が
得
ら
れ
た
な
ら
ば
、
学
芸
員

は
懸
命
に
応
え
る
こ
と
も
心
得
だ
と
思
う
が
、

今
回
、
博
物
館
資
料
の
廃
棄
を
め
ぐ
る
問
題
に

使
わ
れ
た
「
選
択
」
は
稼
げ
る
文
化
財
以
外
は

価
値
が
な
い
と
い
う
国
家
の
観
光
戦
略
に
影
響

さ
れ
て
発
せ
ら
れ
て
い
な
い
か
。

　

２
０
２
４
年
７
月
、
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館

の
展
示
室
を
一
時
休
止
す
る
と
発
表
し
た
奈
良

県
知
事
は
、
博
物
館
資
料
の
廃
棄
を
検
討
す
る

こ
と
に
つ
い
て
も
言
及
を
し
た
。
例
え
ば
、
東

山
中
や
吉
野
山
中
に
あ
っ
た
民
俗
資
料
が
、
な

ぜ
遠
く
離
れ
た
矢
田
丘
陵
の
県
立
民
俗
博
物
館

に
収
集
さ
れ
た
か
、
原
点
に
立
ち
帰
っ
て
考
え

た
だ
ろ
う
か
。
考
古
学
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、

民
俗
資
料
も
現
地
の
村
々
の
生
活
空
間
に
あ
る

こ
と
が
本
来
で
あ
る
。
遺
跡
、
遺
構
か
ら
遊
離

し
た
遺
物
に
置
き
換
え
て
み
る
も
の
だ
が
、
現

地
に
あ
っ
て
こ
そ
と
い
う
本
来
的
価
値
が
喪
失

し
た
の
は
、
高
度
経
済
成
長
を
経
て
都
市
部
へ

の
労
働
人
口
の
集
中
が
起
こ
っ
た
こ
と
に
あ

る
。
地
方
を
切
り
捨
て
て
衰
退
を
放
置
し
て
来

た
「
政
治
」
に
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

経
済
成
長
の
ひ
ず
み
を
示
す
「
証
」
が
現
地
を

離
れ
た
民
俗
資
料
で
あ
り
、
ひ
ず
み
の
大
き
さ

が
そ
の
数
量
に
可
視
化
さ
れ
て
い
る
。
都
市
へ

の
集
中
に
政
治
の
誤
り
を
認
め
る
な
ら
ば
設
置

者
や
国
は
、
過
去
の
反
省
の
「
素
材
」
と
し
て

民
俗
資
料
を
将
来
に
わ
た
り
保
管
し
、
活
用
す

る
責
を
果
た
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

註（
１
）�

佐
久
間
豊　

１
９
９
７
「
出
土
品
選
択

に
関
す
る
一
視
点
」『
考
古
学
研
究
』
１

７
５　

考
古
学
研
究
会

木
許
守　

２
０
２
２
「
出
土
文
化
財
の

管
理
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題
」『
龍
谷
大

学
論
集
』
４
９
８　

龍
谷
学
会

（
２
）�

岩
﨑
奈
緒
子　

２
０
２
０
「
博
物
館
・

美
術
館
の
ミ
ラ
イ
」『
博
物
館
と
文
化
財

の
危
機
』
人
文
書
院

　

※�

な
お
、
文
化
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
は
省
略
。
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「
廃
棄
」
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

　
―
文
化
政
策
と
博
物
館
―

中
村
茂
生

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

地
域
文
化
計
画
）

　
“
博
物
館
の
設
置
及
び
運
営
上
の
望
ま
し
い

基
準
［
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
文
部
科
学
省

告
示
第
六
十
九
号
］”（
望
ま
し
い
基
準
）
に
、

「
廃
棄
」
と
い
う
文
言
が
は
い
る
か
ど
う
か
を

め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
、
新
聞
・
雑
誌
の
記
事

や
公
開
さ
れ
た
会
議
で
の
や
り
と
り
を
追
い
か

け
て
き
た
。

　
「
廃
棄
」
の
二
文
字
に
よ
っ
て
、
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
関
係
者
の
間
に
あ
る
考
え
方
の
違
い
が
見

え
て
く
る
の
を
興
味
深
く
思
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

ど
ち
ら
の
主
張
も
、
博
物
館
の
あ
り
方
や
将
来

を
真
剣
に
考
え
る
中
か
ら
出
て
き
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
有
意
義
な
議
論
に

な
っ
て
い
た
と
思
う
。
自
分
が
仕
事
で
関
わ
っ

て
き
た
施
設
だ
が
、
い
っ
て
み
れ
ば
い
つ
の
間

に
か
当
た
り
前
に
社
会
の
中
に
あ
っ
た
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る
よ
い
き
っ

か
け
を
も
ら
っ
た
と
ま
ず
感
じ
て
い
る
。

　

地
方
部
に
い
て
、
長
く
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
周
辺

で
仕
事
を
し
て
き
た
。
現
在
私
は
、
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
、
図
書
館
等
文
化
施
設
の
支
援
を
活
動
内

容
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
所
属
し

て
い
る
。
自
主
企
画
の
立
案
、
運
営
に
携
わ
る

ほ
か
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
行
政
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

委
託
さ
れ
た
業
務
を
、
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
と

し
て
請
け
負
っ
て
作
業
に
あ
た
っ
て
い
る
。
仕

事
相
手
は
、
公
立
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
自
治
体
、

私
設
博
物
館
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
持
つ
個
人
、

団
体
な
ど
幅
広
い
。
課
題
も
多
い
が
、
予
算
の

制
約
が
あ
り
、
学
芸
員
さ
ん
た
ち
は
み
な
多
忙

な
中
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運
営
に
少
し
は
貢

献
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
本
流
か
ら
は
少
し
ず
れ
た

場
所
か
ら
、「
廃
棄
」
を
め
ぐ
る
議
論
は
ど
の

よ
う
に
見
え
た
の
か
、
そ
れ
を
ど
う
受
け
止
め

た
か
記
し
て
み
た
い
。

　

尚
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
で
き
た
資
料

を
も
と
に
、「
廃
棄
」
文
言
が
は
い
っ
た
経
緯

等
に
つ
き
整
理
し
、
末
尾
に
附
記
と
し
て
お
い

た
。

　

日
本
の
行
政
は
、１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
（
Ｎ
Ｐ
Ｍ
）
の
手
法
を
取
り
入
れ
は
じ
め

た
と
さ
れ
る
。
国
鉄
な
ど
の
民
営
化
や
独
立
行

政
法
人
制
度
な
ど
が
そ
の
代
表
例
と
み
な
さ
れ

て
い
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｍ
は
新
自
由
主
義
と
親
和
性
の
高
い
手

法
と
さ
れ
、
簡
単
に
い
え
ば
、
競
争
と
成
果
主

義
を
重
視
す
る
民
間
の
経
営
の
考
え
方
と
手
法

を
行
政
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で

は
住
民
は
顧
客
と
な
り
、
経
費
を
抑
え
つ
つ
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
最
大
化
す
る
こ
と
が
目
的

と
さ
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
日
本
独
自
の
も
の
で
は
な
い
。
起

源
を
た
ど
れ
ば
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
、
サ
ッ

チ
ャ
ー
首
相
と
い
う
懐
か
し
い
名
前
に
た
ど
り

つ
く
。
１
９
７
０
年
代
の
財
政
危
機
と
非
効
率

的
な
大
き
な
政
府
の
行
き
詰
ま
り
が
そ
の
背
景

に
あ
っ
た
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
平
成
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15
年
に
は
じ
ま
る
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
制

度
が
そ
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

令
和
５
年
の
博
物
館
法
改
正
か
ら
令
和
８
年

度
の
望
ま
し
い
基
準
改
正
の
内
容
を
み
る
と
、

Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
考
え
方
を
よ
り
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が

意
図
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
分
か
り
や

す
い
の
は
、
望
ま
し
い
基
準
第
三
条
（
博
物
館

の
経
営
）
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
だ
。

　

望
ま
し
い
基
準
は
、
文
化
庁
博
物
館
振
興
室

が
事
務
局
を
つ
と
め
た
文
化
審
議
会
文
化
施
設

部
会
博
物
館
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
２
０
２

５
年
２
月
６
日
～
２
０
２
６
年
２
月
24
日
）
２

期
計
８
回
の
審
議
を
踏
ま
え
て
作
成
さ
れ
た
。

　

第
２
期
第
１
回
（
２
０
２
５
年
５
月
20
日
）

の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
座
長
か
ら
、

第
三
条
で
「
経
営
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
意
味

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
そ
の
や
り
と
り
の
中

で
事
務
局
は
、
発
言
者
の
個
人
的
な
見
解
と

断
っ
た
上
で
ニ
ュ
ー
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い

る
。
事
務
局
も
認
め
る
通
り
第
三
条
自
体
は
資

金
に
偏
っ
て
は
い
る
が
、こ
こ
で
い
う
経
営
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
考
え
方
に
た
っ
た
、
目
的
を
達
成
す

る
た
め
の
経
営
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
と
い
う
意

味
だ
ろ
う
。
実
際
、
設
置
目
的
と
使
命
（
ミ
ッ

シ
ョ
ン
）
を
明
確
に
し
た
上
で
基
本
的
運
営
方

針
を
策
定
し
、
そ
の
方
針
を
踏
ま
え
た
中
期
計

画
お
よ
び
年
度
ご
と
の
事
業
計
画
を
策
定
し
て

公
表
す
る
、
そ
の
際
評
価
に
係
る
適
切
な
指
標

（K
.P.I.

）
を
設
定
す
る
、
活
動
の
成
果
（
ア
ウ

ト
カ
ム
）を
評
価
の
対
象
と
す
る
こ
と
な
ど
は
、

い
ず
れ
も
Ｎ
Ｐ
Ｍ
か
ら
出
て
き
た
も
の
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
博
物
館

行
政
の
中
で
特
に
目
新
し
い
言
葉
で
は
な
い

が
、
Ｎ
Ｐ
Ｍ
的
な
「
経
営
体
」
と
し
て
の
博
物

館
と
い
う
方
向
性
の
下
で
い
ず
れ
も
再
整
理
さ

れ
、
強
化
さ
れ
た
よ
う
に
み
え
る
。

　
「
博
物
館
の
収
集
方
針
に
関
す
る
調
査
研
究
」

（
令
和
７
年
３
月
）
で
改
め
て
確
認
さ
れ
た
と

お
り
、
日
本
中
の
多
く
の
博
物
館
が
収
蔵
庫
の

限
界
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
の
改
正

は
、
当
然
そ
う
し
た
現
状
に
処
方
箋
を
提
供
で

き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

問
題
解
決
の
た
め
に
は
、
収
蔵
庫
を
増
設
す

る
か
、収
蔵
品
を
「
処
分
」
す
る
こ
と
で
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
す
る
し
か
な
い
。
望
ま
し
い
基
準
で

は
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
収
蔵
庫
を
増
設
せ
よ

と
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
第
二
条
の
設
置
者

の
努
め
に
お
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
収
蔵
庫
の
増
設
が
選
択
肢
に
な
い
場
合

の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
の
が
、「
廃
棄
」
文
言

が
は
い
っ
た
第
六
条
二
項
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
文
化
庁
も
、「
廃
棄
」
文
言
を
入
れ
た
理

由
を
「
処
分
規
定
が
な
く
困
っ
て
い
る
施
設
を

念
頭
に
置
い
た
も
の
」（
２
０
２
６
年
１
月
10

日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
）
と
し
て
い
る
。
収
蔵
庫
に

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、「
廃
棄
」

を
含
む
所
蔵
資
料
の
「
処
分
」
が
で
き
る
道
筋

を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
。

　

収
蔵
庫
問
題
の
原
因
だ
と
さ
れ
て
い
る
の
が

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
の
欠
如
で
あ
る
。
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に

は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成
す
る

た
め
の
基
本
的
方
針
を
持
つ
「
経
営
体
」
と
し

て
、
博
物
館
が
位
置
づ
け
な
お
さ
れ
る
必
要
が
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あ
る
。
基
本
的
方
針
の
中
に
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
ポ
リ
シ
ー
が
規
程
を
さ
だ
め
て
は
じ
め
て

「
廃
棄
」
と
い
う
選
択
肢
も
可
能
に
な
る
。

　

博
物
館
を
「
経
営
体
」
と
み
る
。
こ
こ
は
、

「
廃
棄
」
文
言
自
体
に
比
べ
る
と
注
目
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
大
き
な
転
回
点
で
は
な
か
っ
た
だ

ろ
う
か
。
そ
う
思
っ
て
議
事
録
を
読
む
と
、
質

問
を
通
し
て
、
座
長
が
事
務
局
の
覚
悟
を
確
認

し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

の
時
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
関
係
者
の
大
半
が
、

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
反
対
だ
っ
た
。
そ
も

そ
も
相
性
が
よ
く
な
い
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
も
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
手
法
を
博
物
館
行
政
に

取
り
入
れ
る
流
れ
は
、
こ
こ
ま
で
着
実
に
続
い

て
き
た
。
そ
の
間
、
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
考
え
方
は
社
会

全
体
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
指
定
管

理
者
制
度
に
反
対
し
た
関
係
者
も
第
一
線
を
退

い
て
、気
が
つ
け
ば
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
界
隈
で
も
、

そ
の
流
れ
に
逆
ら
お
う
と
す
る
方
が
少
数
派
に

な
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｍ
が
出
て
き
た
背
景
を
考

え
れ
ば
、
す
で
に
か
な
り
長
期
間
経
済
的
に
厳

し
い
状
況
に
あ
る
日
本
の
中
に
あ
っ
て
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
け
に
特
別
な
規
準
が
適
用
さ

れ
る
は
ず
も
な
い
。
議
事
録
で
や
り
と
り
を
確

認
し
た
限
り
で
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

メ
ン
バ
ー
の
間
に
も
、
こ
の
流
れ
自
体
は
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
み
え
た
。

　

望
ま
し
い
基
準
に
つ
い
て
議
論
が
は
じ
ま
る

前
に
、
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
（
県
民
博
）
所

蔵
資
料
の
「
廃
棄
」
に
関
わ
る
問
題
が
あ
っ
た
。

適
正
な
管
理
に
向
け
資
料
の
総
点
検
を
行
う
た

め
に
県
民
博
の
展
示
室
公
開
を
一
時
休
止
す
る

と
い
う
発
表
と
、
そ
の
際
の
知
事
の
発
言
が

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
関
係
者
の
間
で
反
響
を
呼
び
、

そ
の
後
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
一
般
向
け
の
メ
デ
ィ

ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
大
き
な
話
題
と
な
っ

た
（
附
記
参
照
）。

　

２
０
２
３
年
に
当
選
し
た
知
事
の
公
約
に

は
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理
経
費
や
運
用
の
無

駄
の
見
直
し
が
含
ま
れ
て
い
る
。
展
示
室
公
開

休
止
は
、
適
正
で
は
な
い
管
理
の
た
め
に
収
蔵

庫
が
満
杯
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
県
民

博
の
状
況
へ
の
対
応
で
あ
り
、
公
約
通
り
に
行

動
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

知
事
の
発
言
や
措
置
の
内
容
を
み
れ
ば
、
Ｎ

Ｐ
Ｍ
の
考
え
方
に
沿
っ
た
政
策
で
あ
っ
た
こ
と

は
容
易
に
理
解
で
き
る
。

　

そ
の
後
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン

博
物
館
の
展
示
に
物
申
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

で
だ
い
ぶ
ん
色
あ
せ
た
も
の
の
、
公
立
博
物
館

に
及
ぼ
す
首
長
の
力
を
再
認
識
す
る
一
件
で
も

あ
っ
た
。
発
言
の
刺
激
が
強
す
ぎ
た
の
と
、
所

蔵
資
料
大
量
廃
棄
の
方
針
が
性
急
に
見
え
る
こ

と
で
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
お
き
た
が
、
方
向
性
は

望
ま
し
い
基
準
の
改
正
と
違
い
は
な
い
。

　

先
回
り
し
て
使
っ
た
が
、
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
表
現
は
、
国
が
博
物
館
資
料
の
「
処
分
」

（
委
員
の
意
見
を
踏
ま
え
て
「
廃
棄
」
ほ
か
の

言
葉
に
置
き
換
え
ら
れ
た
）
を
推
進
し
よ
う
と

し
て
い
る
と
受
け
取
ら
れ
た
ら
、
博
物
館
関
係

者
の
間
で
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
お
き
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員
の
発

言
の
中
で
見
つ
け
た
。

　

奈
良
の
問
題
に
対
す
る
反
発
は
、
ま
さ
に
ハ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
み
え
た
。
議
事
録
や
配
布
資
料
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で
見
る
限
り
奈
良
の
問
題
へ
の
直
接
の
言
及
は

な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
奈
良
の
よ
う
な
騒
動
を

避
け
る
た
め
に
、
い
っ
そ
う
慎
重
で
入
念
な
議

論
が
行
わ
れ
た
よ
う
に
み
え
る
。

　

そ
れ
で
も
ち
ょ
っ
と
し
た
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

お
き
た
の
は
、
い
っ
た
ん
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ

た
資
料
は
永
遠
に
保
管
さ
れ
る
も
の
だ
と
広
く

思
わ
れ
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
請

わ
れ
る
に
し
ろ
頼
み
込
む
に
し
ろ
、
手
許
の
資

料
を
博
物
館
に
託
す
際
に
は
、
そ
の
価
値
が
い

つ
か
再
評
価
さ
れ
て
廃
棄
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
と
は
考
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
法

の
不
遡
及
と
い
う
考
え
方
は
適
用
さ
れ
な
い
の

か
、
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
あ
る
。

す
で
に
亡
く
な
っ
た
方
も
含
め
、
博
物
館
に
資

料
を
託
し
て
来
た
人
び
と
の
代
弁
者
の
立
場
に

立
た
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
博
物
館
関
係
者
か
ら

反
発
が
お
き
る
の
は
当
然
に
思
え
る
。

　

ア
メ
リ
カ
自
然
史
博
物
館
の
フ
ラ
ン
ツ
・
ボ

ア
ズ
の
展
示
室
の
扱
い
を
思
い
浮
か
べ
つ
つ
、

も
う
一
点
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
私
が
思
う
の

は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
収
集
行
為
は
、
そ
れ
自

体
が
歴
史
の
一
コ
マ
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
例

え
ば
同
じ
農
具
が
複
数
収
集
さ
れ
て
い
る
理
由

は
、
そ
の
差
異
の
研
究
に
よ
っ
て
地
域
性
が
明

ら
か
に
で
き
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
は
ず
だ
。

　

こ
れ
か
ら
日
本
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
改
正

さ
れ
た
望
ま
し
い
基
準
の
考
え
方
、
つ
ま
り
Ｎ

Ｐ
Ｍ
に
沿
っ
て
整
備
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
Ｎ

Ｐ
Ｍ
自
体
す
で
に
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
新
し
い
段

階
に
は
い
っ
て
い
て
、
市
民
の
参
加
や
協
働
が

重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
望
ま
し
い

基
準
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る「
多
様
な
関
係
者
」

と
い
う
表
現
に
は
、
す
で
に
そ
の
視
点
が
は

い
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
収
蔵
庫
問
題
が
解
決
す
る
か

ど
う
か
は
別
に
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
発
展
形
に

沿
っ
て
整
備
さ
れ
た
未
来
の
日
本
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
に
は
期
待
し
た
い
。
私
の
所
属
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
出
番
も
増
え
る
は
ず
だ
。
そ
の
時
、「
多

様
な
関
係
者
」
の
中
に
、
博
物
館
が
永
遠
に
資

料
を
保
管
す
る
施
設
だ
と
信
じ
て
資
料
を
託
し

た
人
に
も
は
い
っ
て
い
て
欲
し
い
。

　

た
だ
個
人
的
に
は
、「
経
営
体
」
と
し
て
計

画
に
沿
っ
て
整
え
ら
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
、

そ
も
そ
も
私
が
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
感
じ
て
い
た

魅
力
は
残
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
は
感
じ
る
。

　
『Shapes of W

onder

』（
村
松
桂 

国
書
刊

行
会 

２
０
２
６
年
）と
い
う
写
真
集
が
あ
る
。

そ
こ
に
次
の
よ
う
な
紹
介
文
が
付
け
ら
れ
て
い

る
。“
60
年
超
の
時
を
経
た
―
―
・
博
物
館
の

全
剝
製
・
暗
闇
に
浮
か
ぶ
ヴ
ン
ダ
ー
カ
ン
マ
ー
・

モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
８
０
１
体
。”

私
が
い
う
の
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
こ
う
い
う

写
真
集
を
生
み
出
さ
せ
る
魅
力
の
こ
と
だ
。

　

そ
こ
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
気
が
す
る

が
、
そ
も
そ
も
文
化
芸
術
は
国
だ
け
が
支
え
て

き
た
も
の
で
は
な
い
し
、望
ま
し
い
基
準
や「
文

化
等
の
正
し
い
理
解
」
と
は
関
係
な
い
と
こ
ろ

で
活
動
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
こ
れ
か
ら
も
数

多
存
在
し
続
け
る
と
思
え
ば
、
心
配
す
る
こ
と

は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
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附
記

奈
良
県
「
奈
良
モ
デ
ル
」

　

２
０
２
４
年
７
月
10
日
の
定
例
記
者
会
見

で
、
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
（
県
民
博
）
の
展

示
室
公
開
を
同
16
日
か
ら
一
時
休
止
す
る
と
発

表
し
た
山
下
真
知
事
は
、「
同
様
の
農
機
具
を

保
管
し
続
け
る
意
味
は
何
か
」「
明
確
な
ル
ー

ル
の
も
と
価
値
あ
る
も
の
の
み
残
し
、
そ
れ
以

外
は
廃
棄
も
含
め
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と

述
べ
た
。

　

こ
の
発
言
に
対
し
、
７
月
18
日
に
日
本
民
具

学
会
が
声
明
を
発
出
、
最
終
的
に
19
学
術
団
体

が
賛
同
し
た
。
知
事
は
報
道
に
対
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

識
者
の
見
解
（
７
月
19
日
の
ネ
ッ
ト
記
事
）
を

引
用
し
過
去
の
県
民
博
・
学
芸
員
の
あ
り
方
を

批
判
、
議
論
は
急
速
に
拡
大
し
た
。
さ
ら
に
７

月
30
日
の
会
見
で
は
、
約
４
万
５
０
０
０
点
の

全
資
料
に
つ
い
て
①
３
Ｄ
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
化
、
②
収
集
・
保
存
ル
ー
ル
の
策

定
、
③
多
様
な
主
体
に
よ
る
保
存
・
活
用
の
推

進
を
示
し
つ
つ
、
収
蔵
庫
の
拡
張
は
行
わ
な
い

方
針
を
表
明
し
た
。
加
え
て
、３
Ｄ
化
後
に「
現

物
に
つ
い
て
は
市
町
村
や
民
間
へ
の
引
取
り
を

求
め
、
引
取
り
手
が
な
い
も
の
に
限
っ
て
や
む

を
得
ず
廃
棄
」
す
る
「
奈
良
モ
デ
ル
」
を
提
示

し
た
。
２
０
２
５
年
３
月
『
奈
良
県
立
民
俗
博

物
館
研
究
紀
要
』
25
、同
年
５
月
『
民
具
研
究
』

１
６
８
、
２
０
２
５
年
12
月
『
京
都
府
立
大
学

学
術
報
告 

人
文
』
77
に
関
連
報
告
が
掲
載
さ

れ
、
検
討
委
員
会
が
終
結
す
る
２
０
２
６
年
３

月
ま
で
議
会
と
地
方
紙
が
何
度
も
こ
れ
を
取
り

上
げ
た
（
以
下
、
新
聞
・
議
会
・
県
事
務
局
・

文
化
庁
が
公
開
し
た
情
報
も
参
照
し
て
経
緯
を

記
す
）。

　

県
民
博
（
１
９
７
４
年
開
館
）
は
、
２
０
０

０
年
代
初
頭
の
正
規
学
芸
員
補
充
停
止
と
任
期

付
制
度
導
入
を
機
に
体
制
が
衰
退
に
転
換
し
、

２
０
０
０
年
頃
ま
で
概
ね
５
名
体
制
で
維
持
さ

れ
て
い
た
正
規
学
芸
員
は
、
２
０
１
３
年
以
降

は
１
名
、
２
０
２
０
年
以
降
は
０
名
と
な
り
、

２
０
２
２
年
に
は
任
期
付
学
芸
員
３
名
全
員
が

一
斉
退
職
。
運
営
協
議
会
も
２
０
１
８
年
以
降

開
催
さ
れ
ず
、
自
然
消
滅
し
た
。
２
０
２
３
年

５
月
に
、
山
下
知
事
（
日
本
維
新
の
会
）
が
初

当
選
す
る
と
、
同
年
に
館
外
保
管
資
料
約
３
０

０
０
点
の
う
ち
約
１
５
０
０
点
を
命
令
に
逆
ら

う
こ
と
の
で
き
な
い
新
採
の
学
芸
員
等
が
廃
棄

候
補
と
し
て
断
腸
の
思
い
で
選
別
さ
せ
ら
れ
た

と
い
う
（『
研
究
紀
要
』
25
）。
基
準
は
①
破
損
、

②
由
来
不
明
の
２
点
で
あ
っ
た
。
外
部
専
門
家

の
指
導
に
は
所
管
課
の
責
任
者
で
文
化
庁
出
向

の
調
査
官
（
保
存
科
学
）
が
同
席
し
た
と
さ
れ
、

同
年
、
約
４
万
５
０
０
０
点
の
う
ち
約
３
万
５

０
０
０
点
を
除
籍
す
る
方
針
も
所
管
課
と
博
物

館
で
立
案
さ
れ
た
。

　

２
０
２
４
年
４
月
、
開
館
50
年
目
に
し
て
初

め
て
県
民
博
は
文
化
財
担
当
課
の
所
管
と
な

り
、
同
年
７
月
に
「
奈
良
モ
デ
ル
」
が
公
表
さ

れ
た
。
そ
の
後
の
検
討
委
員
会
（
２
０
２
４
年

11
月
～
２
０
２
６
年
３
月
、
全
５
回
）
は
４
回

ま
で
非
公
開
、
議
事
録
は
概
要
の
み
、
録
音
も

消
去
さ
れ
る
な
ど
、
情
報
公
開
と
手
続
の
透
明

性
に
課
題
が
残
っ
た
。
最
終
報
告
で
は
除
籍
候

補
は
、
⑴
教
育
活
用
が
期
待
さ
れ
る
資
料
、
⑵

他
機
関
移
転
で
価
値
向
上
が
見
込
ま
れ
る
資

料
、⑶
著
し
い
損
傷
資
料
の
三
類
型
が
示
さ
れ
、
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「
譲
渡
等
を
優
先
し
廃
棄
は
最
小
限
」
と
さ
れ

た
。
し
か
し
２
０
２
６
年
３
月
30
日
に
知
事
へ

の
最
終
報
告
案
に
添
付
さ
れ
た
文
書
に
よ
れ

ば
、
当
初
の
方
針
に
は
⑷
地
域
性
が
乏
し
い
も

の
、
⑸
由
来
不
明
で
補
完
不
能
な
も
の
も
含
ま

れ
て
お
り
（
⑷
⑸
は
第
３
回
委
員
会
で
の
一
部

反
対
意
見
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
）、
今
後
の
改
定
で
は
こ
の
「
協
議
経
過
を

踏
ま
え
て
、
外
部
有
識
者
の
意
見
を
聴
取
す
る

な
ど
し
て
適
切
に
検
証
」
と
の
留
保
が
付
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
金
山
喜
昭
氏
は
外
部
専
門

家
が
「
ア
リ
バ
イ
づ
く
り
」
に
利
用
さ
れ
る
懸

念
を
表
明
し
て
い
る
（W

eb

版
『
美
術
手
帖
』

２
０
２
６
年
４
月
19
日
）。

　

検
討
委
員
会
に
は
２
０
２
３
年
の
廃
棄
選
別

に
関
与
し
た
外
部
専
門
家
が
含
ま
れ
て
い
る
と

報
道
さ
れ
て
お
り
、
外
部
専
門
家
・
外
部
有
識

者
の
中
立
性
へ
の
疑
問
も
生
じ
る
。
２
０
２
３

年
の
②
由
来
不
明
資
料
の
廃
棄
選
別
基
準
は
、

２
０
２
６
年
の
最
終
的
に
除
外
さ
れ
た
⑸
と
同

型
の
論
理
で
あ
っ
た
。

文
化
庁
「
望
ま
し
い
基
準
の
全
部
を
改
正
す
る

告
示
」

　

２
０
２
５
年
11
月
25
日
、
東
京
文
化
庁
企
画

調
整
課
博
物
館
振
興
室
は
「
博
物
館
の
設
置
及

び
運
営
上
の
望
ま
し
い
基
準
の
全
部
を
改
正
す

る
告
示
案
」
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
募
集
し
、
日
本
民
具
学
会
（
12
月
26
日
）
お

よ
び
日
本
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

学
会
（
２
０
２
６
年
１
月
１
日
）
が
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
上
で
意
見
表
明
を
行
っ
た
。

　

２
０
２
６
年
１
月
10
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
で
、

文
化
庁
は
「
処
分
規
定
が
な
く
困
っ
て
い
る
施

設
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
」
と
廃
棄
追
加
を
説

明
し
た
が
、
そ
の
具
体
像
は
明
確
で
は
な
い
。

日
本
民
具
学
会
は
、「
学
術
研
究
の
状
況
」「
資

料
の
重
要
性
」「
展
示
上
の
効
果
」
と
い
っ
た

評
価
軸
（
優
劣
軸
）
で
資
料
を
再
評
価
し
、
交

換
・
譲
渡
・
廃
棄
等
を
促
す
構
造
が
、
政
治
的

意
思
に
よ
る
民
俗
資
料
廃
棄
を
全
国
的
に
後
押

し
す
る
可
能
性
に
強
い
懸
念
を
表
明
、
最
終
的

に
61
団
体
が
賛
同
し
た
。

　

本
案
は
東
京
文
化
庁
博
物
館
振
興
室
が
事
務

局
を
務
め
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
検
討
さ

れ
、「
廃
棄
等
」
文
言
は
第
２
期
第
２
回
（
２

０
２
５
年
６
月
17
日
）
に
事
務
局
か
ら
新
規
提

案
さ
れ
た
。
パ
ブ
コ
メ
３
５
９
件
を
受
け
た
最

終
第
６
回
（
２
０
２
６
年
２
月
24
日
）
で
は
、

学
識
経
験
者
を
中
心
に
削
除
要
求
が
相
次
ぐ
一

方
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ズ
の

委
員
は
「
廃
棄
」
文
言
を
支
持
、
事
務
局
の
博

物
館
支
援
調
査
官
（
考
古
学
）
は
、
館
外
の
文

化
財
を
今
後
収
蔵
し
て
い
く
た
め
に
は
、
既
存

の
収
蔵
資
料
に
つ
い
て
入
れ
替
え
の
た
め
の
整

理
、
す
な
わ
ち
「
廃
棄
」
を
可
能
と
す
る
制
度

設
計
が
不
可
欠
で
あ
る
と
説
明
し
た
。

　

議
論
は
報
道
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
２
０
２

６
年
３
月
３
日
に
文
科
大
臣
は
「
他
の
手
段
を

検
討
し
た
上
で
や
む
を
得
な
い
場
合
に
慎
重
に

行
う
べ
き
」
と
説
明
し
た
。
同
年
３
月
31
日
公

布
の
告
示
で
は
本
文
の
「
廃
棄
」
は
維
持
さ
れ

つ
つ
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
に
よ
り
処
分
手
続
の
透
明

性
確
保
と
廃
棄
は
「
他
の
手
段
を
検
討
し
た
上

で
、
な
お
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
限
り
慎
重
に
行
う
」
と
附
帯
さ
れ
た
。
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文
化
庁
「
出
土
品
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」

　

１
９
９
７
年
に
文
化
庁
記
念
物
課
が
出
し
た

「
出
土
品
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
通
知
）」
は
、

「
埋
蔵
文
化
財
全
体
を
守
る
枠
組
み
」
を
推
進

す
る
観
点
か
ら
、
埋
蔵
文
化
財
の
適
切
か
つ
合

理
的
な
保
管
の
た
め
に
、
専
門
職
員
体
制
の
充

実
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
国
庫
補
助
金
に

よ
る
整
備
な
ど
、
保
管
基
盤
を
拡
充
す
る
よ
う

に
と
強
調
し
て
い
る
。
一
方
で
、
保
存
・
活
用

の
必
要
性
が
な
い
出
土
品
は
廃
棄
可
能
と
も
記

さ
れ
て
い
る
。
２
０
２
４
年
５
月
25
日
「
奈
良

モ
デ
ル
」
発
表
の
２
ヶ
月
前
に
法
政
大
学
で
開

催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
博
物
館
の
収
蔵
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
現
状
と
課
題
を
考
え
る
」
に
お

い
て
、文
化
庁
の
博
物
館
支
援
調
査
官
（
前
出
）

は
こ
れ
を
「
廃
棄
も
選
択
肢
と
す
る
」
先
駆
的

な
提
言
で
あ
り
、「
博
物
館
収
蔵
問
題
に
も
関

わ
っ
て
く
る
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
通
知
は
、
実
務
上
は
発
掘
現

場
に
お
け
る
収
集
段
階
で
の
選
別
（
基
本
的
に

近
世
以
降
が
対
象
）
を
意
味
す
る
も
の
と
理
解

さ
れ
て
お
り
、
従
来
か
ら
の
現
場
判
断
を
明
文

化
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
発
掘
時
の

選
別
と
、
博
物
館
収
蔵
後
の
資
料
廃
棄
は
本
質

的
に
異
な
る
行
為
で
あ
る
。
通
知
に
は
、「
出

土
品
の
区
分
は
、
現
在
収
蔵
・
保
管
が
行
わ
れ

て
い
る
も
の
及
び
今
後
出
土
す
る
も
の
を
対
象

と
し
、
発
掘
調
査
の
段
階
、
整
理
作
業
の
段
階
、

そ
れ
以
降
の
段
階
に
お
い
て
随
時
行
う
こ
と
が

望
ま
し
い
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
形
式
上
は
既

存
収
蔵
資
料
も
区
分
の
対
象
に
含
ま
れ
る
と
解

釈
で
き
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
既
存
収
蔵
資

料
が
廃
棄
さ
れ
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の

背
景
に
は
、（
基
本
的
に
寄
贈
者
＝
旧
所
有
者

の
い
な
い
）
出
土
品
が
公
的
に
帰
属
し
、
専
門

職
に
よ
る
選
別
と
文
化
財
認
定
を
経
て
収
蔵
さ

れ
る
と
い
う
埋
蔵
文
化
財
の
制
度
的
特
殊
性
を

理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
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博
物
館
の
資
料
を
守
れ
！

栗
原
祐
司

（
国
立
科
学
博
物
館
）

　

２
０
２
６
（
令
和
８
）
年
３
月
31
日
に
「
博

物
館
の
設
置
及
び
運
営
上
の
望
ま
し
い
基
準
の

全
部
を
改
正
す
る
告
示
」（
令
和
八
年
文
部
科

学
省
告
示
第
六
十
九
号
）
が
公
布
・
施
行
さ
れ
、

博
物
館
資
料
の
「
廃
棄
」
が
明
文
化
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同
改
正
案
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
際
、
２
０
２
５
（
令
和

７
）
年
12
月
26
日
に
日
本
民
具
学
会
が
「
廃
棄

の
正
当
化
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
高
く
危
機
感

を
覚
え
る
」
な
ど
と
す
る
声
明（

１
）を

発
し
、
翌
年

２
月
１
日
に
も
文
化
庁
長
官
宛
に
要
望
書（

２
）を

提

出
し
て
お
り
、
多
く
の
関
連
学
会
等
も
こ
れ
に

賛
同
し
た
こ
と
が
記
憶
に
新
し
い
が
、
本
稿
で

は
改
め
て
そ
の
課
題
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

一　

各
博
物
館
へ
の
悪
影
響
の
懸
念

　

日
本
の
博
物
館
の
６
割
、
と
り
わ
け
町
村
立

は
71
・
８
％
（
日
本
博
物
館
協
会
編
刊　

２
０

２
０
『
令
和
元
年
度 

日
本
の
博
物
館
総
合
調

査
報
告
書
』）
が
資
料
購
入
費
が
ゼ
ロ
と
い
う

現
状
の
中
、
多
く
の
博
物
館
が
寄
贈
・
寄
託
に

頼
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
収
蔵

庫
不
足
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
収
蔵

庫
の
「
九
割
以
上
（
ほ
ぼ
、
満
杯
の
状
態
）」

と
い
う
館
が
全
体
の
33
・
９
％
で
あ
り
、「
収

蔵
庫
に
入
り
き
ら
な
い
資
料
が
あ
る
」
と
い
う

館
も
23
・
３
％
に
及
ぶ
。（
同
上
）

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
告
示
と
い
う
法
令

行
為
で
資
料
の
「
廃
棄
」
の
文
言
を
入
れ
れ
ば
、

各
設
置
者
に
お
い
て
そ
う
し
た
動
き
を
助
長
さ

せ
、
首
長
や
財
務
当
局
等
か
ら
廃
棄
を
正
当
化

す
る
た
め
に
利
用
・
濫
用
さ
れ
る
こ
と
が
大
い

に
懸
念
さ
れ
る
。

　

多
く
の
博
物
館
で
は
、
そ
れ
ら
の
寄
贈
・
寄

託
を
受
け
入
れ
る
際
、
館
と
し
て
の
収
集
・
受

入
方
針
（
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
）
を
定

め
て
、
鑑
査
会
議
等
で
判
断
し
て
い
る
が
、
処

分
に
関
し
て
は
そ
の
基
準
を
定
め
て
い
な
い
こ

と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、２
０
２
４
（
令
和
６
）

年
に
山
下
真
・
奈
良
県
知
事
が
奈
良
県
立
民
俗

博
物
館
の
有
す
る
民
俗
資
料
の
収
集
・
保
存
方

針
を
一
部
廃
棄
も
含
め
て
再
検
討
す
る
よ
う
指

示
し
、
検
討
委
員
会
に
お
い
て
２
０
２
６
年
３

月
30
日
に
「
民
俗
資
料
収
集
・
保
存
等
方
針
」、

「
資
料
除
籍
マ
ニ
ュ
ア
ル
」、
及
び
「
除
籍
ま
で

の
フ
ロ
ー
」
を
取
り
ま
と
め（

３
）、

資
料
の
安
易
な

廃
棄
に
は
つ
な
が
ら
な
い
ル
ー
ル
づ
く
り
を

行
っ
た
。
筆
者
も
委
員
を
務
め
て
い
る
山
形
県

立
博
物
館
や
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
改
修
の
基

本
構
想
検
討
委
員
会
等
で
も
、「
廃
棄
」
や
「
除

籍
」
の
文
言
を
記
述
す
る
か
ど
う
か
で
議
論
に

な
っ
た
が
、
概
ね
こ
れ
を
支
持
す
る
の
は
行
政

関
係
者
等
の
管
理
者
で
あ
っ
て
、
学
芸
員
等
は

記
述
し
な
い
意
向
を
示
し
た
よ
う
に
思
う
。
こ

の
こ
と
は
、
全
国
各
地
の
博
物
館
で
も
同
様
の

傾
向
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、Collections T

rust

が

Collections M
anagem

ent Fram
ew

ork

及

びSpectrum
5.1

に
基
づ
き
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
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管
理
に
関
す
る
ポ
リ
シ
ー
や
手
順
書
を
作
成
し

て
お
り
、Spectrum

5 （
４
）

.1

に
は
除
籍
と
処
分

（D
eaccessioning and disposal

）
に
関
す
る

記
述
も
あ
る
。
た
だ
し
、
留
意
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
は
、Collections T

rust

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
で
あ
り
、
国
が
法
令
と
し
て
こ
れ
ら
の
ポ

リ
シ
ー
を
定
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
管
理
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
こ
と

は
重
要
だ
が
、
博
物
館
機
能
を
支
え
る
専
門
人

材
（
レ
ジ
ス
ト
ラ
ー
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
等
）
が

配
置
さ
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
と
単
純
比
較
す
る

の
は
無
理
が
あ
り
、
日
本
で
こ
れ
ら
の
基
準
を

設
け
る
た
め
に
は
、
時
間
を
か
け
て
議
論
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
資
料
の
収

集
・
保
管
に
対
し
て
財
政
支
援
し
て
い
る
わ
け

で
も
な
い
国
が
、
法
令
で
過
度
に
具
体
的
な
規

定
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。「
望
ま

し
い
基
準
」
は
、
こ
れ
ま
で
地
方
分
権
の
名
の

も
と
に
数
値
基
準
等
を
削
除
さ
れ
て
き
た
経
緯

が
あ
る
が
、
各
設
置
者
が
所
有
す
る
資
料
に
つ

い
て
、「
再
評
価
に
基
づ
く
交
換
・
譲
渡
・
貸
与
・

返
却
・
廃
棄
等
」
と
の
文
言
を
規
定
す
る
こ
と

は
、
地
方
分
権
に
反
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
お
い
て
、
３
５

９
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
が
、
文
化

庁
は
「
そ
の
際
、
特
に
博
物
館
資
料
の
廃
棄
に

つ
い
て
検
討
す
る
場
合
に
は
、
多
様
な
関
係
者

の
意
見
を
聴
き
つ
つ
、
長
期
的
か
つ
総
合
的
な

見
地
か
ら
慎
重
に
行
う
も
の
と
す
る
。」
と
い

う
文
言
を
追
加
し
、
文
化
審
議
会
文
化
施
設
部

会
博
物
館
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
も
議
論
し

た
が
、最
終
的
に
「
廃
棄
」
の
文
字
は
残
っ
た
。

　

文
化
庁
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
わ
ざ
わ

ざ
「
よ
く
あ
る
御
質
問
」
と
し
て
「「
廃
棄
」

の
文
言
を
削
除
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ

う
か
。」
と
い
う
設
問
を
設
け
、「
博
物
館
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
廃
棄
と
い
う
文
言
に
対

す
る
御
懸
念
も
あ
っ
た
一
方
で
、
実
態
と
し
て

廃
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か

ら
記
載
を
残
す
べ
き
と
い
う
意
見
」
が
あ
っ
た

こ
と
や
、「
廃
棄
を
検
討
す
る
際
の
手
続
を
、

①
個
別
の
博
物
館
に
お
け
る
博
物
館
資
料
の
収

集
及
び
管
理
の
方
針
を
踏
ま
え
る
こ
と
、
②
多

様
な
関
係
者
の
意
見
を
聴
き
、
手
続
の
透
明
性

を
確
保
す
る
こ
と
、
③
資
料
の
交
換
、
譲
渡
、

返
却
等
と
い
っ
た
他
の
手
段
を
検
討
し
た
上

で
、
な
お
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き

に
お
い
て
、
慎
重
に
行
う
、
と
３
段
階
に
渡
っ

て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
安
易
な
廃
棄
に
歯
止

め
を
か
け
る
規
定
と
し
て
い
ま
す
。
仮
に
「
廃

棄
」
の
文
言
を
削
除
し
た
場
合
、
３
段
階
目
の

手
続
を
明
記
で
き
な
く
な
り
、
歯
止
め
が
弱
ま

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
文
言
を
残
し
た
う
え

で
、そ
の
手
続
の
記
載
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、

御
懸
念
に
も
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。」

と
述
べ
て
い
る（

５
）。

こ
れ
を
マ
ッ
チ
ポ
ン
プ
と
い

う
。
博
物
館
関
係
者
に
と
っ
て
は
、
資
料
を
廃

棄
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
前
提
が
基
本
的
な

共
通
理
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
な
ぜ
「
廃
棄
」

の
文
言
が
な
い
と
手
続
き
が
明
記
で
き
な
い
の

だ
ろ
う
か
。
行
政
文
書
に
よ
く
み
ら
れ
る
バ
ス

ケ
ッ
ト
ク
ロ
ー
ズ
で
あ
る
「
等
」
の
記
述
が
あ

れ
ば
、
設
置
者
の
判
断
で
「
廃
棄
」
も
含
ま
れ

る
と
解
釈
で
き
る
は
ず
で
、「
廃
棄
」
を
明
記

す
る
こ
と
が
安
易
な
廃
棄
に
歯
止
め
を
か
け
る

と
考
え
る
の
は
、
博
物
館
の
現
場
を
知
ら
な
い
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行
政
担
当
者
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
告
示

は
、
行
政
担
当
者
だ
け
に
向
け
て
定
め
る
も
の

で
は
な
い
は
ず
で
、
こ
こ
に
大
き
な
齟
齬
が
あ

る
よ
う
に
思
う
の
は
筆
者
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

国
が
「
廃
棄
」
の
文
言
を
明
記
す
る
こ
と
の
危

険
性
を
本
当
に
理
解
し
て
い
る
の
か
疑
問
が
残

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
多
く
の
学
術
団
体
か
ら
反

対
の
意
見
表
明
が
出
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

博
物
館
関
係
者
の
文
化
庁
へ
の
信
頼
を
損
ね
て

ま
で
「
廃
棄
」
の
文
字
を
堅
持
し
よ
う
と
す
る

博
物
館
行
政
は
、
誰
の
た
め
の
も
の
な
の
だ
ろ

う
か
。

　

一
方
で
、
政
府
は
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て

い
る
が
、
残
念
な
が
ら
博
物
館
に
関
心
の
な
い

行
政
関
係
者
の
中
に
は
、
未
だ
に
デ
ジ
タ
ル
化

す
れ
ば
現
資
料
は
廃
棄
し
て
よ
い
と
言
う
方
も

お
り
、「
廃
棄
」
を
明
記
す
れ
ば
、
彼
ら
の
主

張
の
免
罪
符
と
な
っ
て
し
ま
う
懸
念
も
あ
る
。

そ
う
な
れ
ば
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
、
少
人
数

で
地
域
の
資
料
を
保
存
す
る
た
め
に
日
々
奮
闘

し
て
い
る
学
芸
員
の
長
年
に
わ
た
る
努
力
を
無

に
す
る
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
国
の
博
物
館

行
政
に
対
す
る
信
頼
を
失
わ
せ
る
こ
と
に
な
ら

な
い
だ
ろ
う
か
。

二　

�

館
種
や
分
野
ご
と
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い

な
い

　

そ
も
そ
も
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
を

定
め
る
の
は
、
各
設
置
者
や
博
物
館
で
あ
り
、

歴
史
、
民
俗
、
美
術
、
自
然
史
等
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
性
質
に
よ
っ
て
も
大
き
く
異
な
る
。
す
べ

て
の
分
野
の
博
物
館
資
料
に
共
通
で
適
用
さ
れ

る
こ
と
が
前
提
の
法
令
で
あ
る
告
示
で「
廃
棄
」

と
明
言
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
館
種
の
博
物

館
の
将
来
に
大
き
な
禍
根
を
残
す
も
の
で
あ
る
。

前
回
（
２
０
１
１
年
）
の
改
正
に
際
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
の
博
物
館
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討

協
力
者
会
議
に
よ
る
報
告
書
「
博
物
館
の
設
置

及
び
運
営
上
の
望
ま
し
い
基
準
の
見
直
し
に
つ

い
て
」
の
「
は
じ
め
に
」
に
、館
種
ご
と
の
「
多

様
性
こ
そ
が
博
物
館
の
最
も
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
博
物
館
の
特
徴
を
い
か
に
活

か
し
、
地
域
住
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
得

る
施
設
と
し
て
発
展
さ
せ
る
か
が
、
博
物
館
の

設
置
及
び
運
営
上
の
「
望
ま
し
い
基
準
」
の
要

諦
で
あ
り
、
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
そ
の
多
様

性
を
損
な
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
、
本
改
正
案
で
は
、
そ
の
よ
う
な
観
点
が
見

受
け
ら
れ
ず
、
博
物
館
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

で
も
そ
の
よ
う
な
議
論
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

法
令
上
は
、
動
物
園
、
水
族
館
、
植
物
園
等
の

生
き
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
「
資
料
」
と
み
な
す

こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
こ
と
に
関
す
る
言
及
も

な
い
。
そ
も
そ
も
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委

員
に
自
然
史
や
民
俗
・
民
具
資
料
の
専
門
家
が

い
な
か
っ
た
こ
と
も
悔
や
ま
れ
る
。

　

絵
画
や
彫
刻
等
の
１
点
も
の
で
あ
れ
ば
、
廃

棄
と
い
う
よ
う
な
議
論
は
起
こ
り
に
く
い
が
、

例
え
ば
、
日
本
の
博
物
館
の
収
蔵
資
料
で
最
も

点
数
が
多
い
考
古
資
料
に
つ
い
て
は
、
従
来
文

化
庁
の
指
導
で
市
町
村
の
保
管
と
な
っ
て
い
た

の
を
、
１
９
９
７
（
平
成
９
）
年
に
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
体
制
等
の
整
備
充
実
に
関
す
る
調

査
研
究
委
員
会
が
報
告
を
ま
と
め
（「
出
土
品

の
取
扱
い
に
つ
い
て
」）、
保
存
活
用
す
る
資
料
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を
選
択
し
、
そ
の
他
は
「
廃
棄
そ
の
他
の
処
分

を
行
な
う
こ
と
と
な
る
」
と
し
た
経
緯
が
あ

る（
６
）。

こ
れ
に
対
し
、
貴
重
な
資
料
が
考
慮
さ
れ

ず
に
廃
棄
さ
れ
る
例
も
散
見
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
日
本
考
古
学
協
会
埋
蔵
文
化
財
保
護
対
策

委
員
会
を
は
じ
め
専
門
家
が
懸
念
を
表
明
し
た

が
、
今
回
は
考
古
資
料
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て

の
分
野
の
資
料
を
一
律
に
対
象
と
し
、
し
か
も

告
示
と
い
う
法
令
行
為
に
よ
っ
て
規
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響
は
極
め
て
大
き
い
。

ま
た
、
民
俗
資
料
に
つ
い
て
も
重
複
が
多
く
、

ま
さ
に
前
述
の
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
で
大
き

な
議
論
と
な
っ
た
。
生
産
地
で
あ
れ
ば
産
業
資

料
と
し
て
の
価
値
も
あ
る
が
、
単
な
る
使
用
地

で
あ
る
場
合
は
資
料
的
な
価
値
を
見
い
だ
す
こ

と
は
難
し
い
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
収
蔵
庫

不
足
と
い
う
現
状
に
お
い
て
保
存
活
用
す
る
資

料
の
取
捨
選
択
が
必
要
と
な
り
、「
新
た
な
受

入
は
し
な
い
」
と
い
う
対
応
を
し
て
い
る
館
は

多
い
が
、
廃
棄
を
正
当
化
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
実
際
、
同
じ
資
料
で
あ
っ
て
も
、
重
要

な
来
歴
や
地
域
特
有
の
使
用
痕
、
改
造
歴
等
が

あ
れ
ば
将
来
の
研
究
材
料
と
し
て
も
保
存
す
る

価
値
は
あ
る
。瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館（
香

川
県
高
松
市
）
は
、
２
０
２
４
年
に
「『
た
く

さ
ん
集
め
る
』
か
ら
わ
か
る
こ
と
」
展
を
開
催

し
、
県
内
の
資
料
館
か
ら
千
歯
扱
ぎ
60
点
、
足

踏
脱
穀
機
30
点
を
集
め
て
展
示
し
た
結
果
、
一

見
似
て
い
る
道
具
も
細
か
く
比
較
検
討
す
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
新
し
い
知
見
を
見
出
せ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
と
い
う
。
北
栄
み
ら
い
伝
承
館

（
鳥
取
県
北
栄
町
）
の
よ
う
に
、
処
分
す
る
資

料
の
「
お
別
れ
展
示
」
を
開
催
し
（
２
０
１
８

年
）、
希
望
者
に
は
譲
渡
す
る
と
告
知
し
、
展

示
品
５
６
２
点
の
う
ち
４
７
３
点
に
引
き
取
り

の
希
望
が
あ
っ
た
と
い
う
事
例
も
あ
る
が
、
こ

れ
も
ま
た
廃
棄
を
免
れ
る
た
め
の
苦
肉
の
策
で

あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
一
方
で
、２
０
２
３（
令

和
５
）
年
に
は
北
海
道
江
別
市
で
、
収
蔵
庫
の

建
材
に
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
が
使
わ
れ
、
取

り
出
す
と
周
辺
に
飛
散
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
と

し
て
、
約
40
年
前
に
市
民
か
ら
寄
贈
を
受
け
た

北
海
道
開
拓
時
代
な
ど
の
民
具
約
６
０
０
点

を
、
寄
贈
者
に
連
絡
せ
ず
に
収
蔵
庫
ご
と
処
分

し
た
と
い
う
事
件
も
あ
っ
た
。
民
具
の
価
値
そ

の
も
の
が
行
政
担
当
者
に
理
解
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
の
現
わ
れ
だ
が
、資
料
の
「
廃
棄
」

が
常
態
化
す
れ
ば
、
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
て
寄

贈
・
寄
託
さ
れ
た
資
料
が
安
易
に
処
分
さ
れ
る

と
い
う
事
態
が
全
国
各
地
で
起
こ
ら
な
い
と
も

限
ら
な
い
。

　

博
物
館
資
料
は
、
複
製
資
料
で
代
替
で
き
る

も
の
で
は
な
く
、
学
術
団
体
等
か
ら
強
い
批
判

を
受
け
た
「
奈
良
モ
デ
ル（

７
）」

の
よ
う
に
複
製
に

よ
っ
て
「
廃
棄
」
を
正
当
化
す
る
よ
う
な
対
応

は
、
学
術
的
・
文
化
財
的
価
値
を
永
遠
に
失
わ

せ
る
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
収
蔵
庫
不
足
と
い

う
現
状
を
踏
ま
え
た
資
料
を
守
る
対
策
を
講
じ

る
こ
と
こ
そ
が
、
博
物
館
政
策
と
し
て
考
え
る

べ
き
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

自
然
史
系
資
料
の
保
存
に
関
し
て
は
、
さ
ら

に
特
殊
な
事
情
が
あ
る
。
例
え
ば
哺
乳
類
の
一

つ
の
種
の
変
異
の
研
究
を
す
る
場
合
、
性
別
の

違
い
や
年
齢
の
違
い
等
の
集
団
内
の
も
の
か

ら
、
地
域
間
の
違
い
も
調
べ
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、数
千
の
標
本
が
必
要
と
な
る
。
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博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

は
、
そ
れ
だ
け
今
後
の
研
究
へ
の
利
用
可
能
性

を
広
げ
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。さ
ら
に
、

現
在
は
無
価
値
と
思
わ
れ
て
い
る
標
本
で
も
、

科
学
技
術
の
発
達
に
伴
い
、
将
来
は
研
究
材
料

と
し
て
利
用
可
能
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え

ば
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
解
析
技
術
は
、
か
つ
て
は
新
鮮

な
生
物
の
一
部
が
な
け
れ
ば
困
難
だ
っ
た
が
、

現
在
は
乾
燥
し
た
剥
製
や
骨
か
ら
で
も
分
析
可

能
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
標
本
研
究
の

未
来
を
考
え
た
と
き
に
、
今
回
の
「
廃
棄
」
の

明
文
化
が
大
き
な
禍
根
と
な
り
は
し
な
い
か
。

一
度
失
わ
れ
て
し
ま
え
ば
、
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー

カ
イ
ブ
し
て
も
研
究
材
料
と
は
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

三　

価
値
判
断
の
基
準
が
な
い

　

収
支
改
善
を
重
視
す
る
経
営
的
な
観
点
か
ら

は
、
博
物
館
資
料
の
評
価
基
準
は
、「
展
示
に

使
え
る
か
」
す
な
わ
ち
、
多
く
の
来
館
者
を
集

め
て
収
益
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
最
優
先
と
な

る
。
そ
の
価
値
観
か
ら
す
れ
ば
、
展
示
さ
れ
ず

に
収
蔵
庫
に
眠
っ
て
い
る
資
料
は
、
必
要
な
い

も
の
と
な
る
。
し
か
し
、
博
物
館
は
単
な
る
集

客
施
設
で
は
な
く
、
社
会
教
育
施
設
で
あ
り
、

学
術
研
究
機
関
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。

　

実
際
、
特
に
小
規
模
の
博
物
館
で
は
、
収
蔵

庫
に
未
調
査
の
ま
ま
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ

も
さ
れ
て
い
な
い
資
料
が
山
積
み
さ
れ
て
い
る

場
合
が
多
い
。
そ
れ
ら
を
調
査
あ
る
い
は
修
理

も
せ
ず
に
「
廃
棄
」
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、「
放

棄
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
将
来
の
可
能
性
す
ら
摘

み
取
る
こ
と
に
な
る
。

　

問
題
は
、
学
芸
員
の
非
正
規
・
非
常
勤
化
が

進
み
、
調
査
研
究
す
る
時
間
が
な
い
た
め
に
、

「
廃
棄
」
の
価
値
判
断
す
ら
で
き
な
い
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
状
態
の
ま
ま
政
治
的
・
行

政
的
判
断
で
処
分
し
て
し
ま
え
ば
、
将
来
に
大

き
な
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
る
。
収
蔵
資
料
の

処
分
規
定
を
明
確
に
定
め
た
公
立
博
物
館
は
数

パ
ー
セ
ン
ト
し
か
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
制

度
的
・
手
続
き
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
状
況
の
中
で
、
国
が
法
令
行
為
で
「
廃

棄
」
の
文
言
を
明
記
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
拙

速
な
判
断
を
行
う
設
置
者
が
増
加
し
た
と
し
た

ら
、
そ
れ
は
ま
さ
に
「
公
共
財
」
の
破
壊
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

四　

IC
O
M

の
倫
理
規
程
と
の
乖
離

　

ICO
M

（
国
際
博
物
館
会
議
）
の
倫
理
規
程

（ICO
M

 Code of Ethics for M
useum （

８
）

s

）

で
は
、
収
蔵
品
の
除
去
に
関
し
て
詳
細
な
規
定

が
あ
る
。
例
え
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（ICO
M

日
本
委
員
会
訳
）

２
．
13 

博
物
館
の
収
蔵
品
か
ら
の
除
去

　

博
物
館
の
収
蔵
品
か
ら
資
料
も
し
く
は
標
本

を
除
去
す
る
こ
と
は
、
そ
の
資
料
の
意
義
、
性

格
（
更
新
で
き
る
場
合
も
で
き
な
い
場
合
も
）、

法
的
な
位
置
、
お
よ
び
そ
の
よ
う
な
行
為
か
ら

生
じ
得
る
公
衆
の
信
頼
の
損
失
を
十
分
理
解
し

た
上
で
の
み
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

２
．
15 

収
蔵
品
か
ら
除
去
さ
れ
た
資
料
の
処
分

　

各
博
物
館
は
、
寄
贈
、
移
管
、
交
換
、
売
却
、

返
還
、
も
し
く
は
破
壊
に
よ
る
資
料
の
収
蔵
品
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か
ら
の
永
久
的
な
除
去
を
お
こ
な
う
た
め
の
公

認
さ
れ
た
方
法
を
規
定
し
、
ま
た
受
け
取
る
施

設
へ
の
制
限
さ
れ
な
い
権
利
の
譲
渡
を
容
認
す

る
方
針
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
除

去
の
決
定
、
当
該
資
料
お
よ
び
そ
の
処
分
に
つ

い
て
完
全
な
記
録
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
放
出
品
は
優
先
的
に
他
の
博
物
館
に
提
供

す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
強
い
仮
定
が
あ
る
。

２
．
16 

収
蔵
品
の
処
分
か
ら
の
収
入

　

博
物
館
の
収
蔵
品
は
公
衆
か
ら
の
預
託
物
で

あ
り
、
換
金
で
き
る
財
産
と
し
て
扱
う
べ
き
で

は
な
い
。
博
物
館
の
収
蔵
品
か
ら
の
資
料
お
よ

び
標
本
の
放
出
と
処
分
か
ら
受
け
た
金
銭
も
し

く
は
報
酬
は
、
収
蔵
品
の
た
め
の
み
、
お
よ
び

通
常
は
そ
の
収
蔵
品
へ
の
収
集
の
た
め
の
み
に

用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
．
18 

収
蔵
品
の
永
続
性

　

博
物
館
は
、
そ
の
収
蔵
品
（
永
久
的
な
も
の

も
一
時
的
な
も
の
も
）
お
よ
び
適
切
に
記
録
さ

れ
た
関
連
の
情
報
が
、 

現
在
に
お
い
て
使
用
で

き
、
ま
た
現
在
の
知
識
お
よ
び
資
源
に
配
慮
し

な
が
ら
、
で
き
る
限
り
良
好
か
つ
安
全
な
状
態

で
将
来
の
世
代
に
伝
え
る
こ
と
を
保
証
す
る
方

針
を
決
め
、
適
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

日
本
博
物
館
協
会
が
定
め
た
「
博
物
館
の
原

則
」、「
博
物
館
関
係
者
の
行
動
規
範
」（
日
本

博
物
館
協
会　

２
０
１
２
『
博
物
館
の
原
則
・

博
物
館
関
係
者
の
行
動
規
範
』ICO

M

日
本
委

員
会
）
は
こ
の
よ
う
な
詳
細
な
規
定
が
な
い
。

博
物
館
関
係
学
協
会
等
に
お
い
て
、
早
急
に
倫

理
規
程
を
再
検
討
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
民

主
国
家
と
し
て
本
来
あ
る
べ
き
姿
な
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、ICO

M

で
は
２
０
２
４
年
末
に
新
た

に
収
蔵
庫
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
国
際
委
員
会

（International Com
m

ittee on Collections 

in Storage

）
を
発
足
さ
せ
た
。
収
蔵
庫
問
題

は
日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
で
生
じ
て
い
る

課
題
で
あ
り
、
今
ま
さ
に
収
蔵
庫
の
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
国
際
的
な
議
論
が
始
ま
っ
た

と
こ
ろ
だ
が
、
同
委
員
会
に
は
日
本
か
ら
は
ほ

と
ん
ど
参
加
し
て
い
な
い
。「
望
ま
し
い
基
準
」

に
「
廃
棄
」
を
明
記
す
る
以
前
に
、
収
蔵
庫
の

在
り
方
を
議
論
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

五　

博
物
館
界
で
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

　

今
、
全
国
の
博
物
館
界
で
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
各
地
域
に
お
い
て
圧
倒
的
に
不
足
し
て

い
る
学
芸
員
等
専
門
職
の
配
置
や
資
料
保
存
の

た
め
の
財
源
の
確
保
、
そ
し
て
収
蔵
庫
問
題
の

解
決
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
国
の
施
策
で
重
点

化
さ
れ
て
い
る
文
化
観
光
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
係

る
予
算
を
、
そ
れ
ら
に
配
分
す
る
こ
と
で
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
収
蔵
庫
問
題
の
解
決
に
つ
い

て
は
「
設
置
者
責
任
」
と
言
い
つ
つ
、
資
料
保

存
に
つ
い
て
は
法
令
で
「
廃
棄
」
を
明
記
す
る

博
物
館
行
政
は
、
全
国
の
学
芸
員
が
望
ん
で
い

る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
収
蔵
庫
に
つ
い
て

は
、
既
に
東
京
都
や
愛
知
県
に
お
い
て
共
同
収

蔵
庫
の
設
置
を
検
討
し
て
お
り
、い
わ
ゆ
る「
収

蔵
展
示
」
を
行
う
施
設
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

国
の
支
援
に
よ
る
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
圏
単
位
等
の

共
同
収
蔵
庫
建
設
支
援
や
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
圏

内
の
館
に
よ
る
共
同
管
理
へ
の
地
方
交
付
税
措

置
な
ど
は
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
世
界
経

　　（15045）53



済
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、昨
年
10
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
、
博
物
館
は
文
化
財

の
「
静
的
な
保
管
庫
」
か
ら
文
化
資
源
を
生
か

す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
連
携
拠
点
へ
と
進
化
す

る
必
要
が
あ
る
と
の
提
言
を
行
っ
た
が（

９
）、

収
蔵

庫
不
足
を
理
由
に
文
化
資
源
が
廃
棄
さ
れ
て
し

ま
え
ば
、
元
も
子
も
な
い
だ
ろ
う
。

　

博
物
館
資
料
は
、
今
後
増
加
し
て
い
く
こ
と

だ
け
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
中
で
、
安
易
な
廃

棄
を
志
向
す
る
の
で
は
な
く
、
専
門
的
な
知
見

の
も
と
に
、
資
料
の
収
蔵
・
管
理
の
在
り
方
を

博
物
館
学
協
会
と
し
て
し
っ
か
り
議
論
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

註（
１
）
日
本
民
具
学
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.m

ingu-gakkai.com
/

ikenhyom
ei20251226.pdf

（
２
０
２
６
年
５
月
18
日
閲
覧
）

（
２
）
日
本
民
具
学
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.m

ingu-gakkai.com
/

youbou20260201.pdf

（
２
０
２
６
年
５
月
18
日
閲
覧
）

（
３
）
奈
良
県
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.pref.nara.lg.jp/n050/

houshin.htm
l

（
２
０
２
６
年
５
月
18
日
閲
覧
）

（
４
）Collections T
rust 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

https://collectionstrust.org.uk/

spectrum
/spectrum

-5/

（
２
０
２
６
年
５
月
18
日
閲
覧
）

（
５
）
文
化
庁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.bunka.go.jp/seisaku/

bijutsukan_hakubutsukan/shinko/

kankei_horei/94355301.htm
l

（
２
０
２
６
年
５
月
18
日
閲
覧
）

（
６
）�
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
体
制
等
の
整
備

充
実
に
関
す
る
調
査
研
究
委
員
会　

１

９
９
７
『
出
土
品
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
報
告
）』
文
化
庁

全
国
文
化
財
総
覧
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.bunka.go.jp/seisaku/

bunkazai/shokai/pdf/hokoku_02.

pdf

（
２
０
２
６
年
５
月
18
日
閲
覧
）

（
７
）�

山
下
奈
良
県
知
事
は
、
２
０
２
４
年
７

月
30
日
の
会
見
で
、
博
物
館
資
料
の
デ

ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
し
、
現
物
に

つ
い
て
は
市
町
村
や
民
間
で
の
引
取
り

も
お
願
い
を
し
た
上
で
、
ど
う
し
て
も

引
取
り
手
が
な
い
も
の
だ
け
や
む
を
得

ず
廃
棄
を
す
る
と
い
う
趣
旨
の
「
奈
良
モ

デ
ル
」
に
取
り
組
む
旨
の
発
言
を
行
っ
た
。

（
８
）�

１
９
８
６
年
に
初
め
て
採
択
さ
れ
、
２

０
０
４
年
に
改
訂
さ
れ
た
。
２
０
２
６

年
６
月
のICO

M

総
会
で
改
訂
さ
れ
る

予
定
だ
が
、
本
稿
で
紹
介
し
た
規
定
の

方
針
は
変
わ
ら
な
い
。

（
９
）�

２
０
２
５
「
変
革
す
る
博
物
館
の
資
金

調
達
―
利
益
と
社
会
的
目
的
の
両
立
に

向
け
て
」
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

https://jp.w
eforum

.org/stories/ 

2025/10/m
useum

s-cultural-capital-

financing-sustainability-ja/

（
２
０
２
６
年
５
月
18
日
閲
覧
）
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編集協力　樫村賢二　佐野賢治　神かほり　浜野達也　

編集室から�

　今月は博物館の収蔵庫問題を取り上げ、本誌としては久しぶりの合併号として
お届けします。収蔵庫問題に直結する資料の除籍・廃棄の議論は民俗資料（民具）
の問題に焦点化されることが多いですが、冒頭の趣旨文にもあるとおり、博物館
全体をとりまく問題として受け止めるために、多様な分野間相互の資料の特徴や
考え方を整理しておく必要があるでしょう。そこで本号では、まず博物館や文化
財保護の現場に近い立場の方々から、多種多様な資料をめぐる実践や諸問題につ
いての論考をお寄せいただきました。さらに文化政策や博物館学をご専門とする
方々からは、特に今年3月に改正・告示された「博物館の設置及び運営上の望ま
しい基準」を中心に、その問題点を整理・検証していただきました。
　全体を通じて確認されたことのひとつに、博物館資料が、その受け入れから保
存・管理のプロセスのなかで、寄贈者（旧所蔵者）、学芸員、文化財担当者、専
門家などによって、様々な基準をもとに価値の検証・判断がなされたものである
という点が挙げられます。民具や公文書、自然史標本、考古資料に至るまで、各
段階での取捨選択がなされ、また登録資料と教育普及資料、実物の保管と記録保
存などといった選別を経て博物館等に収蔵されています。それは手あたり次第、
無秩序に何でも集めてきたわけではないという、現場にとってはごく当たり前の
事実であり、博物館資料は特定の意図や根拠をもって蓄積・形成された、まさに
「コレクション」であるということが改めて示されました。
　しかし一方で、その価値が社会に対して必ずしも充分に共有されてこなかった
ことも事実で、そのための資料データベースの整備や担当者間のネットワークの
構築、またそれを担う各分野の専門職の確保が重要な課題であることも分かりま
した。さらにいえば、博物館資料の価値は固定的なものではなく常に更新され続
けるものであり、その多様な価値を生み出す可能性自体を社会や未来に開いてい
くこと、そのための資料や情報をできる限り後世に継承することもまた、博物館
の重要な役割といえるでしょう。
　こうして考えてみると、資料の廃棄か収蔵庫の増設か、といった選択への結論
を導き出す以前に、多様な立場や論点をふまえた議論の蓄積が不可欠であること
が分かります。ぜひ多くの方々に、それぞれの立場から博物館収蔵庫問題に関心
を持っていただきたいと願っています。本特集へのご意見・ご感想も、編集室ま
でぜひお寄せください。� （内山大介）

ご意見・ご感想 E-mail : jomin-haikimondai@kanagawa-u.ac.jp
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